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長野県は南北約212km､東西約120km､面積は約13,562mBで､県域の四囲は北･南アル

プス､関東山地や八ヶ岳･浅間山･御森山などに囲まれ､また諸山地から流れ出す川は合

流し北は犀川や千曲川となり日本海へ､南は木曽川･天竜川となり太平洋に流れている｡

このような地形･地理的環境にある本県は本州のほぼ中央に位置している｡

時代の推移によって本県地域の名称は異なってきたが､当論では､俸田伊史氏の『浄御

原令制下に｢科野｣が用いられたが､大宝4年に｢信濃｣の表記が初めて公定され､宮都

で出土した木簡や屋代木簡で確認されるように､この表記が定着したと考えられる｡また

浄御原令制以前では､ ｢科野｣とは別に｢斯那奴｣のような音三字による地名表記も用い

られた可能性が考えられる｡』や､続日本紀記載による大宝4 (704)年4月甲子条｢令

鍛冶司､鋳諸国印｣などを参考に浄御原令制以前を｢シナノ｣､浄御原令制以後の持続3

(689)年から大宝3 (703)年までを｢科野｣､大宝4 (704)年4月以降を｢信濃｣と表

記する(文献1 ･ 2)ことを基本としたが､歴史には連続性があり論考の中でそれぞれの

名称を輪切りに使用することに無理があることを踏まえつつ､その表記の時代性を大きく

外さないことを前提に｢シナノ｣イ科野上｢信濃｣を使用した｡樽田氏の研究成果から外

れる箇所が多々あることはご理解いただきたい｡

また地域の呼称であるが､長野県北城の長野盆地は善光寺平とし､南城の伊那谷南部は

下伊那地域とした｡

本県地域は長い歴史の中で面積や形状も異なってきたが､先土器(旧着器)以来､東西

南北周辺地域からの様々な文化や生活習慣を受け入れ､さらにそれらを独自の文化や生活

習慣とともに周辺地域へ発信しながら現在に至っている｡

各時代によりそれらの受け入れ方や発信の形は様々であるが､当論は長野県内の長い歴

史の中で培われてきた様々な文化･歴史の中の古墳時代中頃から平安時代にかけての約

600年間の歴史のごく一部について､それも考古資料を中心に限られた資料を用いての考

察である｡

しかし､発掘調査によって得られた限られた考古資料ではあるが､文献史料には残され

なかった､また文献史料の記載を実証しうる重要な事実がこの考古資料には秘められてい

るものと考える｡

当論が今回扱った長野県内の4世紀後半から10世紀代のうち､特に4世紀後半から6

世紀前半にかけては､長野県の歴史の中でも非常に特徴的な時期として捉えることができ

る｡その代表的な動きは､ 4世紀代から5世紀代に長野県の北域である善光寺平を中心に

構築されていた前方後円墳が､ 5世紀後半以降にはその主流が南域の飯田市を中心とする

下伊那地域に移行してしまうことである｡

また善光寺平では､ 4世紀後半から6世紀前半にかけて積石塚古墳や合掌形石室が突如

造られ､また5世紀中頃には須恵器の使用･カマドの構築･馬具の使用などが始まる｡ま

た飯田市を中心とする下伊那地域でも､同じく5世紀中頃には須恵器の使用･カマドの構

築･馬具の使用が見られるが､加えて馬の殉葬が行われ､また横穴式石室が5世紀末葉か
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ら6世紀初頭の前方後円墳に構築され始めることを特徴とする｡

これらの動き､特に積石塚古墳や合掌形石室の構築については､戦前以来の研究史では

渡来人､あるいは渡来系の人々によるものではないという考え方を前提に研究が進められ

てきた｡ここ数年の県内の古墳時代研究者からは､ ｢渡来人がいたこと｣イ渡来人の墓｣

とする意味と｢渡来人を含めた外来系の新たな人々･集団による影響による｣とでは､地

域の古墳時代社会を考える場合にまったく意味がことなるという意見や､考古資料からは

積石塚古墳や合掌形石室には｢渡来人の存在をみいだすことはできない｣などの意見が出

されている｡

しかし｢渡来人がいた｣か｢渡来人の墓｣の表現に､すべての事々が｢渡来人｣による

ものでもなく､また｢渡来人がいた｣あるいは｢渡来人の墓｣の存在を肯定したとしても､

それは｢渡来人｣が大勢押し寄せて地域を一変させるほどに定住したものではないことは

常識的に考えられることと筆者は認識している｡長い歴史の中で､特に弥生時代以来渡来

人といわれる人々が新来文化を携え新たな文化を伝え､生活習慣の変化に影響を及ぼした

ことは事実であり､今回焦点をあてた時代背景も､ 1年あるいは10年などの時間単位で

新来文化を携えた渡来人や渡来系の人々を含めた他地域の人々の往来があったことが自然

であり､そのような時代背景の中で渡来人や渡来系の人々を含めた他地域の人々の存在を

想定できるのが考古資料から得られる事実であろうと考えている｡

｢渡来人｣や｢渡来系の人々｣の痕跡は､多く残らないのが常識であろうと考える｡日常

生活をするにあたって地域の人々や生活習慣に同化することで何の不自由もなかったはず

であり､このような日々の中で地域に根ざしながら新たな文化や習慣を広めたものである

と考える｡だからこそ､わずかな在地的ではない遺構や遺物の発見があった場合､そこに

｢渡来人｣や｢渡来系の人々｣の痕跡をみいだしていく方が自然と考える｡これは弥生時

代であっても､律令確立期であってもその事実は考古資料からも文献史料からも読み取れ

ることは事実であると考える｡

また今回あつかった､後半部分の7世紀から10世紀にかけても､飛鳥地域や畿内を中

心に､あるいは東国にいたっても｢渡来人｣や｢渡来系の人々｣の痕跡は十分に認識でき

ることが現在の歴史事実であろうと考える｡

また今回の7世紀以降の論考については､特に畿内系の土器や銭貨を中心に扱い､飛鳥

諸京や藤原京･平城京･平安京と地方(信濃)との関わりの一端を検証してみた｡この結

果､日本書紀の大化元(645)年の東国国司の派遣記載や天武13 (684)年の信濃に使者

が遣わされ地勢調査が行われたことなどの記載をはじめ(証1)､シナノ(科野･信濃)の

地ではシナノ(科野･信濃)人や東人のみならず都人の動きも活発であったことがうかが

え､これらの記載を明確に裏付けるものとして畿内系暗文土券や銭貨などの考古資料が位

置づくことを確認できた｡

信濃は畿内と東国を結びつける重要な拠点であり､決して通過点ではなかった｡西から

の玄関口である下伊那地域､国府所在としての重要な位置にあった､更級～埴科地域､小
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県地域､筑摩地域､束への玄関口であった佐久地域には畿内から東国への重要なルートが

あったことが発掘調査で得られた考古資料が物語っている｡

ただここでお詫びしたいのは､扱った時代関連資料の発掘調査によって得られた考古資

料の少なさと筆者の力量不足から木曽地域･諏訪地域への十分な考察ができなかった｡こ

のことについては深くお詫びしたい｡

今回扱ったテーマや論考が長野県の原始から古代の歴史のすべてを物語るものではない｡

しかし､今後の研究の中に1つでも生かされることがあれば幸いと考える｡

このようなことを前提に｢こんな歴史もあったのか｣と感じていただければ幸いである｡

今回の論考をまとめるにあたっては､明治大学在学中､そして卒業後もご指導いただい

た大塚初重先生や指導教授であり平成17 (2006)年に現職在任中に他界されてしまった

故小林三郎先生､また筆者の勉強にご理解ときびしいご意見をいただいている専修大学の

土生田純之先生に感謝し序文としたい｡

証

1　日本書紀では信濃と記載

参考文献

1　博田伊史｢信濃国における行政地名の制定について｣ 『信濃』第51巻第3号　信濃史学会1999

年

2　俸田伊史｢五･六世紀のシナノをめぐる諸問題について｣ 『生活環境の歴史的変遷』地方史研究協

議会編　雄山閣　2001年
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シナノの6世紀代から7世紀代の土器様相

1　はじめに

考古学では時代決定や歴史の諸要素を考える上で､土器編年や土器研究が大きな要因と

なるため､当論をまず示すこととした｡検討するにあたって長野県内を大きく四つの地域

に分けることとし､さらに南信地域については二つに分けることとした｡この分けかたは､

単に行政上あるいは地理的なものではなく､歴史の流れの中で様々な文化様相の違いを示

す地域としてとらえることができ､今回の6 ･ 7世紀の土器様相についてもその例外では

ないからである｡

◎　北信地域(千曲川水系) -扱う資料については長野市･千曲市･中野市内のものが

中心となる｡ (善光寺平の資料が中心)

◎　東倍地域(千曲川水系) -扱う資料については佐久市･御代田町･小諸市内のもの

が中心となる｡ (佐久平の資料が中心)

北信との接点となる上田市の資料については､出土資料が少ないため今後の調査･研究

が必要と考えられる｡

◎　中信地域-扱う資料については松本市･大町市内のものが中心となる｡ (松本平の

資料が中心)

中信の南域にあたる木曽都城の資料については､出土資料が少ないため今後の資料蓄積

を得たねばならない｡

◎　南信(天竜川水系) -扱う資料については諏訪市･駒ヶ根市･飯田市内のものが中

心となる｡ (諏訪湖周辺･伊那谷の資料が中心)

ただし､諏訪湖周辺(諏訪郡域)と伊那谷(上伊那都城･下伊那郡城の資料)の資料は

様相を異にするので分けて扱うこととした｡特に下伊那地域の土器については別論(-下

伊那の古墳時代における新来文化の受容)で扱うこととした｡

2　研究概略

長野県内における6世紀･ 7世紀の発掘調査例については､ここ数年増加しているもの

の集落景観や土券様相を明確に示してくれる遺跡はあまり多くない｡特に6世紀代の初

頭･末葉以外の前葉･中葉･後葉については､集落のみならず古墳についても不明な点が

多く､遺跡が少ないのか､あるいは調査例が少ないのか､さらには遺物(特に土器)の資

料操作に問題があるのかなどと考えさせられてしまう状況であった｡

さてこれまでの研究史を振り返ってみると､長野県の弥生土器や土師器･須恵器の研究

において､忘れてはならない人がいる｡それは笹沢浩氏である｡笹沢氏は6世紀から7

世紀の土券についても､これまでの数少ない資料をもとに研究成果を示してきている｡
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6世紀から7世紀の土器の研究について笹沢氏が県内をリードしてきたことは､言うま

でもないが(文献1 ･ 2 ･ 3)､笹沢氏と同じ頃にいち早く研究成果を示した坂野和信氏

(文献4)の業績も大きい｡この後5世紀後半から7世紀後半にかけての論考が､青木和

明氏(文献5)､原明芳氏(文献6)､直井雅尚氏(文献7)､花岡弘氏(文献8)､千野

浩氏(文献9)､竹原学氏(文献10)筆者(文献11･12)らによって示されてきた｡

しかし､ここ数年来高速道路交通網の整備などに伴う開発による大規模発掘によって､

ここにきてようやく6世紀･ 7世紀の資料の蓄積をみるようになった｡

これまでの長野市教育委員会･松本市教育委員会･小諸市教育委員会･佐久市教育委員

会･御代田町教育委員会などによる調査･研究の成果は大きいが､ここ20年来の長野県

埋蔵文化財センターの調査による資料蓄積には大きなものがある｡善光寺平での遺跡を見

ても篠ノ井遺跡群高速道地点(文献13)､榎田遺跡(文献14)､篠ノ井遺跡群新幹線地点

(文献15)､屋代遺跡群高速道地点(文献16)と､たいへん多くの良好な資料の蓄積がみ

られ､上田市域や佐久市域においても多くの調査が進められ同様な資料蓄積がされている｡

また､県内市町村においてもいくつかの資料蓄積がみられるが､その中でも特に注目さ

れるのが､大町市中城原遺跡1号墳･ 4号墳(文献17)からの一括資料や､桧本市出川

南遺跡(文献18)での一括資料､そして小諸市竹花遺跡の資料(文献19)であろう｡

ここ数年は特に大規模調査により得られた資料から､発掘された各時代の集落遺跡の資

料を分析･研究することにより､土券の編年研究等が長野県塩蔵文化財センターを中心に

示され､古墳時代後期の土器研究や文化等を考える上で大きな成果をあげている｡

3　時期設定と年代観

長野県では､須恵器に関して言えば先後するような型式の同時使用､あるいは在地色の

非常に強い須恵器がここ数年多く見られることから､すべてを須恵浄福年によることは難

しく､須恵器編年を参考にしつつ土師券の型式変化に重点を置いた編年来を考えることが

重要である｡

全国的な基軸としての時代および時期の設定は､須恵器を一つの基準とし､ 6世紀代を

田辺昭三氏の陶邑編年(文献20)により､ 7世紀代を田辺昭三氏の陶邑編年と西弘海氏

以来の飛鳥･藤原編年(文献21)に依ることとする｡

4　編年基準に用いる土師器杯類の形態的特徴からの器種分類(第1図)

o杯A- 1 -須恵券杯蓋(TKIO以前)の模倣を原形とする｡

o杯A-2 -須恵器杯豊(TK43以降)の模倣を原形とする｡

o杯A-3-須恵器杯豊(TK43以降)の模倣を原形とする｡ただし杯A-2と異なる

のは､口縁部がつままれたように直立あるいは直立ぎみに短くたち､蓋で

いう天井部が深い｡

o杯B- 1 -須恵器杯身(TKIO以前)の模倣を原形とする｡ (県内良好な資料が少ない)
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A-1 (佐久市市道9号住)

A-2 (松本市出川南56号住)

A-3 (出川南31号住)

B-2 (出川南115号住)

C-1 (出川南17号住)

C-2 (出川南33号住)

0　　　　　　　10 cm

;⊥_･__一･ :一･ ･ ･ ･一!

D-1 (出川南33号住)

D-2 (出川南51号住)

D-3 (出川南68号住)

E-1 (大町市中城原1号埼)

E-2 (中城原1号墳)

E-5 (出川南33号住)

E-6 (中城原4号墳)

F-1 (出川南33号住)

F-2 (出川南63号住)

'V:-､ _I__ __:.≡三･一三':_

(長野市屋地B29号住)

※他地域との関連土器(X頬)

等璽夢
Ⅹ-1 (諏訪市金鋳場34号住)

(山梨県的)

!!J
Ⅹ-2 (佐久市栗毛坂A 7号住)

(群馬県的)

Ⅹ-3 (桧本市塩辛1号住)

(山梨県?関東地方?的)

X-4 (出川南36号住)

(畿内産･畿内系暗文土器)

K-1 (長野市本村東沖96号住)

K-2 (本村東沖57号住)

第1図　時代推移や地域色を示す土師器杯類(形態的特徴を主とした分類) (文献38より)
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o杯B- 2 -須恵券杯身(TK43以降)の模倣を原形とする｡

o杯C- 1 -浅い半球形｡短い口綾部が立ち上がり丸底形態になるものや､口綾部がわ

ずかに内湾するものも含む｡

o杯C-2-杯C-1よりもさらに浅いもので､皿状にちかい｡

D杯D- 1 -深い半球形のもの｡短い口綾部が立ち上がるものや､口縁部がごくごくわ

ずかに内湾するものも含む｡

o杯D-2 -疎い半球形｡口綾部が内湾する｡

o杯D- 3 -深い半球形｡短い口綾部がわずかに内湾した後､つままれたように直立す

る｡

o杯E- 1 -口綾部が杯部中ほどで曲線的に大きく外反する｡外面は曲線的で､内面に

屈曲部がある｡

o杯E-2-杯E-1の浅いもの｡

o杯E- 3 -口綾部が杯部中ほどで屈曲して大きく外反する｡内外面に屈曲部がある｡

o杯E- 4 -口綾部が杯部下位で曲線的に大きく外反する｡外面は曲線的で､内面に屈

曲部がある｡杯E- 1が変化したような形状｡

o杯E-5-口縁部が底部との接合付近から大きく浅く外反する｡杯E-2が変化した

ような形状｡

o杯E- 6 -口綾部が底部との接合付近から大きく深く曲線的に外反する｡

o杯F- 1 -口縁部が屈曲し外傾して立ち上がり内湾してのびる｡杯A類の一種｡

o杯F-2-杯F-1の浅いもの｡

o杯Ⅰ　-やや丸味をもつ底部で､口綾部が外反あるいは外傾してのびる形状｡

o杯K- 1 -深い半球形を呈し口綾部端部がつままれたように短く外反する｡

o杯K-2-杯K-1の浅いもの｡

o杯Ⅹ- 1 =杯F類の系譜であるが､内外面を磨いた後､内外面に漆あるいは漆的なも

ので黒色処理をしている｡ (山梨県方面の影響)

o杯Ⅹ- 2 -杯A類の系譜であるが､内外面を磨かず､内外面を黒色処理や赤彩されて

いる｡ (群馬県方面の影響･いわゆる有段口緑杯)

o杯Ⅹ-3-杯F類の系譜であるが､内外面を磨いた後､内外面を赤彩している｡ (山

梨県方面?関東地方?の影響)

o杯Ⅹ- 4 -畿内産あるいは畿内系の暗文士券(文献22)0

以上のように分類をしたが､この分類がすべてを網羅したものとは考えていない｡今回

の論を進めるにあたって､ A ･ B ･ C類は6世紀から7世紀代の土師券の祖形となるもの､

そしてD･E･F･ Ⅰ類はA･B･C類を含め､ 6世紀から7世紀代の土師器の主流の一

端となるものと理解し､さらにK類は5世紀代を代表し主流をなした土器の系譜上にあり､

古墳時代中期的土器様相から古墳時代後期的土器様相への変化を見るにあたり､非常に重

要な土器であろうと理解し､ここにそれぞれを便宜的に設定したものと理解していただき
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たい｡

また､杯Ⅹ類についてはあらゆる意味での他地域からの影響による土器(柿)として明

確に理解しえるものとして設定した｡

5　他地域との関係が考えられる特徴的な土器

土器の分類の中で杯Ⅹ類として紹介をしたが､ここでさらにふれてみたい｡杯Ⅹ- 1

については､いまのところ諏訪市金鋳場遺跡第34号住居跡(文献4)での報告があるが､

同じ諏訪市の十二ノ后遺跡(文献4)の中にも見られるようである(証1)｡おそらくは山

梨県方面の影響のもとに諏訪盆地地域にのみ見られるものであるが､松本市塩辛遺跡1号

住居跡(文献23)から出土している杯Ⅹ-3に見られる赤彩(塗布されているのは栄と

考えられる｡)に杯Ⅹ- 1と同様な意図を兄いだせるのであれば､塩尻峠を越えて粉本平

南域にまで影響がおよんでいると考えられるが､いかがなものであろうか｡松本平南域の

中に杯Ⅹ-1の存在を探る目がより一層必要になってくるのかもしれない｡

杯Ⅹ- 2については､いまのところ佐久市栗毛坂遺跡A7号住居跡や同B l12号住居跡

(文献24)などからの出土が見られる｡これらは群馬県の平野部の影響と考えられ(文献

24)､この群馬県あるいは埼玉県(北武蔵地域)との関わりが強いことが佐久平の特徴と

言えよう｡

杯Ⅹ- 3については松本市塩辛遺跡1号住居跡(文献23)から出土している｡杯Ⅹ-

1のところでも記したが山梨県方面との関係で考えるのか､あるいは古墳

時代後期の杯類に多く赤彩する関東地方の影響と考えるのか､あるいはここに示した以

外との関わりで考えるのか､今後の検討が必要であろう｡

杯Ⅹ - 3については桧本市塩辛遺跡1号住居跡出土資料以外にも未発表資料の中に破片

資料としてごくわずかに確認されているようである(証2)0

杯Ⅹ - 4の畿内産あるいは畿内系の暗文土器については確実にどれが畿内産でどれが畿

内系とするかは､微妙なところで非常に難しいところであるが､これらの範噂で理解でき

うるものについて若干ふれてみたい｡

この杯Ⅹ- 4の初現は飛鳥Ⅱ期からⅢ期にかけての特徴をもつもので､南信地域につい

ての詳細はわからないが､現時点では中信の松本平南域と来信の佐久平にそのいくつかが

見られる｡ (第2囲)

o松本市出川南遺跡36号住居跡飛鳥Ⅱ松本平後期5期(文献18)

o小諸市大塚原遺跡SB28号住居跡飛鳥Ⅱ佐久平後期5期(文献19)

o佐久市若宮遺跡H 9号住居跡飛鳥Ⅱ佐久平後期5-6期(文献25)

o小諸市舟窪遺跡SB17号住居跡飛鳥Ⅱ～Ⅲ佐久平後期6期(文献19)

o松本市三の宮遺跡SB49号住居跡飛鳥Ⅳ松本平後期6期(文献26)

0枚本市三の宮遺跡SB128号住居跡飛鳥Ⅳ松本平後期6期(文献26)
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1 -小諸市舟窪17号住　　3 -佐久市若宮H 9号住

2 -同大塚原28号住　　　4 -枚本市出川南36号住

第2Bl　長野県内出土の飛鳥藤原Ⅱ期以前の畿内･畿内系暗文土器(文献38より)

以上であるが､飛鳥Ⅳ期以降の畿内産および畿内系暗文土器については､南信地域の飯

田市恒川遺跡群A地籍湿地(文献27)や南安曇郡穂高町矢原遺跡8号住居跡(文献28)､

小諸市関口B遺跡34号住居跡(文献29)､小諸市竹花遺跡S B 78号住居跡(文献19)､

佐久市前田遺跡H 58号住居跡(文献30)など､佐久平を中心に多く出土している｡

これらの出土については､恒川遺跡群において信濃国伊那郡衛推定地とされている以外

は､役所や寺院以外の集落からの出土である｡

さて､杯類から目を転じて土師器の円筒形土製晶(-円筒形土券　証3)について見て

みることとする｡

この円筒形土製晶については､言うまでもなく山梨県内に非常に多く見られるものであ

り､山梨県との関係は無視できない土製品であろうと考える｡

長野県内におけるこの土器については､助川朋広氏が若干ふれている(文献31)｡この

中で埴科郡坂城町宮上遺跡での出土状況からカマドの芯材として用いられたものとされて

いる｡この使用状況については他遺跡出土資料からも肯定できるものである｡

この円筒形土製品についての詳細は､第2章での｢7世紀前半を中心にシナノで用いら

れた円筒形土製品｣で述べることとする｡

古墳時代後期の甑についてはどうであろうか｡

長野県内の古墳時代的髄の初現は､現在のところ長野市石川条里遺跡居住域遺構出土の
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把手付き髄と考えられる(文献32)｡この把手付き髄は畿内との関連で考えられると思え

るが､矢口栄子氏によると､ ｢初期須恵期との関連において韓式系土器の影響が考えられ

る｡｣ (文献33)としている｡

それでは古墳時代的髄の終幕はいつであろうか｡

小平和夫氏(文献27)によると､甑は松本市南栗遺跡SB176号住居跡や同三の宮遺跡

SB51号住居跡出土資料､把手付き髄は南粟遺跡SB224号住居跡出土の資料を検討し､ 8

世紀の初頭(第1四半期から第2四半期前半頃)までは用いられていたようであり､あえ

て言えば若干早い段階に把手付き甑はなくなっていたようである｡

長野県内全体を見ても､佐久平では7世紀の後葉から末葉頃にはその姿を消すようであ

り､ 8世紀初頭よりも後の時期に用いられた状況はなさそうである｡

6　各地域の6世紀､ 7世紀の土器を用いた時期区分について

北信地域(第3囲)

善光寺平後期1期

o須恵器編年TK47の時期にあたり､ 6世紀初頭頃と考えられる｡ただしTK208､

TK23､ TK47の須恵器が混在して出土することや､相前後して出土する時期でもある｡

o善光寺平でも松ノ山窯跡で須恵器生産が開始される｡この窯で焼かれた須恵器は陶邑

製品に類似する特徴をもち､ TK47 (新)併行と考えられている(文献34)0

o土師器には､様々な券種､器形が中期中葉以降同様にみられる｡

o土師器壷は有段口縁壷がなくなり､大型壷は調整の手をはぶいたものが多い｡

o土師器杯､高杯の券面にヘラ磨きをおこない､暗文風に装飾効果を意図したものが多

くなる｡

o土師器杯には､中期に出現したC- 1､ K-1､ 2そして須恵器杯蓋を模倣した杯A

- 1などがみられる｡

o土師器嚢は長胴化し､外面ハケ調整となる｡

o土師器杯､高杯を中心に内面に黒色処理を施したものがある｡ (共存的)

善光寺平後期2期

o須恵券編年MT15からTKIO (MT85)の時期にあたり､ 6世紀前半から中頃と考え

られる｡

0枚ノ山窯跡に続く須恵器生産は今のところ確認されていない｡

o土師器には､様々な券種､器形がみられるが､ 1期までとは様相が異なり始める｡

o土師器杯､高杯の券面にヘラ磨きをおこない､暗文風に装飾効果を意図したものがみ

られるが､ 1期よりも減少傾向となる｡

o土師器杯にはK-1､ 2はこの期の中で姿を消し､ C-1は減少する｡ A-1が増加

し､新にE-1､ 2､ 3が現れ大半をしめ､またE-4､ 5も現れ始める｡
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o土師器嚢は長胴化し､外面はハケ調整のものに加え､へラ削りするものが一般化する｡

そして平底の嚢が増え､底部には木葉痕がみられる｡

o土師器杯､高杯を中心に内面に黒色処理を施したものがある｡ (共存的)

善光寺平後期3期

o須恵器編年MT43からTK209の時期にあたり､ 6世紀後半から6世紀末頃と考えら

れる｡

o土師器杯､高杯の券面への､暗文風に装飾効果を意図したものがみられなくなる｡

o土師器杯には､ A-2が増加し､さらにE-4､ 5が増加する｡

o土師器聾はさらに長胴化､そして胴の張りが小さくなり､いわゆる烏帽子形となる｡

外面は2期同様ハケ調整のものに加え､ヘラ削りするものがある｡

o土師券高杯は皿状の杯部(杯C- 1)のものが主流となる｡

o土師器杯､高杯を中心に内面に黒色処理を施したものがある｡ (共存的)

o善光寺平では､この時期の資料はこれまで特に少ない

善光寺平後期4期

o須恵器編年TK217 (古)の時期にあたり､ 7世紀初頭頃と考えられる｡

o土師器杯､高杯の券面への､暗文風に装飾効果を意図したものがみられなくなる｡

o土師器杯にはC-1､ A-275号増加し主流となり､またA-3､ B-2も見られる｡

そして3期で主流であったE-2は姿を消す｡

o土師器嚢はさらに長胴化､そして胴の張りが小さくなる｡ 3期同様いわゆる烏帽子形

となる｡外面は2期同様ハケ調整のものと､ヘラ削りするものがある｡

o土師器高杯は3期同様皿状の杯部(杯C- 1)のものが主流となる｡

o土師器杯､高杯を中心に内面に黒色処理を施したものが増加する傾向となる｡

善光寺平後期5期

o須恵器編年TK217 (新)､飛鳥藤原Ⅰ､ Ⅱの時期にあたり､ 7世紀前半頃と考えられ

る｡

o須恵券に宝珠つまみ､かえりをもつ杯豊が現われる｡

o須恵器杯身(古墳時代型)の法量が最も小さくなる｡

o善光寺平でも茶目峯9号窯跡(文献34)で須恵期生産がおこなわれる｡

o土師器杯にはC-1､ 2､ A-2､ A-3､ B-3に､ Ⅰが加わる｡

o土師器嚢はさらに長胴化､そして胴の張りが小さくなる｡ 3期同様いわゆる烏帽子形

となる｡外面は2期同様ハケ調整のものと､ヘラ削りするものがある｡

o土師器高杯は3期同様皿状の杯部のものが主流であるが､高杯そのものの数量は減少

する｡
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o土師器杯､高杯を中心に内面に黒色処理を施したものが多い｡

oこの時期には畿内産あるいは畿内系暗文土器がみられてもいいがほとんどみうけられ

ない｡

善光寺平後期6期

o須恵器編年TK46､ TK48､飛鳥藤原Ⅲ､ Ⅳの時期にあたり､ 7世紀中頃から後半､

末頃と考えられる｡善光寺平での土器出土一括資料例をみると飛鳥藤原Ⅱ､ Ⅲ､ Ⅳ期

の須恵器に宝珠つまみ､かえりをもつ杯蓋が混在して用いられていたようである｡こ

のことについては､供給する生産地でのちがいか､あるいは製作する工人のちがい､

あるいはセットとなる杯身の法量のちがいによるものと考えられる｡ただし､かえり

をもたない杯蓋は伴わない｡

o善光寺平でも茶目峯6号窯跡(文献34)で須恵器生産がおこなわれる｡

o土師器杯にはC-1､ C-2､ Ⅰが主流となる｡

o土師器嚢はさらに長胴化､そして胴の張りが小さくなる｡ 3期同様いわゆる烏帽子形

となる｡外面はハケ調整のものよりも､ヘラ削りするものが多くなるか｡

o土師器高杯は3期同様皿状の杯部ものが主流であるが､数量的にはさらに減少する｡

o土師券杯､高杯を中心に内面に黒色処理を施したものが多い｡

古代(奈良時代)の土器へと移行

o須恵器編年MT21､飛鳥藤原Vの時期にあたり､善光寺平では8世紀初頭頃と考えら

れる｡

o須恵器杯蓋は､かえりとして意味をなさないようなわずかなかえりを持つものがいま

だに残る｡

来信地域(文献35) (証4) (第4図)

佐久平後期1期

o須恵券TK23､ TK47を伴い､ TK47の時期で6世紀初頭頃と考えられる｡

o土師器杯はK-1､ 2とC-1に加え､ A-1が現われる｡

佐久平後期2期

o須恵器MT15あるいはTKIOを伴い､ 6世紀前半から中頃と考えられる｡

o土師器嚢は長胴化し最大径は胴部下半にある｡

o土師券杯はA-1が主体的になりB-1も見られる｡ K-1､ 2は姿を消す｡

o土師器底部多孔小形甑が登場する｡
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佐久平後期3期

｡須恵器MT85､ TK43を伴い､ 6世紀中頃から後半頃と考えられる｡

o土師券球胴嚢の消滅､嚢の長胴化が進む｡

o土師器杯はA-2､ B-2､ E-4､ 5が主流となり､わずかにC-1が見られる｡

o土師器高杯はいまだ杯部が杯C- 1､ 2とならない中期的高杯である｡

佐久平後期4期

o須恵器TK43を主に､あるいはTK209を伴い､ 6世紀後半から末頃と考えられる｡

o土師器杯はA-2､ B-2､ E-4､ 5がさらに主流となる｡

佐久平後期5期

o須恵器TK217を伴い､ 7世紀初頭から前半頃と考えられる｡

o土師器杯にはA-2､ B-2､ E-4､ 5に加えⅠが現われ､また群馬県からの影響

を受けて黒色処理されたⅩ- 2が現われる｡

oこの時期以降に畿内産あるいは畿内系暗文土券Ⅹ- 4が見られるようになる｡

o土師器長胴嚢底部が突出化する｡

佐久平後期6期

o飛鳥藤原Ⅱ期以降の須恵器を伴うが､ 7世紀後半頃と考えられる｡

o須恵器に宝珠つまみのかえり蓋が現われる｡

o土師器杯E-4､ 5は姿を消し､ A-2､ B-2は減少し､ C-1､ 2､ Ⅰが増す｡

赤彩されたⅩ-2も見られる｡

o土師券武蔵嚢狙形が登場する｡

o土師器底部多孔小形甑が消滅する｡

o右肘窯跡(1号窯､ 2号窯)で須恵器生産がおこなわれる｡ (I Zl期) (文献36)

佐久平後期7期

o須恵浄福年MT21､飛鳥藤原Vの時期にあたり､宝珠つまみのかえり蓋はこの段階で

消滅する｡時期的には7世紀末葉から8世紀初頭頃と考えられる｡

o土師器杯は基本的にはC- 1のみとなる｡

o須恵器の環状つまみのかえり蓋(群馬県からの影響)は次の段階まで残る｡

o引続き右肘窯跡(7号窯)で須恵器生産がおこなわれる｡ (I Z7期) (文献36)

中信地域(文献35) (証4) (第5図)

松本平後期1期

o須恵器編年TK47の時期にあたり､ 6世紀初頭頃と考えられる｡ただしTK208､
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TK23､ TK47の須恵期が混在して出土することや､相前後して出土する時期でもある｡

o土師器杯は､前代の形態を引き継ぐが､杯K-1､ 2に口綾部の外反がやや長く､器

高も浅めのものが多い｡ D-1にC- 1が加わるo　内面に黒色処理をするものが出現

している｡

o土師器高杯は中期的高杯の系譜上にあるが､短脚化し裾部の屈折が不明瞭になる｡杯

部は腰部の稜が一層不明瞭となり､口綾部も内湾気味に外聞し､その量を減らす｡口

緑部の外接する形態は腰部に稜を有するものがなくなる｡新たに須恵器無蓋高杯を模

倣したと考えられる形態が出現する｡脚部は須恵器同様の形態で透かしを穿つものと､

丈の低い裾の緩く開く形態が見られる｡また高杯全般に杯と同様､黒色処理をおこな

うものが見られる｡

o土師器壷類は有段口縁壷が僅かに残存し､この段階で消滅する｡直口の小形壷や広口

壷が存在する｡

o土師器聾類の実態は不明であるが､おそらく球(卵)胴形を呈すると考えられる｡平

底のものが存在する｡

o土師器甑は口綾部が外折し､腰の強く張る単孔の形態が見られる｡角状把手を付すも

のがある｡

o土師器のいくつかの券種に須恵券模倣のものがあらわれる｡

松本平後期2期

o須恵器編年MT15からTKIO (MT85)の時期にあたり､ 6世紀前半から中頃と考え

られる｡

o土師券杯はE-1､ 2､ 6が主流となり､杯A-1が加わる｡杯C-1は量が少なく

はっきりしない｡黒色処理が定着する｡

o土師器高杯の脚部は屈折が不明瞭で裾部が短い｡杯部は杯A- 1とE- 1､ 2の形態

が主流である｡また須恵器の模倣高杯がある｡

o土師器壷類には球胴や須恵器模倣とも考えられる広口のものがある｡

松本平後期3期

o須恵器編年MT43の時期にあたり､ 6世紀後半頃と考えられる｡

o土師器杯はE-5が現われる｡ C-1､ 2､ D-1も見られる｡ A-1､ 2はその形

態をF-1､ 2と変えている｡

o土師器高杯の脚部は長脚で弧状に開く｡杯部は杯A- 1ないしE- 2が見られる｡

o土師器薬類は張りの強い長胴で平底､筒状のものも加わる｡

o土師器甑は角状把手の単孔(1期のものより口縁部の外反が弱い｡)のものや､小形

で小単孔のものも見られる｡
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松本平後期4期

o須恵器編年MT43からTK209の時期あるいはTK217 (古)にあたり､ 6世紀後半か

ら6世紀末頃あるいは7世紀初頭頃と考えられる｡

o土師器杯はE-5が量的には減少し､主体はF-1､ 2となる｡その他に小数である

が数種の形態の異なる有種の杯が見られる｡

o土師寄寓杯は杯部が杯E-5と杯C- 1のものがある｡

o土師券嚢は明瞭な平底となる｡

松本平後期5期

o須恵器編年TK217 (新)､飛鳥藤原Ⅰ､ Ⅱの時期にあたり､ 7世紀前半から中頃と考

えられる｡

o土師器杯にはE-5の内面の段が消失したものが見られる｡ A-2､ 3やF-2が主

流となるが､ C-1あるいはD-1､ 2､ 3なども見られる｡

o土師券高杯は杯部が杯C-1､ A-2､ E-2のものが見られる｡

o土師器壷類は頚部の締りの弱い形態が増し､ミガキ調整が雑になる0

o土師券嚢類は体部の張りの弱いものが増加する｡

o土師器観類には多孔で小形のものもある｡

oこの時期以降に畿内産あるいは畿内系暗文土器Ⅹ- 4が見られるようになる｡

松本平後期6期

o須恵器編年TK46､ TK48､飛鳥藤原Ⅲ､ Ⅳの時期にあたり､ 7世紀中頃から後半､

未頃と考えられる｡

o須恵器では､小形化した杯身､杯豊に加え､宝珠つまみにかえりを持つ蓋が加わる｡

o土師器杯ではもはやA-2､ E-5は見られない｡ C-1､ 275号主流となる｡その中

でⅩ- 3が単発的に出現する｡

o土師器高杯の杯部は､杯C-1､ 2のほか､杯A-2や杯E-5の退化したものが見

られる｡

o土師器聾類は､体部の張りの弱いものが多く､その張りも上位にあるものが加わる｡

また張りも上位にあるものに券面をハケメ調整するものが加わる｡

古代(奈良時代)の土器へと移行

o須恵器は､かえりの消失した蓋があらわれ､高台付き杯が伴う｡

o土師器杯C- 1が主流となる｡

o土師器嚢類は､張りの上位にあるもので券面をハケメ調整するものが増す｡

南信地域(今担引ま諏訪湖周辺から下伊那地域までの資料を示したが､下伊那地域につ
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いては別論- `下伊那の古墳時代における新来文化の受容'で詳細に扱うこととした｡)

(第6図)

諏訪湖周辺

諏訪後期1期

0 5世紀代と考えられる資料については多いが､ 6世紀初頭から中葉頃の良好な資料は

見あたらない｡

諏訪後期2期

o良好な資料は見あたらない｡

諏訪後期3期

o須恵器隔年TK43からTK209の時期にあたり､ 6世紀後半から末頃と考えられる｡

o土師器杯については､ A-2､ F-1､ 2が主流であり､これに加えB-2､ C-1､

D-1､さらにはD-2､ D-3､ E-5的なものなどが若干加わる｡この時期に山

梨県からの影響によるものと考えられるⅩ- 1があるが､その数量からすると特異な

ものである｡全体的にミガキを丁寧におこなう｡

｡土師器高杯は､中期的高杯の系譜の最終段階となり､杯部の種が退化しその形態が杯

C-1に近い形態となる｡また杯部が杯E-5的なものもある｡

o土師器聾類には､外面に削りを残すものとハケメを残すものがあるが､削りを残すも

のが多いか｡

鞭訪後期4期

o須恵器編年TK217 (古)の時期にあたり､ 7世紀初頭頃と考えられる｡

o土師器杯については､ A-2､ F-1､ 275号主流であり､これに加えC-1､ 2があ

る｡ E-5的なものは姿を消す｡ F-1､ 2を中心に3期よりも法量が縮小し､ミガ

キが租くなる傾向となる｡

o土師器高杯は､杯部の形態が杯C- 1となり､杯E-5的なものもわずかにある｡

o土師器嚢類は､最大径が胴部中央にあり外面に削りを残すものとハケメを残すものが

あるが､ハケメを残すものが多いか｡

諏訪後期5期

o良好な資料は見あたらない｡

諏訪後期6期

o良好な資料は見あたらない｡
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第1表　長野県内各地域の6 ･ 7世紀の各期相対表(文献38より)

年代 冰r飛鳥藤原 Hﾎ2佐.後 傴ﾂ南.後 弍B鈷��������

500 600 700 疋ｳ#2�DｳCr�ﾕC�R�Dｳ����Cコ��DｳC2�Dｳ#���Dｳ#�r�DｳCb�DｳC��ﾕC#��Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 白���l l 白����I ■ 白����������������ﾂ��������������������ﾂ�����

1 ���1 �����

2 2 3 "�����

3 

3 諏 3 

4 釘�

4 迭���｢�B���

5  �

6 澱6 �

7 

※善光寺平と松本平は6期の土器様相をもって古墳時代後期の土器様相は終わる0　年

代では7世紀代となり､ 8世紀に入り飛鳥Ⅳ･ Ⅴ的土器様相-と変化していく｡

※佐久平では､ 7期の土器様相をもって古墳時代後期の土器様相は終わるようである

が､年代ではやはり　7世紀代と考えてよさそうである｡しかし､ 7世紀末ころに飛鳥

Ⅳ･ V的土器様相-と変化していくようである｡
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伊那谷

伊那後期1期

o須恵器編年TK47の時期にあたり､ 6世紀初頭頃と考えられる｡

o土師器杯については､上伊那地域と下伊那地域とでは様相を異にし､上伊那地域では

A-1､ C-1が主流となるが､下伊那地域ではK-1､ 2､ C-1が主流となり､

A- 1やB- 175号若干加わる程度となる｡

伊那後期2期

o須恵器編年MT15からTKIOの時期にあたり､ 6世紀前半から中頃と考えられる｡

o土師券杯については､ 1期同様上伊那地域と下伊那地域とでは様相を異にすると考え

られるが､上伊那地域では良好な資料が見あたらない｡下伊那地域ではC- 1とE-

5的なものが主流となる｡

伊那後期3期

oこの期以降を含め別論で示すこととした｡

以上､各地域における様相を示してきたが､ここでそれぞれの大きな画期について見て

みたい｡

第一の画期とは､古墳時代中期的土器様相を脱却して新たな古墳時代後期的土器様相

へと変化した時期で､北信では2期､東倍では3期(若干2期で見られるかもしれない)､

中信では2期､南信では2期と考えられる｡第二の画期とは､古墳時代後期的土器様相か

らいわゆる先律令的土器様相へと変化した時期であり､北信では5期､来信では5期､中

信では5期､南信では4期の次の段階以降と考えられ､さらに第三の画期は各地域ともに

奈良時代的土器様相へと変化する時期である｡

7　須恵器生産について(第7図)

当時､陶邑とならび一大須恵器生産地であった東海地域と地理的に非常に近い南信地域

(特に下伊那郡域)は､特に北信地域あるいは来信地域にくらべ須恵器の入手が容易であ

ったせいか須恵器模倣の土師器杯はたいへん少なく､逆に北信地域あるいは東倍地域では

須恵器模倣の土師器杯が非常に多く見られ､来信地域の佐久市や御代田町での出土資料に

ついては､関東地方で言う鬼高式土器の様相を思わせる｡

現在確認されている長野県内最古の須恵券嚢は長野市松ノ山窯である(文献35)｡松ノ

山窯で焼かれた須恵券は､非常に陶邑的であるが､松ノ山窯以前の善光寺平における須恵

器の入りかたは､善光寺平の南域(更埴市を中心とする埴科郡､更級郡)には陶邑的な須

恵器が入り､善光寺平の北域(長野市北部以北の上水内郡､上高井郡､下高井郡)では､

シナノの6世紀代から7世紀代の土器様相　29
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第7図　長野県内の須恵器生産　S-1/8 (文献38より)

陶邑的ではない東海的(東山系的)あるいは東海的な在地須恵器がみられる｡このような

状況が善光寺平後期土器様式にどのような影響をおよぼしていったのであろうか｡今後の

資料蓄積をまちたい｡

さらに､飯田市内の遺跡より陶邑あるいは東海地域の須恵券にはまったく見られない特

徴を有する初期須恵器(杯･他)が発見されている｡今後の資料蓄積による資料の評価の

しかたによっては､ 5世紀後半以降6世紀代にかけての伊那谷における須恵器生産の可能

性が非常に強くなった資料と言えよう｡ (証5)

この後､長野県内における須恵器生産は､現在確認されている限りにおいては7世紀前

半頃まで得たねばならない｡

この7世紀前半頃以降の須恵器窯は､北信地域での中野市茶目峯9号窯(文献34) (善

光寺平後期5期)､同茶白峯6号嚢(文献34) (善光寺平6期)､来信地域の佐久市右肘1

号棄(文献36) (佐久平後期6斯)､同右肘7号蕪(文献36) (佐久平後期7期)などが見

られる｡これらの一括資料を見てみると､飛鳥藤原Ⅰ期からⅣ期あるいはⅤ期に該当する
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ような資料が混在して見られ､これが生産活動による時間幅を示すものなのか､あるいは

短期間内における券種のバラエティーによるものなのかは興味深いことであるが､たとえ

ば善光寺平後期6期の住居からの良好な一括資料を見てみると､どうやらある期間の生産

活動は考えられるものの､この形式差の幅が示すほどの時間幅ではなく､ある短期間内に

おける券種のバラエティーによるものと考えられる｡このことが､善光寺平後期6期ある

いは佐久平後期6期の時代性や地域性を示しているものと言える｡

8　土器への黒色処理について

長野県では他地域よりもかなり早い段階で土師器の杯あるいは高杯の内面に黒色処理が

おこなわれる｡時期的にはTK208あるいはTK23の須恵券が伴う時期と原明芳氏(文献

6)によって明らかにされている｡ただ長野県内の須恵器の出土の状況がTK208､ TK23､

TK47が混在して出土することからすれば､その時期判断は難しいが､土師器の様相から

考えると5世紀末頃にはその出現を考えてもよさそうである｡

この黒色処理は6世紀から7世紀代の土師器の杯や高杯に多くおこなわれ､同じ券種の

中に黒色処理されるものとされないものとが共存することとなる｡

この黒色処理された土師券について､その出現から7世紀代のものは土師器生産の延長

上で､ 8世紀から9世紀以降のものは須恵器生産との関わりでとらえようとする原明芳

氏(文献6)の考えがあるが､筆者は黒色処理をする目的･技法･ (原料)から､その意

図は土師器製作そのものの技術的な変化とは別ととらえ､ 5世紀末頃から9世紀代の黒色

処理について､長野県内では一連の系譜のものであろうと考える｡

証

1　笹沢浩氏の御教示による｡

2　竹原学氏の御教示による｡

3　円筒形土器といわれてきた土器について､カマドの芯材として用いられていることから､文献37

において｢円筒形土製品｣の名称を提唱した｡

4　東信地域については堤隆氏､冨沢一明氏の研究成果をもとにし､中信地域については竹原学氏の

研究成果をもとにした｡
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篠ノ井遺跡群出土小形傍製鏡の性格

1　鏡の出土状況

篠ノ井遺跡群高速道地点からは3両の鏡が出土している｡いずれも古墳時代前期の傍製

の小形鏡に属するものである｡長野県内の弥生時代から古墳時代にかけての鏡は現在119

両ほどが知られているが(文献1)､高速道地点から出土した3面の鏡はどのようなもの

なのであろうか｡若干の所見を交えて紹介してみたい｡

竪穴住居跡SB7250からは､素文縁で内区には三重の円圏が巡る重圏文鏡が出土してい

る｡径3.2cm･重さ3.36gを測る極小の鏡であり､鋳上がりはあまりよくない｡多く用い

られたせいか､内区の一部に穴があいている｡床面からはかなり浮いた埋土中から出土し

ているので竪穴住居に直接関わるものではないと考えられる(文献2)0

木棺墓SM7006からは､外区は素文縁･外向鋸歯文･素文で構成され､内区にはもは

や獣を表現したとは思えない獣形が四つ配された獣形鏡が出土している｡径8.2cm ･重さ

42.21 gを測る小形鏡であり､鋳上がりはあまりよくない｡多く用いられたせいか､銀が

かなり摩耗し､また銀の下の内区もかなり摩耗し穴があいている｡所々に朱の残存が確認

できる｡木棺墓の副葬品であり､璃璃の勾玉･碧玉の管玉･スカイブルーのガラス小玉が

ともに出土している(文献2)0

木棺墓SM7016からは､素文縁で内区の外側には櫛歯文が巡り､内側には20個の珠文が

一重に配された珠文鏡が出土している｡小林三郎氏の言うA類の珠文鏡である(文献2)｡

第1図　篠ノ井遺跡群(高速道地点)出土鏡　木棺基SM7006出土獣形鏡(左)

木棺基SM7016出土珠文鏡(右上)竪穴住居跡SB7250出土重圏文鏡(右下)

(文献10より)
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径4.4cm･重さ13.31 gを測る

小形鏡であり､鋳上がりはよく白

銅色をしている｡ほかの珠文鏡に

くらべ特徴的なことは､銀が非常

に小さく作られていることである｡

土庄のせいかわずかなひびが鏡面

に入っている｡木棺墓の副葬品で

あり､現地の小玉･碧玉の管玉･

スカイブルーのガラス小玉がとも

に出土している｡またこの鏡を包

んでいた布と鏡を入れた木箱の残

片がわずかではあるが鏡に付着し

ていた(文献2)0
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第2図　木棺基SM7016遺物出土状況(文献10より)

2　小形債製鏡類の出土状況

竪穴住居跡SB7250出土の重囲文鏡は､長野県内では初めての出土例である｡全国的に

も確実に古墳時代のものは59例ほどしか知られていない(文献1)｡これらの出土傾向を

みると､墳墓からの出土が33例で､集落内や祭死場といった墳墓以外からの出土は27例

であった｡これらの傾向からするとSB7250出土重圏文鏡も住居に伴うものとして扱って

よいように思えるが､木棺墓SM7006 ･ SM7016出土例や遺跡の密集度を考えると､墓に

副葬されたものが何かしらの状況で掘りあげられた結果として竪穴住居跡SB7250の埋土

に混入したものと考えたい｡

さて重囲文鏡とはどのような鏡なのであろうか｡その系譜等についてはここでは追究し

えないが､小形傍製鏡である以上はもとになる母型があるはずである｡小林三郎氏による

と､その母型は中国戦国時代末葉から前漠代にかけて制作された｢重囲素文鏡｣や｢重囲

清自鏡｣ではなく､前漠代に制作されたであろう｢日光鏡｣ ･ ｢明光鏡｣の類か､ ｢四地鏡｣

と呼ばれる類のものではないかと推定されているものの､中国鏡の中にその母型を特定で

きない鏡種であるとしている｡また小形の内行花文鏡などとともに､弥生時代からの｢小

銅鏡｣の系列のものであることを指摘している(文献3)0

これまでの全国の出土例は上記した通りであるが､分布についてはどのようなものであ

ろうか｡

最も多く出土しているのは千葉県と愛媛県の6面である｡次いで静岡県5面､兵庫県･

岡山県4面､群馬県･三重県･大阪府4面と続く｡資料数が多くないため的確な表現では

ないが､畿内の周辺地域や東西の主要地域に多く出土する傾向が見られる｡

篠ノ井遺跡群出土鏡は面径3.2cmと極めて小さなものである｡これに近い面径のものが

滋賀県坂田郡近江町の高溝遺跡より1両(文献1) (牡1)､香川県高於市居石遺跡より1
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面出土しているが(文献4)､いずれも内区に一重の円圏を持つものであった｡

木棺墓SM7006出土の獣形鏡は､長野県内では8面目の出土例である｡この8面の分布

を見ると､善光寺平で3面､諏訪湖周辺に2両､伊那谷に3面となり､全国的にはかなり

の面数が出土している｡しかし県内には同形あるいは類似した獣形鏡の出土はないが､県

外には類似例として京都府鏡山古墳出土鏡､面径9.7cmがある(文献3)0

さて獣形鏡とはどのような鏡であろうか｡その系譜等については重囲文鏡同様に追究し

えないが､樋口隆康氏によれば､一般的に獣形が崩れているが､その母型は中国での羊肉

彫獣帯鏡を模倣したもののようである｡また古墳時代を通して傍製鏡中最も数の多い鏡式

であるようである(文献5)｡

木棺墓SM7016出土の珠文鏡は､長野県内では17面目の出土例である｡この17面の分

布を見ると､善光寺平に10面､伊那谷に6両となり､善光寺平では古墳時代前期から中

期にかけての出土例があり､伊那谷では古墳時代中期から後期の出土傾向となる｡確実に

古墳時代のものと考えられるものは全国で259面ほどが見られるが､重圏文鏡にくらべれ

ば古墳時代の小形岱製鏡として多く用いられていたことがうかがえる0

長野県内では､長野市川田条里遺跡にお

いて､水田跡の道路跡に置かれた状況で発

見されるなど､古墳への副葬品以外での使

用方法もみられる｡

さて珠文鏡とはどのような鏡であろうか｡

小林三郎氏によると､中国鏡の中にその母

型を特定できない鏡種であるとされている

(文献3)｡

これまでの全国での出土例は上記した通

りであるが､分布についてはどのようなも

のであろうか｡最も多く出土しているのは

福岡県で29面である｡次いで兵庫県の18面､
第3図　長野市川田条里遺跡出土鏡(径5.6cm)

(文献11より)

静岡県･長野県の17両､広島県の16面､岡

山県の11面と続く｡このように出土傾向を見ると､重囲文鏡以上に畿内の周辺地域や東

西の限られた地域に多く出土する傾向が見られる｡

SM7016出土の珠文鏡のような素文縁+櫛歯文+ 20個の珠文という文様構成の鏡は､

面径や銀の形状は異なるものの香川県高松市居石遺跡から1面出土している(文献4)0

以上篠ノ井遺跡群高速道地点より出土した鏡個々について見てきたが､この3面に加え､

遺跡が立地する篠ノ井塩崎地域､さらには3面の鏡が出土した住居跡や木棺墓と同時代の

古墳が築造されている隣接の篠ノ井石川地域より出土した鏡についても見てみることとし

たい｡

篠ノ井塩崎地区では､篠ノ井遺跡群高速道地点の3点に加え､桧節(伊勢宮)遺跡の竪
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穴住居跡から内行花文鏡と考えら

れる鏡1面が出土し､径約17mの

円墳である八幡宮古墳から変形四

獣鏡1両､石川条里遺跡(祭紀場)

から内行花文鏡と考えられる鏡片

1面が出土している｡篠ノ井石川

地区では､径約17mの円墳である

飯綱社古墳から素文鏡2両､全長

約93 mの川柳将軍塚古墳からは伝

川柳将軍塚古墳鏡を含めて､方格

親矩四神鏡1面､舶載内行花文鏡

1両､内行花文鏡3面､乳文鏡2

面､挨文鏡1両､獣形鏡1両､珠

文鏡1面ほかが出土している｡こ

のように塩崎･石川地域には重

囲文鏡､珠文鏡､素文鏡､獣形鏡､

乳文鏡､振文鏡､内行花文鏡とい

った小形傍製鏡が集中しているこ
第4図　兵庫県明石市藤江別所遺跡の井泉祭紀

●-鏡出土状況(文献7より)

とがわかる｡全国での代表的な諸

例をみてみるならば､東日本例では､千葉県草刈遺跡で集落内のいくつかの竪穴住居跡か

ら重囲文鏡1面､珠文鏡3面､素文鏡1面､獣形鏡1面が出土している(文献1)O祭租

遺跡関連では､東京都伊興遺跡で重囲文鏡1面､珠文鏡1両､素文鎮1面､振文鏡1両が

出土し(文献1)､静岡県元宮川神明原遺跡では重囲文鏡1両､珠文鏡1面､素文鏡1両

が出土している(文献1)｡古墳出土例では､径約20mの円墳である千葉県鳥戸境1号墳

第5図　香川県高松市居石遺跡出土の案文轟く左)･重圏文鏡(中)･珠文鏡(右)

(文献4より)
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から珠文鏡1面､振文鏡2面､内行花文鏡1面が出土している(文献1)｡西日本はどう

であろうか｡祭紀遺跡関連では､兵庫県藤江別所遺跡で井泉無配に用いられた重囲文鏡2

面､珠文鏡2面､素文鏡2面､櫛歯文鏡3面が車輪石などとともに出土し(文献1 ･ 6 i

7)､香川県居石遺跡では祭紀に用いられたものとして､河川底より並んだ状況で重囲文

鏡1面､珠文鏡1面､素文鏡1面が出土している(文献1 ･ 4) (証2)｡古墳出土例では､

径約16から17 mの方墳である奈良県新沢千壕古墳群48号境から珠文鏡2面､四獣形鏡

1面､摸文鏡1面が出土し､和歌山県大谷古墳では石棺内から素文鏡9面､四鈴案文鏡5

面が出土している(文献1)0

高倉洋彰氏は白石太一郎氏他らの｢共同研究　日本出土鏡データ集成｣の成果から(文

献1 )､ ｢内行花文鏡を主文にせず､祭紀の可能性の強い遺構や祭配の結果とみられる出土

状況を示す例があり､これらの鏡はおしなべて面径がきわめて小さい｡そこから弥生時代

小形倣製鏡はやがて古墳時代に儀鏡として終幕していく｣と見通している(文献8)｡こ

のような視点から祭紀遺跡および集落や包含層など明らかに古墳･墳墓ではない遺跡･遺

構から出土した銅鏡で面径が6cm以上の銅鏡は少なく､小形であることにこの種の鏡の特

徴があるとした(文献9)｡ただし､和歌山市大谷古墳の内部主体である家形石棺出土鏡

14面については例外的な使用であることを紹介した(文献9)0

その他第5表を見てもわかるように､古墳副葬品のみならず集落内(集落内祭紀)や祭

配場における祭紀行為に珠文鏡を中心とする小形傍製鏡類が多く用いられ､それも古墳時

代前期を中心にしながらも､中期､後期と古墳時代を通して用いられていたことがわかる｡

以上から､塩崎･石川地域に持ち込まれた小形傍製鏡は､古墳時代前期より珠文鏡+重

囲文鏡(櫛歯文鏡) +素文鎮を代表として､珠文鏡+獣形文鏡+振文鏡､珠文鏡+獣形文

鏡+摸文鏡+内行花文鏡などの組み合わせを中心としながら､それぞれが在地家族層にセ

ットとして配布されたようである｡また古墳や集落･無配場で用いられているものの､特

に珠文鏡･重囲文鏡(櫛歯文鏡) +素文鏡の組み合わせについては祭紀に用いられること

が多かったようであり､他の小形傍製鏡類とも一線を画していたようにもうかがえる｡

高倉洋彰氏は､重囲文鏡･珠文鏡･素文鏡について､ ｢弥生時代小形傍製鏡､ことに重

囲文日光鏡系傍製鏡第Ⅲ型b類が素文鏡を生み出すにいたる段階｣を示され､その中で､

｢第1段階(重囲文鏡段階)は､弥生時代後期終末にあらわれ　-中略一　文様帯部分を

2-4重の円圏のみとする重囲文鏡を創り出し､一方で小粒の珠文を強調した珠文鏡を

生む｡洗練された意匠の珠文鏡は主として古墳副葬鏡として使用され､儀鏡からは外さ

れていくが､重囲文鏡は双方の道を歩んでいく｣としている(文献9)｡小形傍製鏡類全

般にも言えることかもしれないが､特に珠文鏡･重囲文鎮(櫛歯文鏡卜案文鏡について

は､大形舶載鏡や大形傍製鏡類のような`隔絶した祭紀に用いられた宝器的性格'を帯び

た鏡ではなく､ `身近な稜れを稜い身を守ってくれる儀鏡的性格'が強かったと考えられる.

それは篠ノ井遺跡群をはじめとして､藤江別所遺跡出土鏡･居石遺跡出土鏡に見られるそ

れぞれの紐の摩耗状況を見ても理解されることである｡篠ノ井塩崎･石川地域の在地豪族
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第6図　素文鏡･重艶文鏡･珠文鏡分布図(文献2より)

層や人々にとってみれば､それは将来を約束された大和政権から賜った儀鏡であったと考

えられる｡

それでは小形鏡の出土分布傾向はどうであろうか｡珠文鏡･重囲文鏡･案文鏡にはその

分布に特徴が見られる｡先にもふれたが､畿内では大阪府城以外にこれらの鏡の出土は見

られず､特に古墳時代前期から中期には大形の舶載鏡や大形の傍製鏡が多く分布する地域

以外の地域に多く配布された鏡類であることがわかる｡畿内を挟んで､東日本では静岡県

や長野県で特に多く出土し､次いで千葉県･群馬県となる｡西日本では兵庫県･岡山県･

広島県･鳥取県に多く見られ､九州地方では福岡県で多く見られる｡

小林三郎氏によれば､重囲文鏡や珠文鏡A類は､ ｢畿内地方を中心とする三角縁神獣鏡

や､大形の傍製鏡の製作とも､ことなった様相を示すものと理解しなければならないであ

ろう｡｣と述べている(文献3)0

3　まとめにかえて

以上見てきたように､素文鏡や重囲文鏡などの小形鏡は弥生時代終末から古墳時代に

かけて祭紀用としての儀鏡化し､祭紀具としての性格を強く持つ鏡となっていったこと
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第1表　長野県内出土の小形債製鏡(古墳時代前期から後期)

鏡武名 )Ykﾂ所在地 冤ｨﾆﾒ遺構 倬隸｢�������

珠文鏡 仞･ｨﾌ9Zﾒ中野市大字日野字新野 湯円墳 佩8ｯ｢������

林畔2号墳 inﾈX鬩+xｷX琶69I7.9 饂ﾒ中期 ������

本郷大家古墳 ｸﾞ(X琶mｩｨ鬨ｷｸﾋB8.1 饂ﾒ後期 �������

戸谷古墳 ｸﾞ(X鬩Jｩ)ｨ鬨ﾌｹ$｢7.6 饂ﾒ- ������

川田条里遺跡 ynﾈX鬨^Il5.6 Y69;刋R ����������

大童古墳群196号墳 ynﾈX鬩Y;b推定約10.0 ｲ中期 ���������

舞鶴山1号墳 ynﾈ鉑9*ﾉX鬩ﾈ鬩Y-"8.8 饂ﾒ中期 ������������

川柳将軍家古墳 ynﾈ6ﾘ皐9ﾂ7.3 ｸﾎ8鈴Zﾒ前期 ����������

篠ノ井遺跡群SM7016 ynﾈ6ﾘ皐冑ﾞ4.4 冦悪ｹ^b前期 �����

大峡2号墳(北山古墳) 俔ｸX鬩怩- 饂ﾒ中期  �������

岩屋堂岩窟遺跡 傅ﾈﾊxﾅ8ｭｸ*ﾉX鬨源626.9 僮"中期 �����

若宮2号墳 ｨ嫌=8ﾘ)ﾉX鬨岑628.4 饂ﾒ後期 ���������

新井原6号墳 儁68X鬨ﾜﾏX鮑鬩h皐ﾋB9.3 饂ﾒ中期 ��������

座光寺地区内 儁68X鬨ﾜﾏX魎- 辻- ������

殿垣外4号墳 儁68X鬨ｼｹ}鬩6･6.8 饂ﾒ後期 ���������

権現3号墳 儁68X鬨9ﾉцﾊﾋｲ7.1 饂ﾒ後期 ���������

宮の平2号墳 儁68X鬩{8ﾕﾘ鬨ｷｸ,ﾉ[ﾒ欠損7.7 饂ﾒ- ������

獣形鏡 忠6ﾉoh弴ﾅ),ｸﾌ9Zﾒ長野市篠ノ井上石川 佇y絣前方後円墳 ｢����������

篠ノ井遺跡群SM7006 ynﾈ6ﾘ皐冑ﾞ8.2 冦悪ｹ^b前期 �����

姫塚古墳 俔ｸ9.3 辻- ����

兼清塚古墳 儁68X鬨ｼｹ}鬨ﾉ9I,ｲll.8 ｸﾎ8鈴Zﾒ中期 ���������

殿村1号墳 儁68X鬨9ﾉц鬩6｢10.45 饂ﾒ- ����������

石原田古墳 儁68X鬨嫌:Im磯ｩ)m8.7 饂ﾒ中期 �������

(変形六獣形鏡) 俟i,ｸﾌ9Zﾒ岡谷市湊大字小坂 繧円墳 hｯ｢������

(変形獣形鏡) H6ﾈﾌ9Zﾒ諏訪市神宮寺 途綯円墳? hｯ｢�����

漢文鏡 x沽ﾌ9Zﾒ中野市大字小田中字更科 "円墳 hｯ｢�������

(伝)川柳将軍塚古墳 ynﾈ6ﾘ皐9ﾂ8.1 ｸﾎ8鈴Zﾒ前期 ����������

失先山1号墳 俔ｸX鬩JｩJh鬨ﾅ9{ﾉ欠損6.8 饂ﾒ- �������

- 俔虻佛9>6.9 辻- ���

内行花文鏡 舒(岑ﾌ9Zﾒ須坂市大字豊丘宇野下窪 唐円墳 佩8ｯ｢����

和田東山3号墳 ynﾈX鬨^Illl.2 ｸﾎ8鈴Zﾒ前期 ����������

(伝)川柳将軍塚古墳 ynﾈ6ﾘ皐9ﾂ6.5 ｸﾎ8鈴Zﾒ前期 ����������

// 梯7.3 梯∫/ ��

石川条里遺跡 ynﾈ6ﾘ皐冑ﾞ推定9.6 宙ﾝXｴ鋳前期 �����

松節(伊勢宮)遺跡 ynﾈ6ﾘ皐冑ﾞ欠損6.7 xﾈｨｸ中期 �������

(伝)市田地区内 ｨ嫌=8ﾘ)ﾉX鬨岑629.8 辻- ��������

兼清塚古墳 儁68X鬨ｼｹ}鬨ﾉ9H彙9.1 ｸﾎ8鈴Zﾒ中期 ���������

塚原10号墳 儁68X鬨ｼｹ}鬩,ｸﾋB8.2 饂ﾒ- �������

新道平1号墳 儁68X鬩zy韜ｩi;兌ﾒ10.1 饂ﾒ- ��������

金堀塚古墳 儁68X派gｸ鬩ﾉ[ﾒ13.4 饂ﾒ後期 ��������
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鏡武名 )Ykﾂ所在地 冤ｨﾆﾒ遺構 倬隸｢�������

内行花文鏡 亶ｸ,ﾉ[ﾓ(ﾘiZﾒ飯田市大字滝江字宮の平 澱絣円墳 辻���

乱文鏡 ｩfｳ8ﾘiZﾒ長野市松代町大字豊栄字平林 辻円墳 hｯ｢�����

川柳将軍塚古墳 ynﾈ6ﾘ皐9ﾂ7.8 ｸﾎ8鈴Zﾒ前期 ����������

(伝)川柳将軍塚古墳 梯12.2 艇r// ���

県山古墳 俔ｸX鬩磯ｨﾊx7.8 饂ﾒ後期 ��������

平地1号墳 儁68X鬨ﾜﾏX鮑鬩[ﾙ&7.1 饂ﾒ後期 �������

新井原7号墳 儁68X鬨ﾜﾏX鮑鬩h皐ﾋB8.4 饂ﾒ中期 ��������

(五乳鏡) 伜(ﾌ9Zﾒ上田市殿城字殿城 円墳 佩8ｯ｢�������

素文鏡 儁ﾖｨﾌ9Zﾒ長野市篠ノ井上石川字大和田 唐縱R円墳 hｯ｢������

飯綱社古墳 梯4.48 梯∫/ ��

爾ノ神古墳 iｸ6ﾙ欠損9.25 饂ﾒ後期  �������

片山古墳 ｩdｸX鬩Xﾄb6.3 兩ｹZﾒ中期 ������

殿村1号墳 儁68X鬨9ﾉц鬩6｢4.2 饂ﾒ- ����������

重圏文鏡 們(6ﾘ皐Xﾅ4#s#S長野市篠ノ井塩崎 竪穴住居 ｢¢����������

第2表　全国重国文鏡出土追跡･墳墓(古墳時代前期から後期の墳墓)

県 兒ﾙ^ikﾂ墳形 亢ｹlﾒ面径(cm) 偬(ﾕﾂ時期 ｸ,ﾉﾂ���������

宮城 佩Hﾌ9Zﾒ円 鉄2寸2分 辻中期 仆韭胄������

茨城 ｨ諍,ｸﾌ9Zﾒ前方復円 田B7.8 冦悪ｹ+ﾉ"前期 佩9_ｹYB������

栃木 冤靈Hﾌ9Zﾘﾅ蟹8i,ｸﾌ9Zﾒ前方後方 鉄7.2 冦悪ｹ+ﾉ"前期 做ﾘﾆm悪ｲ��������

藤本所在古墳 儻9k不明 途- ｢  �����

群馬 兒9kﾉcﾘiZﾒ円 辻6.6 xﾈｨ後期 ��������

千葉 ﾘﾌ9HXﾅ跿I&ﾘiZﾒ円 辻欠損5.0 冦悪ｹ+ﾉ"中期 ������������

神森川 佗I(ﾈ｢横穴 辻- 辻終末期 �������

岐阜 几InX魑HﾘiZﾒ円 5.3 冦悪ｹ+ﾉ"前期 乖I'ﾈﾆm悪ｲ��������

美濃観音寺山古墳 兒ﾘｷY^b20.5 湯絣木棺直葬 侘9Zﾘ鳬2組合式木棺 ����

静岡 傚y'(5$ｨﾌ9Zﾘﾅ#hﾘiZﾒ円 途ﾓゅ"5.0-6.0 冦悪ｹ+ﾉ"中期 乖I'ﾈﾆm悪ｲ���������

小深田西1号墳 兩ｸﾆﾖ^b10-ll 木棺直葬 侘9Zﾘ鳬2第1主体部 舟形木棺 �������

長崎遺跡SX510 ZﾘｷY^b- 途周構内 hｯ｢ �������

愛知 倬ｹ}cﾘiZﾒ円 5.3 辻前期 ���������

三重 呵鮑ﾌ9Zﾒ- 辻欠損6.0 辻古墳時代 �������

向山古墳 ｸﾎ8冷72 迭纈粘土榔 ｢  ������

八重田8号墳 24 佇y湯粘土榔 hｯ｢ �������

京都 凛8ﾌ靂9Zﾒ方 BﾓC27.5 冦悪ｹ+ﾉ"中期 c(益ﾉYBxﾘxm悪ｲ�����������

大阪 佩I{xﾌ9Zﾒ前方復円 鉄6.8 前期 兀ﾈ鈴YB��������

板持第3号墳 ｸﾎ9_ｲ40 唐木棺直葬 hｯ｢ �������

兵庫 Y｣(ﾘiZﾒ前方復円 欠損5.0 冦悪ｹ+ﾉ"中期 xﾘxm悪ｲ�����������

岡山 ｨｷｹ5i#(ﾘiZﾒ前方復円 田6.0 xﾈｨ前期 ����������

広島 伜(6ﾙcﾘiZﾒ円 "6.4 價隲ｲ前期 c(ﾘi隲ｲ�������������
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県 兒ﾙ^ikﾂ墳形 亢ｹlﾒ卯面径(cm) 偬(ﾕﾂ時期 ｸ,ﾉﾂ���������

広島 儖俚冢Y�H�)�R�墳墓 辻�6.0 價���隲ｲ�古墳時代 ��

徳島 亶ｹ$ｨﾌ9Zﾒ前方復円 鼎7.3 xﾈｨ前期 乖I'ﾈﾆm悪ｲ��������

香川 價ｹYｨﾌ9Zﾒ円 辻5.4 xﾈｨ前期 冦悪ｲ�������

愛媛 仞僞iOcﾘiZﾒ前方復円 絣5.7 冦悪ｹ+ﾉ"庄内～前期 ��������

唐子台第5丘7号基 兒ﾙ^b- 迭縒土墳墓 傅｢  ���������

一助山古墳 辻- 澱綯箱式石棺 侘9Zﾘ鳬2 ����

福岡 亰8ﾌ9Zﾒ円 辻欠損7.6 價隲ｲ中期 ��������

老司古墳 ｹYﾈ冷75-76 途纈横穴式 hｯ｢3号石室 ������

佐賀 hﾄxHﾘiZﾒ- 欠損7.1 刔前期 c8益ﾉYBeY'ﾈﾆm悪ｲ������������

熊本 兀nﾃ(ﾘi隲ｲ石棺墓 辻4.2 價隲ｲ前期 ���������

大分 亰Hﾖ(ﾌ9Zﾒ円 辻5.8 價隲ｲ前期 ��������

第3表　全国重艶文鏡出土追跡･墳墓以外(古墳時代前期から後期)

県 )Ykﾂ性格 (ﾕﾂ面径(cm) 倬隸｢その他 ������

群馬 ���ｸ岔&ﾈ�)�R�集落 �$xﾈｨ�ｸ��6.1 ���｢� 

新田東部遺跡群 偖yx��遺物包含層 釘���前期 ��

千葉 仞霹��)�R�集落 �7��ｲ�6.1 ���｢� 

大竹遺跡群二又堀遺跡 偖yx��竪穴住居 途�2�前期 ��

戸張一番割遺跡 偖yx��竪穴住居 澱�2�前期 ��

草刈遺跡 偖yx竪穴住居 迭紕前期 偬Hﾉy[hﾆ���

片野向遺跡 偖yx竪穴住居 俶9c2繧後期 仆韭胄����

東京 仆ｸR集落.祭紀 儷ﾉlｨﾜﾈ9.3 ｢ﾙ(hｯ｢ ���������

神奈川 乖R集落 儷ﾉ7r欠損5.6 侘9Zﾘ鳬2 ���������

長野 們(6ﾘ皐Xﾅ集落.墳墓 xﾈｨｸ3.2 ｢本来は木棺墓のものか? ����������

静岡 忠6乘2- 辻7.3 侘9Zﾘ鳬2 ������

元宮川神明原遺跡 倅ﾊ泳B- 痴B紕後期 ����

姫宮遺跡 俤Xﾊ泳B察紀場 辻中期 ���

滋賀 俘(ﾖR集落.無配 Xﾖ3.5-3.65 ｢ ����������

大阪 亶i_8鮑R集落 xﾈｨｸ6.7 ｢ ���������

兵庫 ｨﾞ)YHR集落 )Zほ^ﾉr欠損3.8 ｢ �����������

和歌山 儻9k- 辻6.0 侘9Zﾘ鳬2(伝)熊野那智大社 ����

岡山 �,8鮑�)�R�集落 �$xﾈｨ�ｸ��5.9 ���｢� 

津寺遺跡 偖yx土壌 澱絣前期 ���

備前高島遺跡 俤Xﾊ泳B岩磐山山頂石群間 佇r後期 ���

香川 从闔)R祭再 ﾙﾉ.｢3.55 ｢ ���������

愛媛 偃hﾉ_ｹOhﾚ｢- 辻欠損5.9 侘9Zﾘ鳬2 �������

大木遺跡 俤X麒jB遺物包含層 釘後期 ����

火内遺跡 偖yx- 佇y迭前期～中期 �����

熊本 忠6亳Y'"闃)闇9>- 辻欠損5.3 辻 ������

宮崎 儻9k- 辻18.2 辻(伝)岩戸神社 ���
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第4表　重圏文鏡･珠文鏡･案文鏡の県別出土数(古墳時代前期から後期)

県 偬Hﾉy[hｻ珠文鏡 i[hｻ竕)計 侈r重圏文鏡 偃ﾉ[hｻ素文鏡(註1) 佗b��������

宮城 0 1 Xﾞ23 2 R刓����������

福島 5 5 兌ｨﾌ宙4(註3) 8 "∳�����������

茨城 3 4 驂r0 湯3 ""��������

栃木 3 6 刎慂1 9(証4) 免ﾂ����������

群馬 10 13 偃b0 免ﾂ10 ����������

埼玉 6 6 xﾚ｢0 迭1 澱��������

千葉 澱10 19 ｨ4 免ﾂ2 r���������

東京 2 5 儘ﾉ8r2 b2 ����������

神奈川 �"�4 ���52��7 伜(ﾏｲ�0 ���1 ���

新潟 ���1 ���1 �;�8r�1 �2�0 釘�

石川 3 4 俘ﾂ2 釘3 湯���������

福井 3 4 IU6 迭1 ""���������

山梨 ���2 ���2 兀�｢�2 �#��3 �3B�

長野 17 迭22 俚(椶1 3 B���������

岐阜 8 12 xﾞ0 1 錠2��������

静岡 迭17 "34 估igｲ2 澱2 ��������

愛知 5 6 YZ｢1 迭0 澱��������

重 5 9 亶ｸﾞ1 釘1 澱�������

滋賀 2 澱9 俾ﾘ髯8r0 1 ��������

京都 3 4 俘xﾇb61 c87 鼎����������

証　1　素文鏡は面径10cm以内のものとした｡

2　参考文献はすべて文献1によるが､兵庫については文献6の数も加えた｡

3　高倉洋彰氏分類の櫛歯文鏡は含まれていない｡

4　凶鈴素文鎮5面は含まれていない.

第5表　小形債製鏡類のセット関係(古墳時代前期から後期)

県 )R饂ﾙ^ikﾂ出土遺構 倬隸｢セット関係(註1) ����
塞 偃ﾂ秦 偬"挨 乳 ﾂÂ������

山形 Hﾌ9Zﾘﾅ円墳×2 佩8ｯ｢  宙(D  �����������

栃木 冤靈Hﾌ9Zﾘﾅ前方後円墳×2 ｢① ①   ���������

埼玉 �?ﾉ�ﾉ��,ｸﾌ9Zﾒ�前方後円墳 佩8ｯ｢� ��� �� ��① ��

千葉 ��Y'ﾈﾌ9Zﾘﾅ��円墳+竪穴住居 ���｢�(hｯ｢�① ��� �� �� ��

新皇塚古墳 ｸﾎ9_ｹZﾒ前期 ①  ①  �������

草刈遺跡 �饂ﾒｹ$xﾈｨ�ｸ��縒�前期 ���③ 宙披�① �� ��② 

下方丸塚古墳 饂ﾒ前期  ① G) ① 蜉⁀������

島戸境1号墳 �饂ﾒ�前期 ��① �� ���G) �� 

東京 �仆ｸ�)�R�表面採集(無病巳) ���ｨ��(hｯ｢�(9 ���(∋ ��G) �� ��

神奈川 ���9I(�(ﾌ9Zﾒ�前方後円墳 ���｢� ��� ��(D �� ��

勝坂祭柁遺跡 宙ﾝXｴ鋳古墳時代 ①     ������

新潟 儁�ﾖｨ�#��ﾘiZﾒ�円墳 �(hｯ｢� ��� �� ��@ ���
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県 )R饂ﾙ^ikﾂ出土遺構 倬隸｢セット関係(註1) ����
重 偃ﾂ秦 偬"漢 乳 ﾂÂ������

石川 刎68XﾘiZﾒ前方後円墳 hｯ｢   (∋ 宙-�����������

長野 ﾉoh弴ﾅ),ｸﾌ9Zﾒ前方後円墳 ｢ 宙B ① "② �������������

飯綱社古墳 �饂ﾒ�中期 �� ��� �� �� 

八幡宮古墳 饂ﾒ中期    ① 蜉⁀����

篠ノ井遺跡群 冦悪ｹ^hｹ$xﾈｨｸ前期 G) a)   ����������

石川条里遺跡 宙ﾝYG｢前期   ①  �����

松節(伊勢宮)遺跡 xﾈｨｸ中期   ①   ������

上記6遺跡 篠ノ井塩崎.石川地域 偖yx粳Zﾙ^b鞏Xｴ俘xﾇb前期～中期 ② ② ⑤ ① �������������

岐阜 ���(ﾌ9Zﾒ�円墳 ���｢� ��� ���① �� ��

静岡 傚y'(5$ｨﾌ9Zﾘﾅ円墳×2 hｯ｢(∋    �����������

元宮川神明原遺跡 宙ﾝY�r��後期 ���① ��� �� �� 

洗田遺跡 侈ﾙZ運ﾉr古墳時代 ① 排    ������

三重 呵鮑ﾌ9Zﾘﾅ(古墳) 侘9Zﾘ鳬2①    ������������

向山古墳 ｸﾎ9_ｹZﾒ前期  ①  ② 蜉⁁���������

八重田8号墳 �饂ﾒ�中期 ��� �� 宙披� �� 

滋賀 俘(ﾖ��)�R�大構 ���｢�① ��(∋ �� �� ��

大阪 佩I{xﾌ9Zﾒ前方後円墳 ｢① 宙   R頠剴����������

経塚古墳 ｸﾎ8鈴Zﾒ中期 ② ③    ������

兵庫 儻�&��Y,ｸﾌ9Zﾒ�円墳 �(hｯ｢� ��� ���① ��� ���

藤江別所遺跡 �I�"�前期 ���② ��� �� ��(註2) ③ 

和歌山 Y$ｨﾌ9Zﾒ前方後円墳 hｯ｢ ⑨   宙tB�����������

奈良 ��i�#C畏iZﾒ�方墳 ���｢� ��� 嫡B�G) �� ��

鳥取 y8ﾘ)VﾈR(祭紀) 侘9Zﾘ鳬2 ⑲ (D  "������������

岡山 ｨｷｹ5i#(ﾘiZﾒ前方後円墳 ｢(》  (∋  ������������

香川 从��闔)�R�河川底(無能) ���｢�① 宙�B�① �� �� ��

福岡 傚ｸﾞ偉9Zﾒ�前方後円墳 �(hｯ｢� ��� ��① ��� ���

佐賀 �,xﾋ�ﾌ9Zﾘﾅ��(古墳) �(hｯ｢� ���① �� ��� ��

熊本 hｧﾉ,ｸﾌ9Zﾒ円墳 侘9Zﾘ鳬2   ① ������������

註1すべて文献1･6による｡

2　櫛歯文鏡3面は､その他に入れた｡

3　四鈴素文鏡5面は､その他に入れたo

以上　第1表～第5表(文献2より)

がわかる｡そしてその使用あるいは出土年代は4世紀後半から6世紀代が主流となり使

用年代には幅があるものの､篠ノ井遺跡群での竪穴住居跡SB7250出土重囲文鏡･木棺墓

SM7006出土獣形鏡･木棺墓SM7016出土珠文鏡や全国で出土している小形鏡の紐や鏡面

の摩耗･摩滅状態を考えれば､かなり使い込まれたか､長期間にわたり使用されていたこ
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とが考えられ､大和政権が国づくりのための基盤整備を進めるにあたり､ 4世紀後半の一

時期に各地域で祭紀行為を担った中小在地家族層へ配布したものと考えられる｡そしてそ

の後それぞれの中小在地家族層は武人としも成長することとなるが､その結果これらの鏡

を祭祀行為に使用し､また古墳の副葬品として用いた地域は､中期以降の馬具の出土数が

多い地域と重なる結果となる｡このことから結果論ではなく大和政権が押さえておかねば

ならない重要な軍事拠点の中小在地家族層に4世紀後半という早い段階から分け与えたも

のであったと考えられる｡大和政権は4世紀代の早い段階から三角縁神獣鏡･画文帯神獣

鏡･方格規矩四神鏡などの大形鏡を配布する家族層と素文鏡や重囲文鏡あるいは珠文鏡な

どの小形鏡を配布する中小在地家族層の差別化をはかり､身分の序列のみで配布したもの

ではなく､将来的な大和政権での職務分担を明確にする意味においても活用したものと考

える｡また宝器としての大形鏡とは異なり､小形鏡は中小在地家族層個人､あるいはムラ

全体を守る`儀鏡'として重宝したとも考えられる｡

長野市川柳将軍塚古墳に埋葬された在地豪族は全国的にも類をみないほど方格規矩四神

鏡･舶載内行花文鏡ほか小形鏡を多く保有したようである｡この在地豪族を頂点に治めら

れた篠ノ井塩崎･石川地域には､豪族を頂点にピラミッド形のムラや地域構造があったと

考えられるが､川柳将軍塚古墳へ埋葬された豪族は保有した多くの小形鏡を地域やムラの

有力者､あるいは職務分担された実力者に分け与えられたと考えられ､篠ノ井遺跡群の木

棺墓に埋葬された人々は､生前には祭配行為に用いたかも知れないが､大切な鏡として自

信の埋葬に際し副葬されたものであったと考えられる｡

証

1　近江町教育委員会の宮崎幹也氏にご教示いただいた｡

2　高松･市教育委員会の山元敏裕氏に多くのご教示をいただいた｡

3　高倉洋彰氏は､文献5の中で重囲文鏡を､幅広平緑+直行櫛歯文帯+重囲文帯(2-4の円圏)の

ものを重圏文鏡とされ､櫛歯文帯+円圏(1重)のものは櫛歯文鏡とされている｡討論では居石遺

跡･藤江別所遺跡記載以外では､これらの鏡は一括して扱った｡

参考文献

1　白石太一郎他｢共同研究　日本出土鏡データ集成｣ 2 『国立歴史民俗博物館』第56集　国立歴史

民俗博物館1994年

2　西山克己｢篠ノ井遺跡群出土の小形倣製鏡の一考察｣ 『篠ノ井遺跡群』 ㈲長野県塩蔵文化財センタ
ー他1997年

3　小林三郎｢古墳時代初期傍製鏡の一側面一重圏文鏡と珠文鏡-｣ 『駿台史学』第46号　駿台史学会

1979年

4　山元敏裕他『居石遺跡』高松市教育委員会1995年

5　樋口隆康｢傍製獣形鏡｣ 『古鏡』新潮社1979年

6　明石市文化博物館｢発掘された明石の歴史展一勝江別所遺跡-｣ 1994年

7　稲原昭嘉｢藤江別所遺跡｣ 『日本考古学協会1996年度三重大会シンポジウム1水辺の祭紀』日

本考古学協会三重大会実行委員会1996年
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8　高倉洋彰｢弥生時代小形伐製鏡について(番前)｣ 『考古学雑誌』第70巻3号　日本考古学会

1985年

9　高倉洋彰｢弥生時代小形傍製鏡の儀鏡化について｣ 『居石遺跡』高松市教育委員会1995年

10　西山克己他『篠ノ井遺跡群』 ㈲長野県塩蔵文化財センター他1997年

11鶴田典昭他『川田条里遺跡』 ㈲長野県塩蔵文化財センター他　2000年
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シナノの積石塚古墳と合掌形石室

1　はじめに

積石塚古墳の研究については､明治時代以来おこなわれ､石で築かれた特殊な古墳とし

て､ヨーロッパなどでの類例から､`ケールン'(積石塚)と呼ばれ､その研究が進められた｡

そしてそれは､ ｢大陸起源説｣あるいは｢環境自生説｣とする2つの大きな説が論じら

れ､今日にいたっている｡いずれにせよ､どうして石積みなのかとする疑問は古くて新し

いテーマである｡

また合掌形石室の研究は大正時代以来おこなわれ､積石塚古墳同様､特殊な石室として

位置づけられた｡

昭和に入り､朝鮮半島における百済の古墳での類例が紹介され､これらの類例と関連づ

けられる研究が進められたが､平成に入り大童古墳群などの調査成果から新たな視点での

研究が進められている｡

2　積石塚古墳

①日本における研究史

日本国内におけるいわゆる古墳といわれるものの多くは土でマウンドが築かれ､さらに

は築かれたマウンドに葺き石が用いられたものが一般的である｡しかし九州地方から関東

地方にいたる地域において､それぞれ地域性を持ちながら石でマウンドを築く古墳がみら

れる｡これが`石塚'･ `石築墳'･`積石塚'などと呼ばれたいわゆるここでいう`積石塚古墳'

である｡

ここで改めて『積石塚』とはどのようなものであるかを振り返れば､ ｢土を盛って墳形

を作った土壌に対して､石をつみあげて墳形を作ったもの｣ (文献1)や､ ｢土壌をもって

棺廓を覆い墳丘(Tumulus)を作る代りに､疎石を積み上げたもの｣ (文献2)､あるい

は｢墳丘を魂石を用いて盛った壕･古墳の総称｣ (文献3)とある｡

各地域における定型化した前方後円墳出現以前の弥生時代墳墓の中に､横石を施したも

のが見られたり､また中･近世の壕の中にも積石を施したものが見られることから､前回

の論考(文献4 ･ 5)や当論ではあえて『積石塚古墳』と呼ぶこととした｡

積石塚古墳の研究史を概略的に記すと以下の通りである｡

1887 (明治20)年に佐藤勇太郎が香川県に積石塚古墳が存在することに触れたことが

(文献6)､積石塚古墳研究の出発となる｡

1900 (明治33)年には坪井正五郎氏がヨーロッパ各地のケールン(積石塚)を参考に

しながら世界の`積石塚'についてふれ､その中で日本の`積石塚'についても紹介している｡
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その中で､日本における積石塚は賛岐･阿波･相模に限られる点に注意すべきと述べ､そ

の形状を鰻頭形･摺鉢形･瓢形･両頭瓢形などに分類している(文献7)0

1916 (大正6)年､大正期に入り中国大陸･朝鮮半島での資料が紹介され始める中､隻

井新也氏はこれまでの研究を整理し､石塚とは土をもって築く古墳に対し､石をもって築

くものであるとしたが､順石塚･半石塚もあると指摘し､石塚築造の方法については､任

意に不規則に積み上げた積石塚と､表面を石垣状に築いた築石塚の二種類があることを述

べ､阿波や摂津の多くは積石塚で､また讃岐での石清尾山のほとんどは築石塚であろうと

した｡今でいう積石塚古墳への名称として積石塚と築石塚の呼び分けが正しいか否かは別

として､同じ石によって築造されたものに､二種類の築造方法があることを指摘した意義

は大きい(文献8)0

1923 (大正12)年､唐沢貞次郎氏･岩崎長思氏によって上高井郡鎧塚古墳について記

述し､この中で｢石塚のよき標本｣､さらには｢之を保有して研究の資料たらしむるを可

とす｣とした(文献9)0

1924 (大正13)年､矢沢頼道民は現在の長野市松代町にある皆神山の東北側山麓に十

数カ所あるいはさらに多くの積石塚古墳が存在していたこと､また長野県内の積石塚古墳

に､今で言ういわゆる合掌形石室を埋葬施設として用いていることを紹介している(文献

10)｡

同年､鳥居龍蔵氏は明治24年に調査された茅野市大塚古墳について､地元郷土史家に

よって残された資料を紹介し､発掘前の記憶図から｢所謂積石塚に属する古墳であったら

しい｣と述べている(文献11)0

1925 (大正14)年､岩崎長愚民は､積石塚古墳として土石混合境の金鎧山古墳を紹介

している｡またこの中でニカゴ塚古墳についても紹介している(文献12)0

1926 (大正15)年､森本六爾氏により金鎧山古墳の報告書が刊行され､この中で土石

混合として石を用いたのは､石室の天井が屋根形に組まれているため､堅牢とするための

ものであるとし､多分に環境の影響によるものでもあるとしている｡また周辺の合掌形石

室についても示している(文献13)0

このように大正期に入ると長野県内における積石塚古墳や､さらには合掌形石室の研究

が活発化してくる｡

昭和に入るとさらに国内外の資料が蓄積され､積石塚古墳の起源や系譜をさぐる調査や

論考がおこなわれる｡

1928 (昭和3)年､岩崎長愚民は和栗古墳について報告をおこなっている｡調査当時す

でに道路敷石搬出のために墳形はまったく失われていたが､土や輝石安山岩の破片を用い

た円墳であると報告しているが(文献14)､小林秀夫氏はこの記載や古墳の実地調査から､

積石塚古墳であろうとした｡長野県内における一番北に位置する積石塚古墳となる(文献

15)0

1929 (昭和4)年､松代町史では､積石塚古墳について､石塊が多く産出しない所にち
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構築されていることを指摘し､環境自生説には否定的な所見を述べている｡また盛土古墳

と積石塚古墳の間には民族性の異なるものがあるのではないかとし､積石塚古墳は高句麗

からの渡来人が松代地方に移住したことによって遺されたものであろうとした(文献16)0

1933 (昭和8)年に出された｢讃岐高松石清鳥山古墳の研究｣で(文献17)､梅原末治

氏は､豊富な前期の副葬品をもつ猫壕などを調査し､積石塚古墳の年代が古く遡ることを

確認し､また積石塚古墳の出現の意義について､朝鮮半島との連鎖はさておき､その概念

的思想が影響したとしても､石塚の築造を古式古墳造営の風習が盛行していた段階のもの

とする以上､積石塚古墳出現の主因を石が多く産出する地理的条件にあると考えた｡

同年､笠井新也氏は積石塚古墳の出現の要因については､梅原氏の地理的条件に対して､

その主因を思想的背景とし､地理的条件を従因とした(文献18)0

同年､後藤守一氏は同年の笠井氏の論考へコメントする中で､盛土古墳と積石塚古墳

は別の存在と位置づけ､その解釈の仕方について､ ｢これが時代の相違か､部族の相違か､

地方色かといふ風に考えて行くところに問題はあらうと思ふ｡｣と述べている｡また､ ｢積

石塚は其の本流をなすと考えられる西日本､殊に北九州に於いて周囲の地形と合致してゐ

るが､末流をなす東日本では､決して周囲の地形と合致するものではない｡関東平野にあ

るものの如きは､周囲見渡す限りローム層の中に態々これを築いてゐる｡そして其の積石

塚と併行共存して積土壌が行ほれてゐるといふ事が考慮さるべきものではあるまいか｡｣

とした(文献19)0

1938 (昭和13)年､栗岩英治は日本後記の記載から､信濃への高麗系渡来人と積石塚

古墳の関連を想定し､その根拠として積石塚古墳が多く存在する埴科郡から上高井郡の地

形が渡来人達の祖国の地形に類似しているとした｡また大童古墳群について､ 1935 (昭和

10)年に同相保存会によって調査された資料も示している(文献20)0

1939 (昭和14)年､藤森栄一氏は茅野市大塚古墳について､古墳の立地に近い河原に

豊富にある石を周辺古墳同様に用いたものであるとしながらも､大塚古墳および周辺古墳

は帰化人(渡来人)かその文化の下にいる一族の墓であろうとした(文献21)｡

1947 (昭和22)年､大場盤雄氏は森本六爾氏や梅原末治氏の環境税に対し､ ｢森本氏の

説く屋根形天井石室と積石とが､不可分的関係を有するとするならば､かかる石室を有た

ぎる積石塚に対しての説明を如何に説くべきか､前期多数の積石塚は､その数数百千に適

してゐるが､屋根形天井石室を有するものはその中の-小部に過ぎない｡故に石室の補強

策とする積石の発生は当然撤回せられるべきであろうと思ふ｡次ぎに梅原博士の所謂地理

的条件論に就いては､石塊の存在しない地方に積石塚を造営すべからざるは､常識論とし

て異議の無い所であるが､さりとて積石塚の群集地に､同時に土壌が来在して居り､石材

が得らるる地方では積石塚の存在しない所があり､叉同じ信濃国内でも特に奥倍のみに限

って積石塚の分布すること等は､単なる地理的条件のみでは説き難き様に思はれる｡｣ (文

献22)と今後の積石塚古墳研究の方向性を示す論考を示した｡

この論考以降､長野県内の積石塚古墳に視点をあてたが活発化し､特に論考が増すこと
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となる｡

1951 (昭和26)年､大場磐雄氏は積石塚古墳や合掌形石室について､かつて調査した

東筑摩郡坂井村安坂将軍壕古墳群の調査や新撰姓氏録などの記載から､高句麗系渡来氏族

との関連を示した｡また東筑摩郡の積石塚古墳については､善光寺平の積石塚古墳の延長

ととらえた(文献23)0

1952 (昭和27)年､栗林紀道民によって大童古墳群における第四回基礎調査の結果と

して大童古墳群暑図が作成した｡この中で､積石塚古墳について｢石塊のみで築かれた､

いわゆる積石塚｣､ ｢内部は土で､上部を石塊で覆ったもの｣､ ｢内部は石で､表面を土で覆

ったもの｣､ ｢石塊に土を混ぜたもの｣と4分類した｡この分類は大童古墳群のみならず､

これ以降の長野県内積石塚古墳研究の一指針となるが､積石塚古墳の認識を広範囲なもの

としてしまう結果となり､善光寺平の古墳実態を極端なイメージに作りあげてしまうこと

となった(文献24)0

1953 (昭和28)年には､水野清一氏･樋口隆康氏･岡崎敬氏による対馬での調査の中で､

積石塚古墳はその地理的位置関係から朝鮮半島における積石塚の影響もあったであろうと

しながらも､その主因は地理的条件とする環境配を説き､香川県の石清尾山古墳群での積

石塚古墳を代表例として､西日本の積石塚古墳は自然地質条件下に成立する場合が多いと

した(文献25)0

1955 (昭和30)年､大塚初重民は｢大童古墳群の最大の特殊性は積石塚と所謂合掌形

石室の存在であるが､この両者が大陸墓制の再現であるか､自然発生であるかの問題は､

この大童古墳群の性格の一端をさし示すであろう｡各地発見の積石塚すべてが大陸のそれ

との連繋を示すものとは思わないが､後菌のそれは､構造上､地域的特殊性の上からも大

陸墓制との結びつきを肯定せしめるようである｣とした(文献26)0

1956 (昭和31)年､信濃資料(信濃考古総覧)が刊行され､長野県内における古墳の

集成もおこなわれた｡積石塚古墳の分類については､昭和27年の栗林紀道民の分類が踏

襲している｡この中で､大壷239号墳･同220号墳･安坂将軍壕古墳群･麻績塚古墳につ

いて方形積石塚古墳とした｡あわせて積石塚古墳の分布図が示された(文献27)｡

1959 (昭和34)年には､永峯光一氏､亀井正道氏は大正12年に紹介された鎧塚古墳を

調査した｡その調査はトレンチによるものであったが､ 1号墳･ 2号墳ともに盗掘を受け

ていたようである｡そして1号墳･ 2号墳ともに多少の変形はしているものの原形に近い

形状を残すとした｡さらに鎧壕1号墳出土の鏡片や水字月製釧･碧玉製釧などを検討し､

その年代を5世紀代に遡ると位置づけ､信濃における積石塚古墳の初現とした｡また鎧壕

2号境については､獣首面金銅製帯金具が百済公州宋山里2号墳及び5号境や高句麗の-

古墳から出土していることをあげ､交流を示す有力な資料であろうと位置づけた｡そして

1号境の被葬者を｢軍馬補給の必要に迫られた大和朝廷が､飼馬の法に長じた帰化人を信

濃に配置し､牧場の開発や馬の飼育にあたらせたのではないであろうかと想像するのであ

る｡そのような初期集団の首長の墓｣とした(文献28)0
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1961 (昭和36)年､尾崎喜左雄氏は､茸石の意義や石室及び石室的構造物の壁外側の

裏込め石を置くべきものであったと考え､ ｢横穴式石室ではこの裏込め石の詰め込まれた

部分の外側に封土が積まれるのであるが､裏込め石が雑然と詰め込まれていて､それが直

接封土に接しているものと､裏込め石の外側に石が積み上げられて､石室を囲んで半卵

形に､あたかも積み上げられた茸石状に整えられたものとがある｡｣と指摘し､横穴式石

室の構築方法から積石塚古墳構造についての視点を示した｡そして｢有瀬2号境において､

墳丘の内部に土を多少使用する傾向が現れたものと解し得よう｡これがいずれかの継受で

あるかは長野県の積石塚､殊にその横穴式石室との間に微妙な関係が存在しているのでは

なかろうか｡｣とした(文献29)0

1962 (昭和37)年､大塚初重民は大童古墳群4支群中の尾根上の2支群(現在の北山

支群､金井山支群)に盛土古墳が主体となり､この両尾根の中間に位置する谷頭面に深く

入り込んだ2支群(現在の大童谷支群･霞城支群､北谷支群)に積石塚古墳が集中するこ

とは､ 4支群が形成された歴史的過程に極めて注意すべき問題が含まれていることを指摘

し､また大童古墳群に認められる考古学上の問題点､ (1)積石塚古墳の分布と生因と合

掌形石室の考古学的究明｡ (2)大童古墳群形成の歴史的背景｡ (3)方法論に立脚した古

墳群の分析｡ (4)監牧との関連を考古学的に推論｡ (5)古墳群の実態を十分に把撞｡と

5項目をあげた(文献30)｡

1964 (昭和39)年､斉藤息氏は西日本の積石塚古墳を｢地理的環境ということが､積

石塚をつくらしめた第一義であり､最も大きい要因とみるべきであろう｡｣また東日本に

ついては､ ｢一様に円墳であり､時期的には後期､とくに終末期の姿相をし､六世紀から

八世紀の頃までの時期におかれる｡一中略-かなり無理をして石材を運び築いた場合のも

のも見受けられる｡｣この場合､寒冷地にあるものが多く､凍りついた土を積みあげるに

は石を積み上げた方がやりやすいのではないかとした｡

また､政府の方針によって大陸からの移住者を定着させ､移住した渡来人が､郷土の習

俗の一基制を採用したとしても不自然ではないとしながらも､高句麗からの移住者は､ピ

ョンヤン(平壌)遷都以降のことであり､この頃には積石塚よりはむしろ盛土境を多くつ

くる風習となり､ ｢恐らく忘却したであろう積石塚の習俗を特に採用したとするには､よ

ほどたしかな傍証資料をもとめなければならないのである｡｣とした(文献31)｡

同年､ 1942 (昭和17)年に一志茂樹氏が､ 1944 (昭和19)年に大場磐雄氏が調査した

長野県東筑摩郡坂北村安坂将軍壕古墳群について､坂井村の主催として大場磐雄氏･原嘉

藤氏･寺村光晴氏･桐原健氏は再調査し､方形積石塚古墳の存在や日本後紀などの信濃へ

の渡来人記載との検討から高句麗系渡来人との関与を示した｡また積石塚古墳の内部施設

について､竪穴式石室･横穴式石室･組合式棺･合掌形石室の4種類があることを示した

(文献32)0

1966 (昭和41)年､大場磐雄氏は本郷村(現在の松本市)浅間古墳の調査に関連して､

松本市域の積石塚古墳の集成と日本後紀による信濃への渡来人記載との検討から､当地域
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の積石塚古墳も高句麗系渡来人との関わりで論じた(文献33)0

1968 (昭和43)年､大塚初重民･小林三郎氏･下平秀夫民らによって長野市長原古墳

群の調査成果が示された｡この中で大塚初重民は､ニカゴ塚古墳が古墳群内の高所に位置

し､さらに積石塚古墳への合掌形石室であったことから､古墳群中他の古墳例とは異質的

な様相として注意しなければならないとし､古墳群中他の初期的なものに合掌形石室が採

用されていないことから､渡来人との関係を考えた｡また長原古墳群や吉古墳群での合掌

形石室の在り方から､地域集団内の帰化(渡来)族と､非帰化(渡来)族の構成を示して

いる可能性を指摘した｡また渡来人との関係については､馬匹生産から渡来人関与説と関

連させ､さらに合掌形石室を採用していることから百済系渡来人とむすびつけた｡さらに

積石塚古墳の性格について､ ｢積石塚の築成が､山石や河原石の豊富な地理的な条件も原

因の一端になっているとすれば､積土か積石かの差異のみで､特殊な性格の古墳と断定す

るのは早計と思われる｣と積石塚古墳研究の原点を示した(文献34)0

1969 (昭和44)年､大塚初重民は昭和26年に後藤守一氏が中心となって明治大学考古

学研究室がおこなった大童古墳群の調査成果(墳丘･石室の実測調査17基､内発掘調査

2基)を発表した｡この中で大童古墳群の古墳個々の立地や特徴から古墳群を北から北山

支群･大童谷支群･霞城支群･北谷文辞･金井山支群の5支群に分け､大塚氏の覚書をも

とに成果をまとめ､古墳群の年代論や性格にもふれた｡大童古墳群研究における記念すべ

き学術調査報告書である(文献35)0

同年､長野県考古学会誌上で､ ｢積石塚をめぐる諸問題｣が特集された｡

その中で､斉藤患氏は積石塚古墳の定義について､ ｢墳丘は土ではなく石一山石･海岸

の石･河原石などの自然の石塊､あるいは山石などを打ち砕いたもの､または切石をもっ

て築きあげた古墳｣と考えられ､また積石塚古墳の年代については､石清尾山の古墳群を

4世紀代とされ､長野の鎧壕1号境や安坂将軍壕1号境を5世紀代と考えた｡そして長野

の地には渡来人が早くから足場を築き､ 8世紀以降の文献に見られる記載については､新

しく後続してきた渡来人の記載で､考古学から文献内容を逆に批判することのできるもの

ではないかとした｡

また大場盤雄氏は､積石塚古墳の定義について､藤田亮策氏や梅原末治氏の論をあげ､

石清尾山のような大形の段築をもつものを石塚､長野県下のような比較的小さな磯で築い

たものは穂石塚というべきであろうか､と定義について問題提示している｡また年代につ

いては､岩清鳥山や鎧壕1号境の年代には異論はないものの､対馬や自岳､宮崎県の穂遺

跡などをあげ､あたらしい時期の積石塚との関係については問題としながらも､積石塚と

するものの上限については弥生時代まで遡るのではないかとしている｡そして岩清鳥山な

どの例をみてみると渡来人と結びつけるよりは､日本本来の盛土境と結びつけた方が妥当

と考えているが､安坂将軍塚1号境については､高句麗人と結びつけたい気拝が捨てきれ

ないとした｡

三上次男氏は､ ｢高句麗形の石築境はもっと南の百済地方の初期の基制として現れるこ
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とも注意する必要があります-中略一日本で積石塚的なものを大陸の影響と考えるならば､

高句麗的なものばかりではなく､百済や新羅における積石塚的要素というものも考える必

要があるのではないか｡｣とした｡

また森浩一氏は､ ｢実は茸石は積石塚を造ろうという意欲の表れではないかと思うので

すよ｡｣と類例を示しながら広義での積石塚古墳論を示した(文献36)0

同年､宮坂光昭氏は鳥居龍蔵氏や藤森栄一氏が報告した茅野市大塚古墳について､遺

構･遺物についてさらに詳細にまとめ､墳形は河原石を用いた方墳であることを示した

(文献37)0

1970 (昭和45)年､米山-政氏･倉田芳郎民らによって県農業試験場等建設に伴う大

童古墳群北谷支群の調査報告書が刊行された｡この調査では用地内32基の内21基が現状

保存され､ 11基が記録保存される結果となった(文献38)0

1971 (昭和46)年､桐原健氏は長野県下の積石塚古墳を総括する中で､積石塚古墳は

文献面からも､また合掌形石室や胴張り形の横穴式石室との関係から大陸的要素が濃厚と

し､渡来人との関連を示した(文献39)0

1975 (昭和50)年には､小林秀夫氏が墳丘の構造面から積石塚古墳について論考して

いる｡

この中で､栗林紀道民が幅広い範囲まで積石塚古墳と分類したことをその後の長野県内

の研究が踏襲した結果､ ｢土石を混じえた古墳さえも積石塚ととらえられた結果､善光寺

平は極めて特殊な古墳文化を持つ地域であると考えられるところとなったのである｡｣と

指摘した｡

そして､横穴式石室の調査例の増加から､ ｢墳丘の築造状態もにわかに把握される機会

が多くなって来たのである｡これらの面から考えても善光寺平に広く行われている積石塚

古墳の概念も再検討されるべき時期に来ているものと思われるのである｡｣とした｡そし

て､長野市長原古墳群での調査例などから､構築方法からの積石塚古墳の検討がされてい

ることから｢何が積石塚古墳かついう概念を明らかにしたうえでの問題であるが､前述し

てきたように､それは発掘調査によってさえ2通りのものが存在していると言えよう｡ま

た表面的な分布調査では､正確な積石塚古墳の存在は確認しえないことはその調査事例が

明らかにしていることである｡｣と指摘した｡

そして､墳丘構造から､

A型- ｢安坂将軍塚古墳を標識とするものであった､長野県内の積石塚古墳のなかでは､

比較的分布が広がっているものである｡その立地は傾斜面または自然地形を利用

しているもので､どこまでが墳丘であるか区分しにくい場合が多い｡墳丘構造も

特別な施設もなく､傾斜面に対して石垣状に積み上げて､斜面と平坦にして後､

内部主体を築き､その上に傾斜面に合わせて疎石を盛り上げる｡｣

B型- ｢比較的大きな10m以上の円墳で､最も多い｡大童古墳群､長原古墳群､長野

市松代王壕古墳群に構築されている古墳を標識とするものである｡ -略-｣
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C型- ｢これは10m以内の小円墳で､高さも1m前後といわれるように非常に小型で

ある｡上高井群雁田古墳群､長野市書古墳群に構築されている古墳を標識とし
-略-｣

と3分類した｡

さらに土石混合境については､ ｢横穴式石室の控え積みに行われている場合もあろうし､

外衣施設として茸石に行われる場合も考えられる｡また墳丘をとりまく外港列石も疎石の

あり方として考える必要があると思う｡｣とし､ ｢土石混合境というものが､善光寺平にの

み限定されて分布する特殊な古墳であるのか､また積石塚古墳､とりわけB型との関連の

面も含めて､単なる墳丘構築の技術的なあり方の差であるのかを知ることは今後の大きな

問題であると言えるのではなかろうか｡｣とした｡

そしてこれまでの研究史をふまえる中で､その｢起源論や高句麗文化との比較論は､善

光寺平でのわずかな10数基ばかりの発掘調査事例や､先学の研究のトレースでは結論づ

けることができるものではありえない｡｣と､日本国内や朝鮮半島での調査資料の蓄積を

ふまえた今後の慎重な研究への方向性を示したものといえよう(文献15)0

1980 (昭和55)年､坂詰秀一氏､亀井正道氏､杉山晋作氏､桐原健氏他によって積石

塚の研究史や日本全国の地域相がまとめられた｡この中で桐原氏は中部山岳地方(長野

県･山梨県)の積石塚古墳についての集成や概要をまとめ､長野県の積石塚古墳について

は､考古学資料と文献資料との提携により論を進めている(文献40)0

1981 (昭和56)年､倉田芳郎氏･中野宥氏･仲野泰裕民らによって大童古墳群分布調

査報告書が刊行された｡戦後まもなく栗林紀道民が作成した大童古墳群分布地図や遺跡地

名表をもとに､測量による分布図の作成､未確認古墳の発見､台帳記載事項の点検の3項

目を目的とした｡またこの中で､中野氏は分布状況をまとめ､さらに仲野氏はこれまでの

積石塚古墳に関わる研究史をまとめている(文献41)｡

1985 (昭和60)年､篠崎建一郎氏は新郷1号境を代表とする積石塚古墳群である小熊

山麓古墳群を紹介し､渡来人のものであるかについては決め手がないとした(文献42)0

1987 (昭和62)年､西谷正氏は､大阪府柏原市茶目塚古墳について､高句麗の積石塚

古墳と共通性があり､さらにはソウルにある石村洞4号境に近いのではないかとした(文

献43)0

1988 (昭和63)年､桐原健氏は長野県内の積石塚古墳の概要と分布を示した(文献44)0

1989 (平成元)年､桐原健氏は､全国的な視点から積石塚古墳についての研究史や資料

を紹介し論を進めている｡その中で､積石塚古墳研究の課題として､ ｢時が流れ､地域が

広がっていくにつれ､積石塚にも形骸化現象の起こり得ることは､ある程度予想されると

ころである｡私は厳密な規程よりも､石を封ずる外観を呈してさえおれば､積石塚の範噂

に入れてよいと考えている｡したがって外衣施設としての茸石をもっている前期･中期の

大半の古墳は､当然に積石塚なのである｡｣と森浩一氏の論を踏襲し､積石塚古墳の規程

を広い視野でおさえた｡
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また最後に､ ｢穂石塚研究は古墳研究の中では傍流である｡概説書を開いた時､墳形や

内部主体による分類があっても､墳丘の構築にもとづいての分類は､まずは記されていな

い｡概説書中に積石塚の占める位置は､ないのである｡加えて､積石塚の研究法は多分に
"明治調"を引きずって来ている｡科学的な古墳研究の洗礼を受けることなしに今まで来

てしまった､という感がある｡｣とした(文献45)0

同年､宮下健司氏は坂井村安坂将軍壕古墳群について､朝鮮半島からの渡来人による墓

とし､ 5世紀中頃から7世紀末まで､子孫によって継蘇されたものとした(文献46)0

1990 (平成2)年､大塚初重民は積石塚古墳について､すべてを同一視する必要はなく､

すべての積石塚古墳を渡来人の墳墓とするには問題があると指摘した(文献47)0

1991 (平成3)年､桧本市教育委員会からこれまで段集をもつ方形の積石塚古墳と考え

られていた松本市針塚古墳の調査速報が出された｡今回の調査によって最初に土を盛り上

げて基礎を築き､その上に厚く石を積んだ円形の積石塚古墳であることが確認された(文

献48)｡

1991 (平成3)年､甲府市教育委員会他より｢横根･桜井積石塚古墳群調査報告書｣が

刊行され､この中で宮揮公雄氏は調査成果の分析に加え､甲府盆地の積石塚古墳の分布状

況とこれまでの研究成果を紹介した｡この中で横塚石古墳である桜井B号境がこれまでの

研究から現状では5世紀代と断定しえないが､初現的な横塚石古墳であるとし､また横

根･桜井積石塚古墳群においても､甲府盆地の石和町北綾部の古墳群同様､斜面に､横石

塚古墳が広く分布し､前面の平坦地に土盛古墳が造られているとし､これは古墳が立地し

ている周辺の環境に左右されているものであるとした｡また積石塚古墳の被葬者像につい

ては､ ｢甲斐における積石塚に関する資料から､被葬者渡来人説を積極的に肯定する材料

は､現在のところ見あたらないというのが現状であると考える｣とした(文献49)0

なお同様趣旨のものが平成4年にも発表されている(文献49)0

1991 (平成3)年､鈴木直人氏は土石混合境について､石を多く含む土を用いて造られ

た古墳の状態を指しているものであり､築造時の意識は土に重点を置いたものいであるこ

とから積石塚古墳から除外した｡ (文献50)

1992 (平成4)年､大塚初重民は大童古墳群に関わる調査･研究を通して､大童古墳秤

中の｢金井山丘陵をはじめ､霞城や北山丘陵の尾根上に分布する古墳のほとんどは､墳丘

が積土か一部土石混合の例である｡大石･ムジナゴーロ単位支群で､最初に出現した古墳

のほとんどは土を混えない積石塚であり､しかも内部主体は合掌形石室であった｡その築

造年代は5世紀後半にまで遡ることが確実である｡｣とし､大童古墳群形成のあり方やそ

の出現時期について論じている｡

また｢しかし山丘の傾斜面に土壌が全くないわけではなく､墳丘の築造に事欠くほどの

ことはなかったであろう｡それにも拘わらず5世紀中葉以降の段階を迎えた時に墳丘を

石積みとして､ほとんど土壌を混えずに合掌形石室を遺骸塩葬施設として採用した事実

は､その大きな急激な墓制の変化に注意しないわけにはいかない｡｣とし､長年にわたる
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調査結果を前提とした論を示し

た(文献51)0

同年､さらに大塚初重民はこ

こ数年調査を続けている大童古

墳群での調査結果を紹介し､大

童古墳群での積石塚古墳の築造

開始を､各単位支群において､

合掌形石室をもつものとし､そ

の年代を5世紀後半から6世紀

初頭と位置づけた(文献52)0

同年､笹沢浩氏は積石塚古墳

や合掌形石室について､ ｢中規

模の前方後円墳等で代表される

ように中小首長層の古墳ととも

に善光寺平各地に出現したこと

と､金鎧山古墳のように､前方

後円墳などと同様に､のちの群

集墳形成の核とはならなかった

ものと､大童谷大石単位支群や

鎧壕1号境のように核となっ

た｣ものがあることを指摘した

(文献53)0

1995 (平成7)年､山口明氏

は善光寺平以外で初めての発見

大童古墳群(長野県脚紬代町大童)

支群 侘9Zﾘｵﾂ確路敢 ｩYB9&山腹.尾根 乘ｲ合単形石室 ��������

北山支群 "21 19 0 ������

大壷谷支群 C224 32 sb27 ��������

霞城支辞 b13 13 迭0 �����

北谷文辞 179 c"17 312 �������

金井山文辞 17 l7 0  �����

合計 鉄R454 Sb98 #B39 ������

第2図　長野市大室古墳群(文献138より)

例となる､内部主体が合掌形石

室の積石塚古墳である山形県南陽市松沢古墳群1号墳･ 2号境についての報告をおこなっ

た｡詳細については合掌形石室の研究史で紹介する(文献54)0

1996 (平成8)年､筆者は善光寺平を中心とする長野県内の積石塚古墳について､これ

までの日本国内や中国･韓国･北朝鮮での調査研究を紹介しつつ､長野県内の積石塚古墳

について考察をおこなった｡

墳丘の立地や形態から､

安坂塑-磯のみでの構築で方形を呈し､山の斜面および山麓に立地｡

王壕型-磯のみで構築され径15m以上の円形あるいは不整形のもので､山の斜面およ

び山麓に立地｡

鎧壕型-磯のみで構築され円形あるいは不整形のもので､扇状地あるいは平地に立地｡

大室型-磯のみで構築され径15m以下の円形あるいは不整形のもので､高さも2m程
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度以下のもので､山の斜面および山麓に立地｡

針壕型-円形で埋葬施設に関わる石やマウンドの裾石･内回りに石組みを土のマウンド

とともに造り､そのマウンド全体を覆うように山石や河原石を多く積んだもの｡

と墳丘の型式分類をおこなった｡

また長野県内の積石塚古墳は､大陸的な様相が多分にみられ､ 5世紀代には高句麗的な

ものが多く､ 6世紀以降には百済や新羅地域的なものが構築されているようであるとの推

測を示した(文献4)｡

同年､土屋積氏は長野市大星山古墳群の調査結果として､ 4号境が5世紀初頭の方形積

石塚古墳であることを報告している｡この結果は須坂市鎧壕1号古墳や安坂将軍壕群1号

古墳とともに積石塚古墳の初源的なものとなり､その評価が問われるものでる(文献55)0

同年､土生田純之氏は積石塚古墳的と考えられる長野市地附山古墳群上池ノ平4 ･ 5号

境について､特に舶来の轡が塩納されていながらも主体部から須恵器が出土しなかった5

号境の事例などの分析から､必ずしも渡来人との関係のみで理解する必要はないとした

(文献56)0

同年､静岡県浜北市内野二本ケ谷

積石塚古墳群の調査がおこなわれ､

積石塚古墳は谷間に立地し河原石

を積上げた直径10 m前後の円墳で､

5世紀後半から6世紀初頭に築かれ

たものとした(文献57)0

同年､群馬県高崎市剣崎長瀞西遺

跡の調査がおこなわれ､ 5世紀後半

から6世紀初頭に築造された方形の

積石塚古墳等が確認された(文献

58)｡

1997 (平成9)年､小林秀夫氏は

これまでの積石塚古墳研究の中で､

栗林紀道民が示した土石混合填まで

も含めた広い意味での積石塚古墳の

分布ではなく､純然たる右横による

積石塚古墳の分布が千曲川東岸の中

央部､須坂･若穂･松代(大童)地

区の小河川の扇状地に限定的に分布

するとした(文献59)｡

同年､平成6年度に範囲確認調査

が行われた長野県須坂市鎧塚1 ･
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平成6年度範囲確組的萱の出土品

･鎧塚l号噴　　土師器片.須窓器片､円筒埴輪片､ゴホウラガイ剖

(昭和32年的査　スイジカ'1釧､ 3'ホウラガイ剥､石肌鏡　等)
･重量壕2号頓　　土師鯨片.円筒埴輪片､形象埴輪片

(昭和32年調査　帯金具､形象埴輪片､蛙甲､馬具　等)
･鑓塚6号竣　　土師器片.円筒埴輪片

石釦l

鍍銀銅盤相子噛文踏板

1号墳出土連物実測担　　Drー_, .I,5-　2号墳出土退物臭謝図

第3図　須坂市八丁鎧壕1号･2号･6号墳

(文献60･139より)



2 ･ 6号境の調査成果が報告された｡この中で2号境には石棺を伴う張り出し部が付設さ

れ､また1号境と2号境の間に6号境が存在したことが確認された｡ 1号境を4世紀後半､

2号境を5世紀後半､ 6号境を6世紀中頃以降とし､ 1号境については長野県内における

最も初現の積石塚古墳となり､この築造年代の示す意味は大きい(文献60) (第3図)0

同年､平成8年度に続き浜北市内野二本ケ谷積石塚古墳群の調査が行われ､この中で､

積石塚古墳群の築造開始年代が5世紀後半(TK208段階)であることが示され､また内

野二本ケ谷横石塚古墳群B群では､ 7世紀中頃に築造された積石塚古墳があることが報告

された(文献61)0

1998 (平成10)年､黒田晃氏は群馬県高崎市剣崎長瀞西遺跡の調査成果として､朝鮮

半島に起源を持つと考えられる遺構と遺物がセットとして確認されていることを述べ､確

認された積石塚古墳のみならず､確認された初期群集境のすべての円墳･方墳について､

主体部構造など積石塚古墳的な要素を含んでいるとし､またこの地に最後に居住した集団

について､渡来人の存在の可能性を示した(文献62)0

同年､福岡県糟屋郡新宮町相島積石塚群の概要報告書が刊行された｡この積石塚群は長

さ約500mの石のみの海岸線に250基ほどが構築され､この中には円墳･方墳･墳丘を持

たないものがあり､方墳の中には二段築成された高句麗積石塚を思わせるものも含まれて

いる｡方墳については5世紀代から構築が始まったと考えられ､相島積石塚群の被葬者に

ついては宗像族の中でも純粋に海を生活の場としていた人々のものと考えている｡長野県

内の横石塚古墳とは立地面等かなり違いを見せるが､積石塚古墳の構築･性格･伝播を考

える上で貴重な遺跡と言えよう(文献63)0

同年､飯島哲也氏によって新発見の大形積石塚古墳である長野市西前山古墳の調査成果

が紹介された｡菅間王塚古墳などの周辺積石塚古墳との総合的研究が期待されるものであ

る(文献64)｡

同年､久野正博氏は静岡県浜北市内野二本ケ谷積石塚古墳群の調査成果として､墳丘は

方形の低墳丘であり､時期は須恵器TK208型式の示す時期に限定され､その立地は台地

上に造られてもよい環境にありながら､谷底に円裸を積上げて構築されているとしながら

も､遺物の検討からは､周辺の盛土境との相違は認められないとした(文献65)0

このように日本国内における積石塚古墳の研究史をふり返ってみると､大勢として積石

塚古墳の概念規定が定まっていない部分があり､その上に環境自生説や大陸起源説が重な

り､また西日本の様相､東日本の様相が正確に把超されないままに現在にいたっているの

ではあるまいか｡

1999 (平成11)年､飯島哲也氏は｢より詳細な発掘調査例の蓄積という基本と､墳丘

構造のみならず多角的な視点からのアプローチ､さらには墳丘総体に関する高位の系統立

てた理論に基づく解釈が必要不可欠と考える｣とし､ Ⅰ型｢低い墳丘｣･ Ⅱ型｢高墳丘志

向｣･Ⅲ型｢高い墳丘｣と3型に分類し､さらに各型A･B2式の6式に分け､ Ⅲ型A･

B式はさらに各1類･ 2類とした分類案を設定した(文献66)0
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2000 (平成12)年､浜北市教育

委員会により二本ケ谷積石塚古墳群

の調査成果が出された｡この中で久

野正博氏によれば､二本ケ谷積石塚

古墳群の墳形は方墳と不定形があり､

東谷群で方形を意識したものが6基､

方形を意識した不定形が2基確認さ

れ､不定形のもは東谷群で4基､西

谷群で4基確認されたとした｡規模

は8m以上から4m以下まで様々で､

埋葬施設は矩形化した竪穴系石廓や

出自不明の二重構造の竪穴系石廓な

どが確認されたとした｡これらの調

査成果から､二本ケ谷積石塚古墳群

は群馬県の積石塚古墳と共通性が強

いとし､ 5世紀後半に谷地形に矩形

化した竪穴系石櫛を持つ低墳丘方形

プランの積石塚古墳が築造されたと

し､被葬者については､出土遺物等

では検証できず､特殊な被葬者であ

ったことは認めるが､渡来人の墓で

あるということは容認できないとし

た(文献67)｡

同年､土生田純之氏はこれまでの

日本や韓国の調査･研究を整理し､

大童古墳群他の積石塚古墳について

の考えをまとめた｡

現状ではシナノの積石塚古墳の源

流を百済や高句麗に求めることは困

難であることを指摘しながらも､現

状ではシナノの積石塚古墳の年代よ

りも後出である韓国慶尚北道大都市

地域の積石塚の事例をあげ､岩盤の

多い地形に構築された円形の積石塚

も見られるとした｡

また群馬県高崎市長瀞西古墳群と

60　1章　シナノの古墳文化二相

第4図　浜松市(旧浜北市)内野二本ケ谷古墳群

(文献67より)

第5図　高崎市長瀞西古墳群(文献71より)
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第1 -①表　長野県内の積石塚古墳(文献5より一部改変)
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第1 -②表　長野県内の鏡石塚古墳(文献5より一部改変)

表内参考文献:19-40､ 20-40･79･115､ 21=118､ 22-40･79､ 23-40･44･79､ 24-40･
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浜桧市内野古墳群について､いずれも5世紀後半ごろの古墳群で､内部主体を竪穴系の石

廓と共通することから､長野市大室古墳群ともに史的意義を共有する可能性がきわめて高

いことを指摘している｡そして香川県石橋尾山古墳群にもふれ､積石塚古墳が前期に限ら

れ､後期には封土古墳が築造されることから､積石塚古墳造営の原因は地形によるもので

あり､現在までの情報では東国の積石塚との関連性を示すものではないとした(文献68)0

同年､筆者は1996 (平成8)年の筆者の論考の不備を補う意味で､長野県内や日本国

内の研究史や文献史料との関わりを再度まとめた(文献5)0

2001 (平成13)年､高崎市教育委員会から剣崎長瀞西遺跡の調査報告書が刊行された0

大小の積石塚古墳5基が含まれ､いずれも方形で小口面を外側に向けた石を積み構築され

ていた｡石積みは現状で2-3段で､狭長な竪穴式小石廓を埋葬主体としていた｡近接す

る方墳からは垂飾付耳飾りや軟質土器が出土している(文献69)0

2003 (平成15)年､飯島哲也氏は平成11年に示した分類案を再検討し新案を示した0

新案では｢右横墳丘の基本に立ち返り､純粋に石塊のみを積み上げて墳丘本体を構築して

いることに重点を置く｡｣とし､ ⅠからⅢの｢型｣を設定した｡この｢型｣からは土石混

合や茸石､あるいは横穴式石室の裏込め控え積みや内回り石組み列､外護列石が崩落･散

乱している古墳等は除外するとした｡さらに古墳の立地条件から｢式｣を設定し､ 3型5

式の積石塚古墳の以下分類案とした｡

Ⅰ型　墳丘基底から石塊のみを積み上げた古墳

A式　尾根に挟まれた谷間の緩斜面に立地するもの　　大童156古墳･ 168号境　等

B式　河岸段丘の線や扇状地上の緩斜面に立地するもの　八丁鎧塚古墳1号古墳･

2号古墳

Ⅱ塑　基底となる整地造成部分以外は石塊のみを積み上げた古墳

A式　山腹テラスや尾根頂部の縁等の急斜面に立地するもの　　安坂将軍壕1号古

墳･ 2号古墳､大星山4号古墳　等

B式　山地から山麓への斜度の大きい傾斜変換地に立地するもの　　菅間王塚古墳､

西前山古墳　等

Ⅲ型　古墳表面に石塊のみを厚く被覆した古墳

長原12号古墳､大童23号古墳･25号古墳･42号古墳､桑根井鎧壕1号古墳　等

また､積石塚古墳の定義として､ ｢つまり出現段階の石積み墳丘を持つ古墳の中でも､

伝統的な埋葬形態の中に存在しない技術による､より特異性･独自性が強い古墳のみ｣と

し､ ｢横穴式石室導入以前の､特異性･独自性の強い石積み墳丘を持つ古墳｣とした(文

献70)｡

2003 (平成15)年､土生田純之氏は群馬県高崎市の剣崎長瀞西遺跡での積石塚古墳の

調査成果で､調査された方形の積石塚古墳について､渡来人あるいはその後商たちの墳墓

とし､当初の渡来人と在来の人々との間には差別が存在したが､やがて同化の方向に向か

ったとした(文献71)0
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2006 (平成18)年､土生田純之氏は東日本の積石塚古墳について｢群馬県(上毛野)

では5世紀後半､西毛において積石塚が突如築造される｡こうした現象は上毛野に限らず､

束三河､遠江､甲斐などの東日本の広範囲に認められる｡しかしその後の展開は地域によ

って明確な差があり､それぞれの事情や社会背景を異にしたものと考えられる｣とした

(文献72)0

2007 (平成19)年､木下正史氏は千曲市杉山古墳群の調査成果をまとめた｡その中で

杉山古墳群は5世紀中頃に築造が始まり､ 7世紀頃終幕する積石塚古墳群としている｡ A

号境は六角形境であり裾部分を石垣状に板石を積んでおり､無袖の横穴式石室を有し7世

紀を前後すると考えている｡ A号境よりも標高の高い場所に営まれた積石塚古墳はいずれ

も石英閃緑岩を小口積みにした竪穴式石室を内部主体とするもので､竪穴式石室をもつ古

墳からは土器祭紀に用いられた土師器の壷と高杯とがセットで出土しており､いずれも5

世紀代の築造であることがわかった｡竪穴式石室は倉科将軍塚古墳や土口将軍塚古墳で構

築された竪穴式石室の系譜を引くものとした｡またD号境は一辺10mほどの隅丸方形境

と確認されたが､その他の古墳も同程度の規模となるとしている(文献73)0

2008 (平成20)年､小林三郎･大塚初重･石川日出志･佐々木憲一･草野潤平編｢信

濃大童積石塚古墳群の研究Ⅲ　一大室谷支群･ムジナゴーロ単位支群第168号境の調査｣

が刊行された｡この中では大童第168号境の調査成果をもとに｢大童第168号墳出土須恵

器の基礎的研究｣､ ｢大童第168号墳出土土師器の位置付けについて｣､ ｢信濃の中期古墳に

おける土器配置の一様相｣､ ｢大童古墳群における合掌形石室の変遷について｣の考察がお

こなわれ､これら考察をもとに総括がおこなわれている｡これまで不明な部分が多かった

大童古墳群の実態を明らかにしたものである(文献74)0

以上､長野県内および関連する積石塚古墳の研究史を見てきたが､積石塚古墳へのこれ

までのとらえかたを簡単にまとめてみたい｡

長野県内における積石塚古墳研究の出発は大正12年の唐沢貞次郎氏と岩崎長思氏によ

る上高井郡鎧塚古墳の記述に始まる(文献9)0

積石塚古墳の形態研究については､高句麗積石塚との関係を探る一要素として方墳であ

るのか否かについて期待が寄せられながら調査･研究が進められることとなる｡

昭和31年の信濃資料には松本市針塚古墳は方形と記載され(文献27)､また大場磐雄

氏も桧本市浅間古墳の報告書の中で同様の記載をしている(文献33)｡以後その景観から

方形二段集成積石塚古墳であると予測もされたが､平成元年･ 2年の調査の結果で5世紀

後半の円形積石塚古墳であることが確認された(文献49)｡現在確実に方形積石塚古墳と

して確認されているのは､東筑摩郡坂北村安坂将軍塚古墳群1号･ 2号･ 3号･ 4号墳

(文献32)と長野市大星山古墳群4号墳(文献56)を代表例としてわずかにすぎない｡

合掌形石室との関係についてはどうであろうか｡長野県内での積石塚古墳研究が始まっ

た大正12年の翌年､大正13年には早くも央沢頼道民によって積石塚古墳に今で言う合掌

形石室が用いられていることが紹介されている(文献10)｡以後､積石塚古墳に用いられ
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る石室として合掌形石室が理解されることとなるが､昭和6年に仁科義男氏の調査によっ

て前方後円墳(帆立貝形古墳)である山梨県王家(大塚)古墳で合掌形石室が発見され注

目されることとなり(文献75)､また長野県内においても昭和9年に粟岩英治氏が吉31

号境の調査によっても合掌形石室が必ずしも積石塚古墳のみに伴わないことが確認され始

め(文献76)､昭和28年には小野勝年氏が田麦林畔1号境の調査成果から､積石塚古墳

と合掌形石室が必ずしも結び付くものではないとした(文献77)｡しかし研究の方向性は

全国的にも特異なものとして積石塚古墳と合掌形石室を結び付けた考え方が主流的となる｡

平成2年に大塚初重民は､積石塚古墳をすべて同一視する必要はなく､またすべての積石

塚古墳を渡来人の墓とするには問題があることを指摘している(文献48)｡さらに平成4

年､大塚初重民はただ単に積石塚古墳と合掌形石室を結び付けるのではなく､大童古墳群

の調査から､大童谷支群の各単位支群では､最初に出現した古墳はみな積石塚古墳であり､

しかもそれらの石室は合掌形石室であることを明らかにしている(文献52)｡また平成7

年､山口明氏は長野県以外にも積石塚古墳と合掌形石室が結び付いて構築されている例と

して山形県南陽市桧沢古墳群1号墳･ 2号境を紹介した(文献55)｡長野県以外の発見例

として､また大塚氏の大童古墳群での指摘に類似した好例として注目される｡しかし平成

8年には､土屋積氏によって長野市大星山古墳群の調査結果が報告され､積石塚古墳と合

掌形石室が必ずしも結び付くものではないことを示した(文献56)｡このようにこれまで

の調査･研究から､大童古墳群や長原古墳群などでは古墳群形成の初源的古墳は合掌形石

室を内部主体とする積石塚古墳であったと考えられるが､他の古墳や古墳群では若干異な

った様相を示している｡

今後の研究は古墳や古墳群個々の充分な考古学的分析による積石塚古墳と合掌形石室の

評価をした後に､他の古墳や古墳群との比較検討をする必要がある｡

渡来人との関わりについては､昭和4年の松代町史の中で早くも高句麗からの渡来人と

の関係で述べている(文献16)｡また昭和13年には粟岩英治氏が積石塚古墳と高句麗の

積石塚､さらには日本後紀の信濃への高句麗渡来人記載を関連させ､やはり高句麗系渡来

人との関係で述べている(文献20)｡昭和26年には大場磐雄氏が安坂将軍家古墳群の調

査や新撰姓氏録などの記載から､同様に高句麗系渡来人との関係で述べている(文献23)0

昭和34年には､永峯光一氏･亀井正道氏によって須坂市鎧壕1号墳･ 2号境の調査が行

われ､積石塚古墳としての形状や2号境から出土した獣首面金銅製帯金具から百済や高句

麗との関わりで考えた(文献28)｡また昭和39年には大場磐雄氏･桐原健民らによって､

安坂将軍塚古墳群の調査結果から､高句麗積石塚同様に方形積石塚古墳であり､また日本

後紀の信濃への高句麗渡来人記載から､高句麗渡来人説を補強した(文献32)｡以上のよ

うに､積石塚古墳における高句麗渡来人説については､ここに示した論考以外にも見られ

るが､研究史の流れとしては栗岩英治氏を始めとして､大場磐雄氏や桐原健氏を中心に高

句麗渡来人説が進められてきた傾向がうかがえる｡

この高句麗渡来人説を補強する-資料として文献史料がある｡左記に示した｢日本後紀
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第1史料｢日本旗紀延暦16年｣･r日本後紀延暦18年｣の記事(文献78より)
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延暦16年｣や｢日本後紀延暦18年｣の記事(文献78)がそれであり､前者には渡来人

が安坂の姓を賜ったことが記され､また後者には渡来人に須々岐･豊岡･村上･篠井他の

姓が見られ､これらは渡来人が定住した地として考えられ､安坂は方形積石塚古墳群であ

る安坂将軍壕古墳群との関係で述べられ､また須々岐は針塚古墳を含む薄町古墳群との関

係で論じられてきた(第1史料)｡このような考古学資料と文献史料との相互関連による

分析や評価は否定しないものの､篠井他の渡来人の居住地と考えられる地には積石塚古墳

は発見されておらず､積石塚古墳を渡来人と関係付けるにあったて､すべての積石塚古墳

に文献記載を関連づけることは危険であろうと考えられる｡

最後に積石塚古墳の型式分類であるが､昭和27年に栗林紀道民が4分類し(文献24)､

昭和31年に信濃考古資料でも栗林氏分類(文献79･80)を踏襲し今後の研究の指針とな

るが､ここで土石混合境を含めた広義の積石塚古墳分類となったため､善光寺平の古墳実

態を極端なイメージに作りあげてしまうこととまってしまった｡この後､昭和50年には

小林秀夫氏が標識となる古墳例をあげて3分類し(文献15)､平成3年には鈴木直人氏が

土石混合境を積石塚古墳の範噂から除外した(文献50)｡また平成8年には筆者が標識と

なる古墳をあげ5分類した(文献4)｡最新の研究では平成11年と15年に飯島哲也氏が

積石塚古墳を3塑5式に分類した(文献67･ 70)｡この飯島の分類については､平成8年

の筆者の分類に新たな視点を加え､より明確に示したものと理解できる｡

(彰中国と朝鮮半島(特に韓国)における研究史

まず中国側研究者による高句麗積石塚の研究をみてみることとするが､この中国側研究

者の業績や研究史については西川宏氏が要点を整理しまとめているので､西川氏の論文に

よることとする(文献81)0

まず｢高句麗の積石塚の源流｣の中で､ ｢高句麗の積石塚は､遼西の紅山文化や遼東半

島にみられる積石基の古い地域的伝統の上に青銅器時代後期に成立したものを受け継いだ

ものとみることができよう｡高句麗には積石基と並んで封土墓もあるが､青銅器時代に両

者が併存していたか､封土墓は後世に成立したものなのか､今のところ明らかではない｡｣

とした｡

そして｢墳丘の問題｣をとりあつかった論考を年代順にまとめている｡

まず1960年､解放後最初の高句麗墳墓の調査研究として陳大為氏が桓仁の積石基の報

文を発表し､この中で高句麗墓全体について最初の編年を発表している(文献82)｡

西川氏によると､文化大革命以前は､ ｢高句麗墳墓の形態は積石基も封土墓も方形が主

であるとみており､大型積石基の中には円形もあるとしているが､それが最初から円形を

意図したものなのか､方形が後世に崩れたものなのかは詮索されていない｡｣とした｡

1979年､方起東･劉振華氏は高句麗の全墳墓を対象に次の2類9種に分類している

(文献83)｡

Ⅰ　石基
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①積石石墳墓

②有段積石石墳墓

③階壇積石石墳墓

④階壇積石洞室墓

⑤階段積石石室墓

Ⅱ　土墓

①有壇封土石重量

②階壇封土石重量

③封土洞室墓

④封土石室墓

1980年､李殿福氏は集安地方の12,358基の墳墓の調査をふまえ､高句麗墓の分類と編

年を示した(文献84)｡その方法については､山麓にある石境は比較的古く､河谷や平地

のものや､石境の間にある土境は比較的新しい傾向であるというように､石境を土境より

も古いとすることをふまえ､ 2類9式に分類している｡

Ⅰ　石墳

①積石基

②方壇積石基

③方壇階梯積石基

④方壇階梯石室墓

⑤封石洞室墓

Ⅱ　土墳

①方壇封土石室墓

②方壇階梯封土石室墓

③土石混封石室墓

④封土石室墓

1981年､陳大為氏は1960年の積石基の分類･編年を改定し､外形と内部構造により3

種に分類している(文献85)0

①円丘式積石基

②階台式積石基

③階台式石室墓

1983年､方起東･林至徳氏は高句麗の古墓を2大別し､土墓は集安においては石境よ

りも後出するとし､さらに土石混合による墳墓のあることを指摘している｡また積石基に

ついては､有壇･階壇と分類しているので(文献86)､方形であることを前提にしている

ようである｡

1984年､王承礼氏は2類9種の分類･編年を示している(文献87)｡

Ⅰ積石基
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①方丘状積石基

②方壇横石基

③方壇階梯積石基

④方壇階梯石室墓

⑤封石洞室墓

Ⅱ　封土墓

①有壇封土石童墓

②階壇封土石室墓

③封土洞童墓

④封土石室墓

とし､高句麗における積石塚の上限年代を紀元前1世紀より更に古く､下限年代は7世紀

初頭まで続き､ 3世紀ないし5世紀に最も発達するとした｡

同年､林至徳･軟鉄華･博佳欣･張雪岩･孫仁傑民らは土墓について､ 4世紀に封土石

童墓が出現するが､積石基は継続し､高句麗滅亡後まで及ぶとしている(文献88)0

1985年､方起束氏は最初の高句麗石境を積石基とよび､それは円形ないし楕円形を呈

しているが､本来の形状ではなく外形は整っていないものとし､積石基が傾斜地につくら

れることによって､積石崩壊を防ぐために墳端に大型の石を置くことから方丘式の積石基

に発達したとしている｡そしてこれらの年代については､出土遺物から西暦紀元前後､あ

るいは高句麗建国とされる紀元前37年前後と考えた(文献89)0

そしてこの中で石基について以下のように分類している｡

①積石基(外形は不整形)

②方丘式積石基

③有基壇積石基

④方壇積石基

⑤階壇積石基

1987年､貌存成氏は石基について､

①無壇石墳墓(最も簡単な形態)

②方壇石墳墓

③方壇階梯石墳墓

④方壇石室墓

⑤方壇階梯石室墓

と分類し､無壇石墳墓の出現を｢李殿福氏や方起束氏の指摘に加え､ -中略一高句麗政権

建立以前に存在した類型の一つ｣としている｡そしてこの中で､ ｢即ち積石基は高句麗の

民俗的葬俗で､封土墓は4世紀後半に受容した中原や南方の葬俗であるというのである｡｣

とした(文献90)0

上記の貌氏の編年案については田村晃一氏が考察している｡この中で､貌氏の論考につ
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いて以下のように紹介している｡

｢高句麗の墓では､右横から石室へ､積石から封土へという変化はほぼ同時に進行してい

るが､その開始の時期には少し違いがある｡前者は3世紀末ないし4世紀初であり､後者

は4世紀中葉である｡そして5世紀には両者が完了している｡従って3世紀末～4世紀初

から5世紀にいたる間に､一種の過渡的な型式である積石石室墓が出現したのである｡｣

とした(文献91)0

以上､中国側研究者の研究史をふまえ､西川氏は｢積石基は方形ないし長方形の平面形

が主流であるということが分かった｡ -中略一円形の基壇というものは未だ報告されてい

ないから､そのようなものはなかったとしてよかろう｡ただ不整形のものがあったかどう

かは問題として残る｡基壇の形は方形ないし長方形であるか､墳頂部の形状はどうなって

いたのか､裁頭方錘台形なのか､円味をもっていたのか｡こうした点はこれまで全く記述

されていない｡一中略-なお石基とか石墳とよばれる場合､それは単純に積石基と理解す

ることはできない｡それは石を使用した墳墓

という程度の意味で､石廓や石室をもつ封土

墓も含まれているからである｡果たしてこの

ような分類法は有効であろうか｡｣と(文献

80)､これまでの日本における積石塚古墳の

概念規定への反省に通ずる重要な指摘をして

いる｡

1991年､李殿福氏による日本での公開学

術講演に先だってあらわされたものをまとめ

た｢高句麗･瀞海の考古と歴史｣ (文献92)

を西川宏氏が翻訳している(第6図･第7

図･第8図)0

その中で､集安の高句麗墳墓全体を石項

類･土壌類に二大別し､石墳類(積石塚)を

5分類している｡

第1形式は､積石基で1966年の統計によ

ると､全墳墓中の26パーセ

ントを占め､最も多いものの

一つである｡最も早く出現し

た形式で､高句麗建国から5

世紀まで続いた｡詳細な形式

説明はないが､方形を意識し

石を積上げたものと考えられ

る｡
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第2形式は､方壇積石基で全墳墓の10パーセントである｡築造技術からみて､積石基

より一歩前進している｡周りに基壇が出現し､積石基に比べ牢固さを増し

ている｡後漠時代から4世紀にかけて造られた可能性がある｡

第3形式は､方壇階梯積石基で全墳墓の3パーセントである｡第1 ･第2形式から進ん

だもので､階段が出現し､身分の高い人物の墳墓と考えられる｡榔室が墳

頂部にある｡

第4形式は､方壇階梯石室墓でその数はさらに少なく､総計二十数基である｡第3形式

に似ているが墓室(日本でいう横穴式石室)を持つ｡

第5形式は､封石洞室墓で全墳墓の4パーセントである｡墓室の位置が墳頂中央から地

表に移っており､また土境の特徴も持つことから､土境と石項の交換の時

期に出現した形式である可能性が考えられる｡

とし､これまでの研究を簡潔にまとめた｡そして第1の積石基は､数量が最も多くその存

在した年代も最長で青銅器時代より5世紀まで続いたとした｡

ここで日本側からの高句麗積石塚の研究をみることとする｡

1982 (昭和57)年､田村晃一氏は､陳大為･李殿福･朱栄意氏(積石項を内部構造を

基準に分類)､鄭燦永氏(積石境を外部構造を基準に分類)らの研究史や､それぞれの問

題点をふまえながら､以下のように分類している(文献93)0

第1 -石榔積石塚(大きな石で天井を構築しなかったもので一種の竪穴式石室で､それ

第7国　中国吉林省集安の山城下茎区の積石塚群(後方は丸都山城)筆者撮影
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ぞれは時代的に並行し

た｡)

a類-単に方台形または方

錐形の封丘を持つも

の｡《李氏Ⅰ (当論

に示した李氏1980

年の①)式積石基≫

b類-方台形または方錐形

の封丘の裾まわりに､

1段の基壇をめぐら

したもの｡ 《李氏Ⅱ

● ､　■　　′▲　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■←

- ■■◆- - ▼､▲■                                                  ●■
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第8図　集安の山城下基区の積石塚(弟壕)筆者撮影

(当論に示した李氏

1980年の②)式方壇積石基≫

C類-数段の階段状に構築された墳丘を持つもの｡ 《李氏Ⅲ (当論に示した李氏1980年

の③)式方壇階梯積石基》

第2 -羨道付石都債石塚(第1式に羨道のつくようなもので類例は少ない)

a類-廓室の幅がせまく､単葬用であるもの｡

b類-榔室の幅が広く､本来合葬用であると考えられるもの｡

第3 -石室積石基(横穴式石室を有するもの)

a類-石室の天井が類等薩式になっているもの｡

b類-石室の天井が平天井式になっていて､床面は地表近くに位置するもの｡ほとんど

の石室石塚はこの類に属している｡石室は2室または3室が並列する例が多い｡

C類-石室の天井が平天井で､床面は地上より相当高く､石室の幅も広いもの｡ 《李

氏Ⅳ (当論に示した李氏1980年の④)式方壇階梯石室墓≫

とし､さらにこれらをふまえて､ ｢石榔積石塚から羨道付石都債石塚へ､そしてさらに石

室積石塚へと順次発展していったという考えには同意できないものがあるが｣とし､ ｢石

室封土境が高句麗の古墳の中でも新しい段階に出現する墳墓型式であることは明白な事実

である｡従ってこの石室封土境の石室と密接な関係をもつと思われる石室を備えた石室積

石塚が､石榔積石塚よりも新しいものであるという考え方は､誰しもが容易に考え付くと

ころであって､それは決して間違いではない｡｣とした｡そして､中国側研究者の編年･

分類については検討が必要であるとし､年代については｢筆者のいう石榔積石塚の年代は､

紀元前後頃を中心とする､ある幅をもった時間的位置を占めているといえる程度のもので

しかない｡一方､石室積石塚についてみてみると､そのC類の年代の一端を､太王陵や将

軍塚によって､ 4世紀後半から5世紀初とすることはほぼ間違いないところであろう｡｣

とした｡また｢紀元前3世紀中頃から4世紀中頃に至る間のある時点まで､高句麗の王陵

は石榔積石塚であった｣であろうと推測し､石室積石塚b類の年代については､小田富士
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雄氏の年代観が妥当とし5世紀前半から中頃のものとした｡

さらに｢類等隆式天井をもつ石室積石塚a類の構築と､同穴合葬の風習の出現が-中略

-その時期はおそらく3世紀未から4世紀前半頃のこととして大過ないであろうと考えら

れる｡｣とした(文献93)｡

以上は中国吉林省集安における高句麗墓を中心とする研究であったが､次に韓国におけ

る積石塚の研究をみてみることとする｡

韓国における積石塚の大きな成果は､ソウル大学がおこなった石村洞古墳群の調査とい

えよう｡これは､ 1975年と1983年に報告され､積石塚の構築状況も記録されたものであ

る(文献94)0

1976年､金基雄氏は石村洞3号墳･ 4号境を基壇積石塚と紹介した｡また京畿道楊平

郡西宋面没湖里にある積石塚を紹介し､川原石を積み上げたもので､階段状に三段積みあ

げたものであろうと推察し､これが高句麗初期の積石塚である禿魯江流域の味覚里第75

号墳･同92号境と同じ形式とした(文献95)0

1984年､金元龍氏は石村洞3号境について､ ｢基底部に板石をめぐらしたいわゆる基

壇式である｡積石も川原石ではない山石であって､高句麗積石塚としては第二段階のも

のに相当し､古墳の位置も河岸から離れた墓地であって､高句麗との共通性をみせてい

る｡｣とし｢いわば漠江版積石塚ともいうべき地方的特色をもったものといえよう｡｣とし

た｡さらに､高句麗古墳であることは否定できないが､百済建国者たちが高句麗から南下

して造りえたとみることができ､その年代をおよそ4世紀から5世紀頃のものとした(文

献96)0

1989 (平成元)年､東漸氏によると韓国における積石塚は石村洞一帯のみならず､漠江

中流域から上流域にも存在し､北漠江の汝湖里の方形積石塚や琴南里･雨水里でも積石塚

が分布するとのことを紹介した｡また恩情北道の忠州ダム水没地域において､ 1981年よ

り総合調査がおこなわれ､河原石(一部山石)が用いられているものもみつかっているよ

うである｡さらに､江原道の春川市中島では1辺15mの方墳で河原石を積みあげたもの､

また平昌郡平昌邑鷹岩里でも河原石による積石塚がみつかっていることを紹介した｡

また漠江流域では4世紀には積石塚が出現するが､この100基以上の積石塚すべてが高

句麗人の墓と断定しえないとした｡また4世紀未から5世紀前半代に高句麗が漠江下流域

を領有していたとするならばまたその被葬者の推定も異なるだろうとし､ 4世紀後半には

横穴式石室が当地域にも存在していたことなどをふまえ､積石塚の被葬者については今後

の発掘調査に期待せざるをえないとした(文献97)0

1989年､ 『韓国の考古学』の中で金元龍氏は､ ｢これら石塚の型式分類や編年などにつ

いては､中国､北朝鮮､そして日本の研究者たちからそれぞれ提案がなされている｡しか

し､その分類基準が型式発展的または時間的意義をもつという確証がないかぎり､積石塚

の型式は細分すればするほど問題が複雑になり混乱するだけである｡ことに南韓もそうで

あるが､日本の研究者たちも､横石塚の諸型式を実際に観察したり､発掘してみた経験
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がなく､すべて報告文献を通し

ての考察や理解なので､構造や

外形などについて実感的理解が

困難である｡北朝鮮文献の文章

は､われわれ韓国人にとっても

往々にして難解であり､誤解し

やすい部分が多いので､文献を

通しての考察にはおのずから限

界があると考える｡｣とし(文献

98)､現在の積石塚研究における

資料解釈の物理的側面からの研

究の現状と､各国々の研究者の

資料解釈への誤解や矛盾につい

て指摘した｡

またこの中で､林永珍氏は

｢石村洞1号境は､その上部に築

造された石榔境から､ 4世紀初頭

とみられる直立塩類壷が出土して

いることから､ 3世紀中葉までさ

かのぼるものとみられる｡したが

って､石村洞一帯の積石塚は､遅

くても3世紀中葉頃からは築造さ

れ始めたとすることができる｡こ

第9囲　漆谷･多雷洞古墳群1号墳(文献100)

第10図　漆谷･多宮洞古墳群2号墳(文献100)
のような積石塚は､ 5世紀に入っ

てからは高句麗の影響を受けた石室境に替わりながら平地から離脱して､可楽洞･芳美洞

の丘陵地帯に築造されていたが､公州遷都以後にもソウル地区で一部継続して築造された

ものと思われる｡｣とした(文献99)｡

1990 (平成2)年､田村晃一氏は貌存成氏の積石塚分類に対する論考を示し､その中で

｢高句麗の積石塚の内部に設けられた石室をすべて同一視して取り扱ったことは問題であ

る｡｣と指摘した｡また高句麗における積石塚の起源等についてもふれている(文献91)0

1991年､漆谷多富洞古墳群の調査報告が島原大学博物館より出された｡漆谷多富洞古

墳群では22基の墳墓が調査され､そのうち石榔積石塚は4基調査された(第9図･第10

図)0

報告によると､この新羅の木椀積石塚の一系譜にあると考えられる石榔積石塚は､同じ

慶尚北道漆谷郡の鳩岩洞古墳例のように石室を石で覆うものや､また石室上に盛土をし､

さらに石で覆う構造のものであり､この構築方法を｢茸石された古墳｣とするか､ ｢積石
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塚古墳｣とするかは難しいところがあるが､シナノの積石塚古墳の一類型に類似している

ようにも考えられる｡調査結果から､その年代は5世紀末以前にはさかのぼらないとして

いる(文献100)0

いずれにしても､時代によって百済･新羅･伽耶のそれぞれが領有する範囲のちがいは

あろうが､新羅あるいは加耶地域における石榔積石塚(日本の積石塚古墳に類似?するも

の)の資料が調査されたことの意義は大きく､また図面や写真でみる限り大童古墳群での

5世紀中頃から6世紀前半にかけての積石塚古墳に類似しているようにも考えられる｡

1992 (平成4)年､藤井和夫氏は石村洞4号境を4世紀後半頃のものとし､これらの積

石塚が高句麗の影響下に出現したとした｡また､この石村洞4号境の横穴式石室が百済に

おける最初のものと位置づけ､高句麗において4世紀半ば頃から造られ始めた高句麗の横

穴式石室の影響によるものとした(文献101)0

以上､概略的に韓国での積石塚に関する韓国側･日本側の研究者の論考をみてきたが､

あらためて金元龍氏の指摘していることが研究の現状を示すものと実感させられずにはい

られない｡

1995 (平成7)年､東潮氏は高句麗積石塚を以下のように9分類し､年代も示した｡

第1類型(無基壇円丘石榔積石塚) :紀元前1世紀から3世紀頃まで(第11図)｡

第2類型(方壇付円丘石榔積石塚) :紀元前後に出現し3世紀後半｡

第3類型(方壇石榔横石塚) : 275､ら3世紀に出現し5世紀代まで｡

第4類型(方壇階梯石榔積石塚) : 2世紀前後から5世紀後半｡

第5類型(方壇階梯石榔連接積石塚) : 2世紀頃から4世紀後半｡

第6類型(方壇階梯石室積石塚) : 4世紀代に出現し5世紀前半｡

第7類型(方台形石室積石塚) : 6 ･ 7世紀から瀞海まで｡

第8類型(方壇石室封土墳) : 5世紀後半以降｡

第9類型(石室封土墳) : 4世紀中頃に出現し瀞海まで｡

第1類型については､ ｢不正形な楕円形･円形積石塚｡河原石･山石を円丘形に積み上

げた墳丘で､一定の区画と段(檀)集をもつ｡方形

化以前の段階のものと位置づけられる｡埋葬施設は

石廓で､墳丘の上部に構築される｡｣とし､第2類型

は｢円形･円丘形の無基壇積石塚に方形壇が付設す

るもの｡壇は小口積みである｡｣とした｡また第3類

型は初期積石塚の典型とした｡

そして発展段階として､第1段階は紀元前1世紀

に第1類型が出現した段階､第2段階は第3類型へ

の定型化､そして第3段階は第6類型の出現とした｡

また3世紀段階まで円形積石塚が造られていたこ

とを示したことは､非常に大きな成果と考える(文

第11図　下活龍8号墳(文献102)

東湖氏の第1簸型
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献102)0

以上のように積石塚古墳や積石塚の研究･論考は多々あるが､これらの研究史をふまえ

高句麗･百済･ (新羅) ･日本(樽に中部高地の善光寺平を中心として)の積石塚古墳の検

討を試みたい｡

⑨シナノの積石塚古墳について

ここで日本､特にシナノの積石塚古墳についてみてみることとする0

シナノの積石塚古墳の分布は､大童古墳群を中心に上高井郡･埴科郡といずれも善光寺

平の千曲川東岸にその集中をみせている｡これまで積石塚古墳といわれてきたものは､栗

林紀道民以来､ ①石塊のみ･ ②内部は土､上部が石塊･ ③内部は石塊､上部が土･ ④石塊

に土が混在､するものを含み､積石塚古墳が広い範囲でとらえられていた｡

筆者が見てきた中では､高句麗の都集安においても横石塚といわれるものの中に土石混

合とするようなものが含まれているが､やはり積石塚といわれるものの基本は石塊のみに

よるものであった｡そして横穴式石室などをつくるための石はしっかりと積みあげられ､

さらには裏込め等もなされ､それを覆うように撞事大･人頭大などの石が積み重ねられて

いた｡

先にふれた中で､高句麗の積石塚に関する

分類等については､束潮氏(文献102)や李

殿福氏(文献92)の論考を参考にしたい｡

シナノでは積石塚古墳についてはいくつか報

告がされているが､あえて高句麗における積石

塚に類型を求めるならば､束潮氏の無基壇円丘

石榔横石塚や李殿福氏の積石基(あえて加えれ

ば方壇積石基)が近いものといえよう｡

しかしシナノにおける積石塚古墳の墳形等

の詳細な調査は少なく､確実に方形として報

告されているものは東筑摩郡坂北村の安坂将

軍家古墳群での1号墳･ 2号墳･ 4号･大星

山4号墳のみである(文献32･55･ 103)0

束氏によれば高句麗でも紀元前1世紀から3

世紀代に円形や方形の積石塚が造られていると

のことであるから､積石塚古墳は方形でなけれ

ば高句麗や百済との関係は語れないとするこれ

までの考えばかりではなさそうである｡

ここでシナノにおける代表的な積石塚古墳

をあげながら墳丘の分類をおこなってみたい｡

76　1章　シナノの古墳文化二相

第12図　安坂将軍壕古墳群1号墳(文献32)



○安坂型-安坂将軍塚1号境を典型とするもので､方形で埋葬施設に関わる部分のみな

らず､墳丘に関わるすべてが裸によって造られているもの｡そしてその立地は

山の斜面および山麓にある｡

例･安坂将軍塚1号墳(文献32･ 103) (第12図)

方形･南北1辺10-11m､東西1辺8-9m･墳頂平坦部南北1辺10m､東西

6m･高さ2.4-4m･竪穴式石室･山の中腹テラスにあり･ 5世紀代

安坂将軍塚4号墳(文献32 ･ 103)

方形･ 1辺15m･高さ1-3m･横穴式石室･山麓にあり･ 7世紀代

○王塚型-菅間王塚古墳を典型とするもので､円形あるいは円形に近い不整形で､安坂

型同様に墳丘に関わるすべてが裸によって造られているもので､その規模は

15m以上の大型のものである｡その立地は山の斜面および山麓にある｡

例･菅間王塚古墳(文献104) (第

13図

円形･直径34m･高さ6.7m･

横穴式石室状の合掌形石室･山

麓斜面にある･ 7世紀代(5世

紀代と考えられる可能性もあ

る) (注-円墳とされているが､

方形あるいは円形に近い不整形

とも考えられる｡また2段築成

の可能性もある､というのが現

状で､保存を前提とした詳細な

調査がされることを期待したい｡)

第13図　菅聞王塚古墳　筆者撮影

(注-今後､上記のような調査による結果しだい

では､安坂型的な大型のものとしての類型となる可能性もある｡)

○鎧塚型-八丁鎧塚1号項を典型とするもので､円形あるいは円形に近い不整形で､安

坂型同様に墳丘に関わるすべてが裸によって造られているもの｡その立地はな

だらかな扇状地あるいは平

地にある｡

例･八丁鎧塚古墳1号墳(文献

28･105) (第14図)

円形もしくは円形に近い不整

形･東西径23m･墳頂部径10

m･高さ2.5m･扇状地にあ

る･ 4世紀後半

八丁鎧塚古墳2号墳(文献28･

105)

第14図　八丁鐙壕1号墳　筆者撮影
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円形もしくは円形に近い不整

形･東西径20m･南北25m･

墳頂部径4-5m･高さ3.6m

～5m･扇状地にある･ 5世

紀後半

○大童型-大童古墳群や吉古墳群

などで多くみられるもの

で､円形あるいは円形に

近い不整形で､安坂型同

様に墳丘に関わるすべて

が裸によって造られ､そ

の規模は15m以下で高

さも2m程度以下のもの｡

その立地は山の斜面ある

いは山麓にある｡

例･大童225号墳(文献52･ 106)

(第15図)

円形･東西､南北ともに径約

12m･北から南へ下がる細い

丘陵尾根上にある･ 5世紀末頃

○針塚型-針塚古墳や大童23号境

にみられるもので､円形で

葬施設に関わる石やマウン

ドの裾石･内回りの石組み

を土のマウンドとともに造

り､そのマウンド全体を覆

うように山石や河原石が多

く積まれたもので､外見上

は石のみで構築された積石

塚古墳とあまりかわらない

もの｡

例･針塚古墳(文献48)

円形･直径20m･復元高さ

3m以上･竪穴式石室･扇状地

にある･ 5世紀後半

例･大童23号墳(文献51) (第16
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第15図　大童古墳群第225号墳(文献52)
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第16図　大童古墳群第23号墳(文献51)



囲)

円形･直径17.85mx 13.23m ･高さ2.92m ･横穴式石室･扇状地の緩傾斜面が山

斜面の急傾斜にかわる交換点の手前にある･ 7世紀前半

以上､筆者の考える類型を設定したが､これまでに広い意味で積石塚古墳と呼ばれてい

たもの､あるいは呼ぼうとするもので､今回積石塚古墳ではないと考えるものを記してみ

たい｡

①マウンドを構築するにあたって土と石を混えたもの｡これは盛土古墳を造るにあたり

石が混在したもの｡

②埋葬施設を構築するための石室材･裏込め石や裾石や内回り石などが､墳丘土の崩れ

等により露出､あるいはもともと土を盛っていなかったことによって､一見土石混合

境や積石塚古墳にみえるもの｡

③墳丘の崩れなどを防ぐ意味合あいの強い茸石として墳丘に石が用いられているもの｡

これらの類型設定をもとに､田村晃一氏や金元龍氏などが指摘しているような問題をふま

え､中国や韓巨削こおける積石塚とシナノにおける積石塚古墳の関連について考えてみたい｡

まず集安での積石塚の類型を参考にするならば､その基本形は戟頭方錐形を呈した方形

プランを基本としている｡その概念からすると安坂型が最もそれに類似する､しかし東漸

氏が示したように3世紀代まで高句麗積石塚に円形のものがり､さらに百済･新羅地域の

積石塚の中にも不整形や円形をしたものが含まれるとすると､方形にこだわる必要はなく

王壕型･鎧壕型･大童型もその類似性を考慮する必要があるかも知れない｡

また､シナノの積石塚古墳のタイプとは異なるが石村洞3号境や､あるいはシナノの積

石塚古墳に類似していると思われる多富洞古墳群での石榔積石塚は土を主体とする墳丘の

周囲に石をめぐらし､石を覆いかぶせるような構築方法をとっていることを考えれば針壕

型にもその類似性がうかがえる｡

シナノの積石塚古墳を考える場合､ ｢環境自生鋭｣を起因とするものもあると考えられ

るが､多くが盛土古墳を造っている地域に積石塚古墳が造られたことを考えれば､その多

くは｢大陸起源鋭｣に起因するものと考える｡またその伝播については､多くは大和政権

下の意図のもとに渡来～派遣された人々によるものと考える｡おそらく文献に残された記

録以上に人々の往来があったものと考えられる｡

そのような人々の往来の中で､習慣として特に保守的な埋葬方法がこの善光寺平に残さ

れたものであると考えられ､その初現が鎧塚1号境や安坂将軍壕1号境が造られた4世紀

後半から5世紀前半とする時期であった｡鎧塚1号境については､方格規矩四神鏡や石

釧･貝釧など同時期の前方後円墳の副葬品と同様の品々を保有していたにも関わらず､あ

えて積石塚古墳を造り､安坂将軍壕1号境については方形の積石塚古墳を造ったことを考

えれば積石塚古墳構築へのこだわりが読み取れる｡

東アジアにおける4世紀後半から5世紀前半にかけての活発な動きは､高句麗の拡張政

策に起因するものであるが､高句麗のみならず百済や加耶の人々の動きなど単純なもので
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はなかったことを､積石塚古墳の検討から推測させられる｡また考え方によっては､シナ

ノにおいて積石塚古墳が造られた約200年から250年間という長い年月を考えれば､たと

えば5世紀に造った人々､ 6世紀に造った人々､ 7世紀に造った人々の出身地域のちがい

が積石塚古墳の構築にちがいをみせる一因になったとも考えられる｡いずれにしてもシナ

ノに入って初期積石塚古墳を造った人々は､大和政権の東国経営の一端を担う意図による

ものであったと考えられる｡そしてそれぞれが故郷での習俗･習慣をシナノの中に表現し

た時､積石塚古墳が出現し､積石塚古墳を造ることが可能な地域では､その伝統が引き継

がれ､いつしか在地に同化しながら積石塚古墳を造る必要がなくなっていたものと考える｡

最後に､あえて構造面からシナノの積石塚古墳の変遷を考えれば､鎧壕1号古墳などの

高句麗的なものから､大童古墳群などでみられるような高句麗積石塚の影響によって造ら

れたであろう百済･加耶地域にみられるものへと時代が下がるにしたがって変わっていっ

たと考えられ､それは4世紀後半から5世紀前半の積石塚古墳出現期に高句麗的なものが

多く､ 5世紀中頃以降に百済･ (新羅)地域的なものがあらわれてくるように現段階では

考える｡

3　合掌形石室

この｢合掌形石室｣と言う名称については､もともと大正13年に矢沢頼道民によっ

て長野市松代町の皆神山周辺の積石塚古墳に｢屋根型天井｣を持つ古墳があると紹介さ

れたことに始まる(文献10)｡以降｢粗製組合式家形石棺｣ (文献13) ･｢拝み式｣ (文献

107)イ三角形石榔｣ (文献14)イ横口式｣ (文献75)イ屋根型式石榔｣ (文献108)など

の名称で呼ばれたが､昭和3年に岩崎長思氏が｢屋根型に合掌せしめたり｣と表現し(文

献14)､昭和9年に栗岩英治(酵古)氏が現在の長野市吉古墳群31号境の石室に対して

｢合掌石棺｣と言う名称を用いた(文献76)｡この後､昭和26年に大場磐雄氏は｢合掌式

石室｣と呼び(文献23)､昭和30年には大塚初重民が所謂｢合掌形石室｣と言う名称を

用いて(文献26)､現在に至っている｡

このように本来､ ｢合掌形石室｣と言う石室名称は長野県の善光寺平に分布する板石を

屋根形に組む石室に対する名称として理解するものであるが､西日本を中心に見られる傾

向として､佐賀県桧浦郡浜玉町谷口古墳束石室などの初期横穴式石室や(文献109)､徳

島県三好郡三加茂町丹田古墳(文献110)や奈良県天理市黒塚古墳石室(文献111)の竪

穴式石室に見られるような､板石を小口積みに持ち送りし天井石を用いない天井構造に対

しても昭和46年の丹田古墳の調査以来｢合掌式(形)天井｣ ･ ｢合掌形石室｣の表現が用

いられている｡一見屋根形にするこの形態のものの起源が同一に求められ､仮に新来文化

の一連の枠組みの中に位置付けられたとしても､形態は類似していながらも､構築方法は

まったく異なり､善光寺平に一類型として定型化した石室構造が存在することを評価すれ

ば､ ｢合掌形石室｣という名称については､これまでの研究史からも本来善光寺平で定型

化した合掌形の石室に対する名称であるべきものであると考える｡しかし西日本で言われ
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る合掌形石室との混乱を避けることに注意を払うならば､あえて｢善光寺平塑合掌形石

室｣とする名称を捷唱するものである｡

①日本における研究史

1924 (大正13)年､矢沢頼道民は現在の長野市松代町に所在する笹塚古墳や空塚古墳

の石室例をあげ､長野県の積石塚古墳の中に今で言ういわゆる合掌形石室を埋葬施設とし

て用いていることを初めて紹介した｡また松代町大童の古墳群中にも同様の石室が存在す

ることも､桧代町の研究家大平喜間多氏の談として紹介した(文献10)0

1925 (大正14)年､岩崎長思氏は土石混合境の金鎧山古墳や積石塚古墳と考えられる

ニカコ(ニカゴ)塚古墳の石室が屋根塑石廓であることを紹介した｡また大童の谷間の無

名の古墳にも同様の石室があることを紹介した(文献12)0

1926 (大正15)年､森本六爾氏は金鎧山古墳の研究の中で｢粗製組合武家塑石棺こそ

本古墳の示現する文化の地方相の好例｣とし､合掌形石室を屋根形天井をなす石棺との関

係でとらえようとした｡またこの中で､ニカゴ塚古墳について｢箱式廓の如き観あるを否

定しがたし｣と箱式の合掌形石室と紹介した(文献13)0

同年､樋畑雪潮氏は大童古墳群についてふれ､ (合掌形)石室については｢拝み式｣と

表現した(文献107)0

そして昭和に入ると横石塚古墳の研究同様資料の増加に伴い､その起源や系譜について

の議論が進められる｡

1928 (昭和3)年､岩崎長思氏が積石塚古墳である和栗古墳の報告をし､この中で三角

形石廓として｢側壁と天井石とを別々に設けず､其両者を兼ねたる輝石安山岩の大平石を

屋根型に合掌せしめたり｣と紹介した(文献14)0

1929 (昭和4)年､松代町史において合掌形石室である長野市桧代町笹塚古墳･空塚古

墳･大童の無名2古墳について､ ｢平盤状の天井石を両側から二等辺三角形状に組み合せ

て､恰も切妻式家屋の屋根と同様の形状｣とし､同様なものとして金鎧山古墳･和栗古

墳･ニカゴ塚古墳をあげている｡また屋根型式の石廓は積石塚古墳に限られているとした

(文献16)0

1931 (昭和6)年､仁科義男氏は山梨県の前方後円墳(帆立貝形古墳)である王壕(大

塚)古墳の合掌形石室を紹介し､長野県以外にも合掌形石室があり､それも前方後円墳

(帆立貝形古墳)にあることなどに注目した(文献75)0

1934 (昭和9)年､粟岩英治(酵古)氏は現在の長野市吉古墳群31号境について､ ｢-

墳双在の合掌石棺｣と紹介し､初めて石室名として｢合掌石棺｣と言う名称を用いた(文

献76)｡

1936 (昭和11)年には軽部慈恩氏が､朝鮮半島における百済時代の古墳の石室構造を

類型化し､その第6類型として天井を合掌形にするものとして設定し､その類例として校

村里1号墳･校村里4号境を紹介した｡これらの石室が切妻家形玄室であると紹介した
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(文献112)0

しかし善光寺平でみられる合掌形石室との関係については何もふれられていない｡

1944 (昭和19)年､斉藤　忠氏は｢被葬者の死後の生活を苦慮に入れた信仰的な意図

や､或いは石材の関係による構造上の便宜や､或いはまた既に森本氏も考察してゐる如く

に､家塑石棺との関係などもあらためて考慮しなければならぬものであろう｡｣とし､ま

た横穴式石室で天井が合掌形を呈するものが百済の古墳にあることを述べ､ ｢朝鮮におい

て三国時代の古墳に見られる事実である｡｣とした｡さらにシナノにおける合掌形石室を

百済文化と関連づけ､百済からの渡来人との関係でとらえようとした｡この斉藤氏の論に

は賛否はありながらも､現在の合掌形石室の研究の-底流となっていることは事実である

(文献99)｡

1951 (昭和26)年､大場磐雄氏は金鎧山古墳の石室について､初めて｢合掌式石室｣

と記載した｡さらに積石塚古墳と合掌形石室がセットとなる古墳をあげ､合掌形石室を有

する古墳群が他と異なることを示した｡渡来人との関わりについては､積石塚古墳同様に

高句麗系渡来氏族との関連で述べている(文献23)0

1953 (昭和28)年､小野勝年氏はこれまでの積石塚古墳と合掌形石室を関連づけた研

究に対して､林畔1号境の例を用いて積石塚古墳ではない古墳にも合掌形石室があるとし

た(文献77)0

1955 (昭和30)年､大塚初重民が所謂｢合掌形石室｣と言う表現を用いた(文献26)｡

1956 (昭和31)年､米山-政氏は1つの古墳に3つの石室(合掌形石室- 1､箱式石

棺- 1､未完成- 1)をもつ長野市池ノ平古墳の調査をした｡

そして合掌形石室と箱式石棺のちがいは天井石の差であるとされ､合掌形石室の性格を

考える上で貴重な資料とした(文献113)0

同年､信濃史料刊行会によって合掌形石室の集成がされ､ 36例の資料が集められた(文

献25)0

1962 (昭和37)年､大塚初重民は横石塚古墳に伴う合掌形石室と他型式の内部施設と

の関係や､合掌形石室自体の考古学的な研究の必要性を説き､その中で大童古墳群につい

て一群集境としてとらえるものではなく､シナノ全域の古墳群との関係で考える必要を説

いた｡そして文献にみえる官牧との関係についても､考古学的にどのような形でとらえて

いくかなど､今後の研究の方向性について述べた(文献30)0

1967 (昭和42)年､米山-政氏･下平秀夫氏は合掌形石室を分類し､横穴式石室のよ

うな羨道を有するものと､竪穴系のものでも側壁が内偵するもの､大形で側壁が直立し天

井石が側壁の上端にのるもの･側壁がなく二等辺三角形の断面を示すものの4類に分類し

た(文献114)0

1968 (昭和43)年､大塚初重･小林三郎･下平秀夫氏は長原古墳群の調査の中で､渡

来人との関連について､古墳群形成の中で合掌形石室をもつニカゴ塚古墳が形成初期段階

のものと考えるとすれば､この合掌形石室にその関連を求められるであろうとした(文献
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34)0

1969 (昭和44)年､大塚初重民は大童古墳群の研究を通して､大童古墳群を構成する

各単位支群にはそれぞれ2基から数基の合掌形石室があることをその特色として指摘した

(文献35)｡

1976 (昭和51)年､米山-政氏は上水内郡誌歴史福の中で､合掌形石室を持つ吉古墳

群31号境や33号墳他の報告がおこなわれた(文献115)0

1978 (昭和53)年､小林秀夫氏は研究史をふまえつつ､合掌形石室を5つに分類した0

A　金鎧山形式-金鎧山古墳を代表とするもの｡石室は長方形で箱式石棺状である｡

B　大童古墳群第1類形式-大童168号墳･365号墳･357号境を代表とするもの｡

A類と類似するが側壁は直立し高い｡

C　大童古墳群第2類形式-大童112号墳･吉1号境などを代表とし､側壁はやや内

傾気味で､第1類に比較して低い｡第1類に比べ租型化している｡

D　笹塚古墳形式-横穴式石室のように羨道部と玄室部に分かれているのが最大の特

色｡

E　和栗古墳形式-側壁らしいものはなく､二等辺三角形状に天井石を組み合わせた

もので､プランは長方形である｡合掌形石室ではかなり大きい方である｡

とした｡

さらに､これらの分類をそれぞれ時代別にⅠ期からⅣ期までにわけ､ Ⅰ期-6世紀初

頭･ Ⅱ期-6世紀後半･ Ⅲ期-7世紀後半･ Ⅳ期-7世紀終末から8世紀前半とした｡

合掌形石室の構築については､大童古墳群では継続的であるが､他の古墳群については

単発的なものであるとした｡

また以下のように指摘している｡

｢大塚博士の指摘されたごとく合掌形石室は2-3基ごとに集中的に分布することは､ 90

基という群集境である吉古墳群にも認められる｡｣とし､ ｢大童124号､吉1号境にみられ

たような合掌形石室の併列との差を､散在的分布をみせた地域の合掌形石室のあり方を含

めて､今後被葬者の性格を考える上で重要な問題と思われる｡横穴式石室系の合掌形石室

での笹塚､王塚古墳が分布する萱間古墳群にも同様の事実が指摘できるところに興味深い

問題がひそんでいると思われる｡｣とした｡そして善光寺平に分布する地域･分布しない

地域への分析もおこなった｡

そしてさらに｢7世紀後半から8世紀にかけて最盛期をむかえるが､共同体の分解とい

う内部的な理由以外にも､外的な要因一大和政権の政策によってこの地に派遣された半島

からの渡来人の系統の人々の力がこのような独自な墓制を盛行させた｡善光寺平の古墳の

分布をみてもかなり特色があるこれらの要素は､善光寺平の古墳の独自性ということだけ

では解決できない問題であろう｡｣とした｡また｢合掌形石室も盛土であり､韓国の百済

文化の中にみられた合掌形石室も盛土壕である｡どのような過程の中で横石塚古墳と呼ば

れる古墳と結びつくかは今後の残された大きな問題に発展されようか､いずれにしても大
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室古墳群の発展の中で積石塚古墳と合掌形石室は非常に関係潅いものになる｡｣と重要な

指摘をした｡

まとめとして､合掌形石室に関して6項目をまとめた｡

山梨県の王塚古墳の1例を例外として､

①　善光寺平にのみ限定的に分布する｡

②　善光寺平といえども､ある特定の古墳群に分布する｡

③　年代的には6世紀前半から8世紀までという長期にわたって築造されること｡

④　地域的一千曲川東岸中央部一に第Ⅲ期の時期にいわゆる積石塚古墳と結びついて

盛行する｡

⑤　天井岩を合掌状に組み合わせて墓制にするという強い意識のもとに築造方法､形

態をかえて形成された｡

⑥　このような合掌形石室の起源は､日本の古墳文化の発達の中で考える資料は現在

のところない｡わずかに韓国の公州地方に限定的に分布する高句麗文化の系統の

流れをひく墓制で､百済文化の横穴式石室の一形態として発達した石室が類似､

6世紀前半に善光寺平にもたらされたと推定されよう(文献116)0

以上であるが､ここ数年来の調査･研究から､合掌形石室の初現は5世紀第2四半期以

降となっている｡しかしこの当時､小林氏が指摘されたことは現在の研究にも引き継がれ､

その分析方法･考察は重要な指針を残したものといえる｡

1978 (昭和53)年､米山-政氏は更級埴科地方誌第2巻の中で､大童古墳群での谷別

合掌形石室の集成をおこない､この中で屋根型天井石室(合掌形石室)には切妻屋根形の

ものと､四柱式のものがあると分類表現した(文献117)0

1981 (昭和56)年､中野宥氏は合掌形石室構造には横穴式石室形態のものと竪穴式石

室形態のものがあることを指摘し､形態分類上別に扱う必要があるした｡また大童古墳群

中では､横穴式石室形態の合掌形石室は確認されていないことを示した(文献42)0

1988 (昭和63)年､青木和明氏は長野市地附山古墳群上池ノ平1号境から5号境の調

査成果を示す中で､ 1号境に構築された3つの石室の所見で､ ｢1号石室(合掌形石室)

での最終的閉塞部分が壁体小口部分であることは閉塞施設の遺布から明らかである｡石室

の閉塞が壁体小口部分にある点のみを取り上げて､遺骸埋葬通路としての横口式石室構造

を連想することは短絡であるが､少なくとも竪穴式石室あるいは石棺的要素が色濃い2号

石室のように天井部を蓋として埋葬施設を閉塞した構造とは異質な石室構造と理解すべ

き｣と重要な指摘をした(文献118)0

同年､桐原健氏は長野県内の合掌形石室の概要と分布を示した(文献44)0

1989 (平成元)年､桐原　健氏は合掌形石室の研究史をふまえながら､好太王碑文にみ

られる4世紀後半の朝鮮半島進出に関連づけ､この時期にも渡来系の人々の地方への誘引

がありうることから､その結果シナノにおける合掌形石室や積石塚古墳の成立を求めよう

とした(文献45)0
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1990 (平成2)年､長野県塩蔵文化財センターによって大星山古墳の調査がおこなわれ

た｡この調査によって大星山2号境が合掌形石室であることが確認された｡調査者の土

屋積氏によると､大星山2号境は1辺14m以上の方墳であり､石室については｢石室の

天井部は完存しないが､残存部分からみていわゆる合掌式の天井部をもち､組合式石棺に

も類似するものである｡｣と報告し､また｢善光寺平において最古の部類｣と位置づけた

(文献55)0

1992 (平成4)年､大塚初重民は大童古墳群の中で｢少なくとも石室や石棺の天井石･

墓石を屋根形とする特色は､石室側壁の持送り技法の採用を別とすれば､ 5世紀の中頃以

後に出現するものと考えられる｡｣とし､ムジナゴーロ196号境の年代を出土資料から5

世紀後半期に位置づけた｡合掌形式の石室が善光寺平と山梨県の王壕(大塚)古墳という

限定された地域にのみ分布する特異性についても考究する必要があるとし､ 5世紀後半と

いう時期に突発的に当地域に出現することについて､東国の古墳文化の変質と画期につい

てあらためて検討する必要があるとした｡

また｢百済墓制の合掌形石室との歴史的関係が承認されるとすれば､大童古墳群にお

ける5世紀後半代の合掌形石室の登場は､東国における朝鮮半島渡来の集団の移住や技術

の受容を考えなければならないことになる｡｣とし､ ｢合掌形石室が高句麗系のものであり､

百済の故地､公州付近にみとめられている事実から､今後の朝鮮半島とくに加耶地域の墓

制の展開が注目されるところである｡｣と､これまでの高句麗･百済への視点に､日本の古

墳文化と深くかかわりを待ったと考えられている加耶地域もその視点に加えた(文献51)0

同年､大塚初重民は長年にわたって調査に携わった大童古墳群の調査例から合掌形石室

の系譜や採用について､ ｢関東地方では家形石棺の出現は6世紀中頃以後と思われるから､

大童の合掌形石室の登場の方が年代が古い｡また近畿地方や東海地方で知られているか

まど壕との関係も､年代的な差で関係づけることは無理があると思われる｡｣とし､また

｢現段階では韓国の恩情南道公州市で知られている合掌形石室との関係を考えるのが､も

っとも穏当な考え方のように思われるのである｡合掌形石室の朝鮮半島内の系譜が､高句

麗に求められるとすれば､あるいは百済地域との関係のみでなく､他地域との関連が予測

しうるか否か､今後の検討をまたねばならないことになる｡｣としながらも､合掌形石室

をもつ古墳の開始は､特に百済あるいは加耶地域との関係の中で渡来した､馬の飼育専門

集団によるものであろうとした(文献52)0

1995 (平成7)年､山口明氏は山形県南陽市松沢古墳群1号墳･ 2号墳がまちがいなく

積石塚古墳に伴う合掌形石室であることを現地調査し報告した｡この中で｢内部構造は､

大童168号境と同じく､箱形石棺の短辺の側壁外側に縦に板石を立て､上辺を三角形に整

形加工し､これに板石を屋根状にかけたようです｣､また｢出土した土器から6世紀前半

期の築造年代が与えられ､後期古墳の枠の中で考えられているようですが､合掌形石室の

構造から言えば､ 5世紀後半代に位置付けてもいいのではないか｣とした｡善光寺平以外

での合掌形石室を伴う積石塚古墳の発見のみならず､善光寺平型合掌形石室の東北地方で
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の発見はこれまでの研究史の中でも特筆すべきことである(文献54)｡

1996 (平成8)年､筆者は合掌形石室について､これまでの研究史をまとめ､さらに石

室の形態分類をおこないつつ､現在知られている韓国公州の斜天井石室にその系譜を求め

ることには無理があるものの､百済や加耶地域にその系譜を求めることには条件付きで異

論のないことを示した｡

形態分類については､石室状合掌形石室として､和栗型(和栗古墳)､山梨王壕塑(山

梨王塚古墳)､笹塚型(笹塚古墳･空塚古墳)､石棺状合掌形石室として､金鎧山型(金鎧

山古墳)､大童Ⅰ塑(大童168号墳他)､大童Ⅱ型(大童165号墳第2石室他)､大星山型

(大星山2号墳)とし､この中で金鎧山型､大童Ⅰ型､大童Ⅱ型について､石棺状横穴求

石室に類似しているとした｡

百済や伽耶地域に系譜を求める条件として､

1 -現在知られている公州での斜天井石室のみならず､今後発見されるであろう斜天井

石室の系譜が､構造上の変遷論のみで語られることなく､その年代も遺物論によっ

て6世紀前半以前にまで潮ること｡

2 -屋根形(合掌形)に埋葬施設を造るにあったて､強い意識が反映されているとする

ならば､高句麗にその系譜を追うこととなろうが､その場合､公州に都が移される

以前の資料が確認されること｡

3 -日本で初期須恵器が地方窯ごとにバラエティーがあるのは､加耶や百済から来た工

人達の地域差に由来するものと考えるが､同様に善光寺平での合掌形石室の系譜が､

現在知られている公州での斜天井石室とは異なったものであり､公州で善光寺平的

な斜天井石室が発見されるか､あるいは百済での他地域か加耶地域において同じ系

譜の石室が求められること｡

とした(文献4)0

同年､土屋積氏は長野市大星山古墳群の調査を通して､合掌形石室である2号境の検討

から､当石室の年代を初期須恵器(TK73型式)の段階かやや潮る段階に位置付け､石棺

系の合掌形石室としては最古の一例とした｡またこれまでの構造研究が､石棺型式に基づ

く天井部と側石のみに注意した研究に加え､側石相互の関係や墓道の有無などの検討の結

果､ ｢合掌形天井部を持つ石棺は単壁に三角形の石を用いるものがあるが､これは天井架

樽と同時に棺がほぼ完全に密閉されたものと考えられる｡それに対して､合掌形石室･石

棺の多くは構築手順から見ても､天井が構築されて後も単壁の一方､場合によれば両側

が開いていたと思われる｡この点が平らな墓石の石棺と構造的におおきく異なる｡｣とし､

合掌形石室･石棺のおおくは､出入口部を意識した結果とみることも不可能ではないとし

た｡

また周辺古墳の検討から､善光寺平においては｢天井部が合掌形の石棺は､墓石の平ら

な箱式石棺とほぼ同時期出現し､それぞれ異なる系譜のもとで発展したものである可能性

があろう｣とした｡
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さらに2号境の合掌形石室について､ 5世紀代に西日本各地で九州系横穴式石室の類例

が認められることからも､同様の動きが善光寺平においても間接的にせよ影響を及ぼした

との推察から､北九州地域での合掌形天井や横口構造も中間地域を妹介として､少なくと

も伝聞程度には到達し､その結果2号墳石室が構築されたとし､この後横穴式石室が導入

されるまでの間に自立的に展開したのが石棺系の合掌形石室であろうとした｡

また､積石塚古墳や渡来人との関わりについて､新しい要素を持つ古墳が小地域内では

初源期の古墳であることが多いことから､渡来人などの外来系の人々の定着は十分に考え

られるが､大星山古墳群では｢前代からの要素を強く引き継いだ古墳群のなかに､新しい

一要素として積石塚や合掌構造が､群形成の途中で現れる｡これは､新しい古墳造営集団

の定着というより､在地集団が新来の墓制の一要素を取り入れたことを示している｣とし､

さらに新たな集団の定着による影響は考えられるとしても､ 『影響』と『渡来人の墓』の

意味するところは､この地域の古墳社会を考える上で､まったく意味が異なるとした｡

大星山古墳群の調査による遺構･遺物の研究を通して､積石塚古墳と合掌構造が必ずし

も結び付かないと結論付けた(文献55)0

同年､土生田純之氏は長野市地附山古墳群の再検討をし､ 1号墳1号石室･ 3号墳石

室･ 5号噴石量が合掌形石室とした｡竪穴系横口式石室とした理由として､ ①1号石室の

場合､西側の小口部に閉塞石が残存しており､横口構造であることは確実である｡しかも

西側閉塞部で南北長側壁の延長線上には小石材による石組みが続いており､構築当初の段

階から当初が閉塞部として計画されていたことが明らかである｡ ②この西小口部の墓坑壁

が比較的鋭角に立ち上がっているのに対して､反対側の小口部では2段の掘り方になって

おり緩やかな立ち上がりである｡ (釘次に西小口の場合､基底石と墓坑壁の間には数10cm

の間隔が空いているが､先に見た閉塞部を構成する東西の小石材による石組みが当部の上

方にのっている｡ ④横口式石室の設定には直結しないが､両長側壁では基底石が2-3枚

の石材の組み合わせによるのに対し､上段(屋板状天井部)は1枚の大型の石材を置いて

いる｡と4点を上げている｡

また舶来の轡を出土した5号噴石量は当古墳群では発展過程の後半に位置付けられるこ

とから､大星山古墳群での検討結果同様土着倭人による自主的な新文化の受容という側面

も考慮しなければならないとした(文献56)0

同年､小林秀夫氏は合掌形石室と積石塚古墳の関係について､千曲川の東岸部と西岸部

ではその立地や墳丘構造にちがいがあり､地形的な条件や古墳群の形成過程により存在条

件にちがいがあることを指摘した｡合掌形石室が積石塚古墳に伴う場合､千曲川東岸部の

中央､若穂･大童･桧代･屋代地区の扇状地に分布する群集境で､ 5世紀後半頃群形成が

始まり､その初源期に合掌形石室が重要な役割を果した古墳群に多い傾向はうかがえると

し､地理的には限定的な分布であり､積石塚古墳の立地と同じであることを指摘した｡ま

た盛土境に伴う場合は扇状地の発達が小さい西岸部にみられ､その立地は扇状地以外の尾

根上や台地､山麓部に多いことを指摘した(文献59)0
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1997 (平成9)年､土生田純之氏は長野県内の北信(善光寺平)と南信(伊那谷)の横

穴式石室の論及および先に示した地附山古墳群の論考から､本来葬送墓制は保守的であり､

簡単に変化するものではないことから､善光寺平の例は渡来人そのものの姿を全く否定す

ることは不可能であり､ 5世紀代の箱式石棺を母体とする横口式石室をもつ小古墳は直接

にしろ間接にしろ渡来人との関係が色濃い古墳であるとした(文献119)0

1998 (平成10)年､風間栄一氏は地附山古墳群出土遺物や周辺遺跡資料の分析を通して､

積石塚古墳や特に合掌形石室に関わる集団を新来文化の保有者と密接な関係を有した在地

集団と位置付けた(文献120)0

2000 (平成12)年､土生田純之氏はこれまでの朝鮮半島での調査事例をあげ､現状で

はシナノの合掌形石室の源流を直接的に百済古墳に求めることはきわめて難しいとした｡

また徳島県丹田古墳や奈良県黒塚古墳など､前期古墳にみられる合掌形天井とシナノの合

掌形石室との関連については､系譜上直ちにつながるものではないとしながらも､香川県

鶴尾神社4号境や徳島県丹田古墳が積石塚古墳であり合掌形石室(合掌形の竪穴式石室)

を持つ古墳であることを留意事項として紹介した(文献68)0

同年､筆者は1996 (平成8)年の筆者の論考の不備を補う意味で､長野県内や日本国

内の研究史や文献史料との関わりを再度まとめた(文献5)0

2002 (平成14)年､菊池芳朗氏は福島県立博物館の研究事業としておこなわれた長井

前ノ山古墳の調査成果の詳細を明らかにし､その中で主軸長さ36mの前方後円墳に最大

長1.93 m､最大幅0.53 mの合掌形石室を紹介した(文献121)0

2003 (平成15)年､飯島哲也氏は長野県内のみならず､日本国内や朝鮮半島での合掌

形石室の集成をおこない､県内70例､県外8例､朝鮮半島5例の計83例を示した｡

この中で､ 1996年に土生田純之氏が合掌形石室を竪穴系横口式石室構造とした4つの

観察点に加え､ ①基部構造となる箱形石棺の短側壁の両側の高さが異なること､ ②片側の

短側壁外側に据えられた板石材の存在とその形状､ ③直立する片側短側壁材の存在とその

形状､ ④閉塞石としての機能が類推できる寄棟屋根構造の妻側天井石の存在､以上4つの

観察点を付け加えた上で､ ｢合掌形石室における横口に関して筆者は､実際に人間の出入

りや遺体の搬入を想定しているものではない｡最終的な閉塞行為がどの部分であったのか､

について注意したい｡あえて､閉塞にともなう何らかの祭紀行為に必要な窓とでも言うべ

きものである｡したがって厳密な意味において竪穴系横口式石室とは異なるかもしれな

い｡｣とした｡

また､ ｢大星山や林畔にみられる合掌形天井構造を､西日本前期古墳事例と他の善光寺

平事例との中間形態とみることができるのではないだろうか｡とすれば､既に風間栄一も

指摘しているが(文献122)､大星山や林畔の合掌形天井から､大童古墳群や地附山古墳

群などの大型石材による合掌形天井へは､より簡略化･省力化が進行しているとも考える

ことができる｡愛媛県妙見山1号古墳の天井構造は､他の顕著な持ち送り構造によるもの

ではなく､一部とは言え2枚の大型石材を組み合わせており､それは東日本だけの特異例
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第2-①衰　長野県内の合掌形石室(文献5より一部改変)
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第2-②表　長野県内の合掌形石室(文献5より一部改変)
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ではない可能性を示唆している｡｣した｡

さらに積石塚古墳との関連にもふれ､善光寺平における合掌形石室の初現と考えられる

大星山2号境で石積み墳丘ではなく､石積み墳丘が採用された大星山4号境は合掌形石室

ではないことや地附山古墳群での事例から､石積み墳丘と合掌形石室は本来同一の情報源

あるいは伝達経路とは考えにくく､それぞれ別の系譜を考えるべきとした(文献123)0

2008 (平成20)年､小林三郎･大塚初重･石川日出志･佐々木憲一･草野潤平編｢信

濃大童積石塚古墳群の研究Ⅲ　一大室谷支群･ムジナゴーロ単位支群第168号境の調査｣

が刊行された｡この中で草野潤平氏が合掌形石室について｢まず注目すべき存在は､出土

土器から5世紀前半に築造された可能性が示唆される第156号境の合掌形石室である｡｣

とし､ ｢合掌形天井が大童古墳群において定型化される以前の未整備な石室として第156

号境を評価することができるだろう｡｣とした｡さらに｢すなわち､合掌形天井が定型的

なものとなる以前の段階で既に横口構造が採り入れられていることになり､大星山2号境

の石室を通じて把撞された状況が大童古墳群においても確認できたことになる｡第168号

境の合掌形石室は､石材の厚さや大きさ､天井石の傾きや設置位置などがより整備された

ものとなっており､第156号境に後続することは明らかである｡ただし奥小口壁の外側に

配して妻部分の隙間を塞いでいる充填石材に目を向けると､両者の共通性の高さが注目さ

れる｡｣とした｡

また､第225号古墳-第221号古墳の合掌形石室の変化の方向性は､ ｢奥小口の発達お

よび小型･租型化という点で共通しており､大筋では同じと言ってよいだろう｡とくに奥

小口の発達という点は､本古墳群全体の方向性として指摘しうると考えている｡このこと

は､横穴式石室形態への変化こそ示さないものの､本古墳群の合掌形石室が竪穴系横口式

石室の一種として成立したことを雄弁に物語っている｡｣とした(文献124)0

これまでの大童古墳群の調査成果をふまえ､合掌形石室の出現や変化の見通しをまとめ

あげ､研究の方向性を示した画期的な論考と言えよう｡

2008 (平成20)年､長野市教育委員会他によって大童古墳群第241号古墳の調査成果が

公表された｡径約14 mの積石塚古墳に全長2.3 m､幅1.02 mの合掌形石室が構築されてい

た｡また土師器､須恵券､円筒埴輪､形象埴輪､剣菱形杏葉･反刃鉄などが出土し､ 6世

紀初頭の築造とした｡石室の構造から6世紀代に構築される横穴式石室タイプの合掌形石

室との接点を考える貴重な資料となるかもしれない｡詳細な報告を待ちたい(文献125)0

以上､長野県内の合掌形石室に関わる研究史を見てきたが､合掌形石室へのこれまでの

とらえかたを簡単にまとめてみたい｡

合掌形石室の研究の出発は大正13年の矢沢頼道民による空塚古墳や笹塚古墳の紹介か

ら始まる(文献10)｡以来､昭和6年の仁科義男氏(文献75)や昭和9年の栗岩英治氏

(文献76)､さらには昭和28年の小野勝年氏(文献77)らにより､必ずしも積石塚古墳と

の関連で語れるものではない状況が示されたにもかかわらず､積石塚古墳との関連で研究

が進められてきたことは否定できない｡
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それではその形態研究についてはどうであろうか｡大正15年に森本六爾氏はその系譜

を家形石棺に求めようとしている(文献13)｡この後､合掌形石室研究においての大きな

画期と言えるのは昭和19年に斎藤忠氏が朝鮮三国時代の百済古墳の(斜天井)石室との

関わりを示したことであろう(文献108)｡この論考以降､積石塚古墳を高句麗積石塚と､

合掌形石室を百済古墳石室(後にその系譜は高句麗古墳石室にまでおよぶ)との関わりで

考えるレールを敷くこととなったと言えよう｡このような中､昭和31年に米山-政氏は

合掌形石室と箱式石棺の違いを天井石の差ととらえ(文献113)､昭和42年に米山-政氏

と下平秀夫氏が4分類し(文献114)､昭和53年には小林秀夫氏が研究史をふまえつつ5

分類した(文献116)｡昭和63年の青木和明氏による地附山古墳群の調査による合掌形石

室と箱式石棺への論考(文献118)は新たな視点を生み､この後昭和63年の青木和明氏

による地附山古墳群の調査成果を受けて平成8年には土生田純之氏は合掌形石室が竪穴系

横口式石室であること(文献56)を指摘した｡同年筆者は昭和53年の小林秀夫氏分類を

ふまえ7分類した(文献4)｡また同年土屋氏は北九州地域の合掌天井や横口構造が中間

地域を媒介として善光寺平に影響を与えたとした(文献55)｡この時点で､この土生田論

文や土屋論文はこれまでの合掌形石室の系譜を探るものの中で一つの可能性を示した画期

的なものとして評価される｡この後大星山古墳群や大童古墳群の詳細な調査成果を踏まえ

た平成15年の飯島哲也氏(文献123)の論考や平成20年の草野潤平氏の論考(文献124)

は､善光寺平に集中する合掌形石室の出現や変遷をとらえた画期的な成果であり､今後の

研究の道筋を整えたものとして評価できよう｡

それでは斎藤愚民が示した百済古墳石室との関わりについてはどうであろうか｡昭和

53年に小林秀夫氏が可能性として同様な考え方を示した(文献116)｡平成4年には大塚

初重民が百済や加耶地域との関係の中その系譜求めようとしている(文献51 ･52)｡さら

に平成8年には筆者が現段階では百済古墳石室にその系譜を求めることは無理としながら

も､百済や加耶地域にその系譜を求めることについて､今後検討すべき条件を示した(文

献4)0

渡来人との関わりについてはどうであろうか｡昭和43年に大塚初重民は長原古墳群内

のニカゴ塚古墳の合掌形石室について渡来人との関わりを示しているが(文献34)､研究

の方向性として百済古墳石室にその系譜を求めることや､積石塚古墳との関連の中で渡来

人に関わる墓制として考えられる傾向であった｡しかし近年､左記に示した平成8年の土

屋氏の在地集団が新来の墓制の一要素を取り入れるとする考えや(文献55)､同年の土生

田氏による在来の土着倭人による自主的な新文化の受容とする考えが出された(文献56)0

以後平成10年の風間栄一氏による新来文化の保有者と密接な関係を有した在地集団(文

献120)､平成12年には筆者が｢新来文化の担い手｣と表現し(文献5)､平成15年には

飯島哲也氏が大童古墳群以外は渡来系集団との関係において､在地集団が変革情報を一部

受容した(文献123)など､渡来人を意識しながらも渡来人と直接表現することとは一線

を画する論考が続いている｡
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②朝鮮半島の資料に関わる研究史

さて､次に韓国における合掌形石室

(斜天井石室)の研究をみることとする｡

1972年､金元龍氏は百済の地公州地

方の石室を紹介する中で､ ｢天井が`A'

形に2枚の牧石を合掌させてつくったも

のなど｣と示し(文献126)､この石室

について｢平安両道大同郡高山里の高句

麗古墳(高山里7号墳) (文献127) (第

17図)でもみることができ､明らかに

百済の独創ではないことを知ることがで

きる｡｣とした(文献126)0

同年､安蘇周氏は合掌形天井古墳の構

造について､校村里4号墳･錦町1号境

は遺構が完全でなかったことから､詳細

な調査がされた柿木洞1号墳･ 2号境に

ついて図を示し紹介した｡この中で安氏

も金元龍氏の考えを受け､高句麗古墳の

影響を受けたものとし､百済の熊津時代

(475年から538年)の初期からつくられ

たものであろうと推測した(文献128)0

(第18図･第19図･第20-①図･第20

-②図)

転 r 

≡ 

主-:二三
甘　　　　　辛m

第17図　高山里古墳群7号墳(文献126)

之00c山

』rrrrT.一･一　　二二二====ゴ

第18図　公州校村里6号墳(文献129)

(音型)

第19回　公州柿木洞1号墳(文献128)
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第20-①図　公州柿木洞1号墳

石室から外を見る　筆者撮影

第20-②図　公州柿木洞1号墳　石室内

筆者撮影

1976年､金基雄氏は百済の熊津時代の石室を分類し､第5類型として合掌形石室をあ

げ､やはり高山里7号境の例から高句麗の影響を受けたものとし考察した｡ (文献95)

1984年､妾仁求氏は高山里7号項にふれながらも､合掌形石室の起源を｢百済のもの

か高句麗か中国かはまだわからない｡｣とした｡そして年代的には｢公州､扶余地方には

じめて出現した石室境で､ -中略一天井の断面が斜天井になっているのは､増築境のトン

ネル形天井を念頭において作ったようである｡しかし石から受ける制約と築造技術の問題

でA形になったものと考えられる｡｣とし､年代的にもその初現を6世紀前半とした(文

献129)｡

1989 (平成元)年､東潮氏は合掌形石室への年代的位置づげについては直接ふれられて

いないが､百済中期の横穴式石室境の変遷で､合掌形(斜天井)石室である校村里6号項

を6世紀後半以降に位置づけた(文献97)｡

1992 (平成4)年､藤井和夫氏は百済南部の横穴式石室について､安承周氏や妻仁求氏

らの型式分類をもとに6類に分けた｡この中で合掌形(斜天井)石室境は公州地域のみに

みられるものとし､高句麗古墳である高山里7号境の類例から､諸氏同様に高句麗との関

係で考えた(文献101)｡

以上､合掌形(斜天井)石室における韓国側資料の研究状況をみてきたが､全体として

2つの流れをみることができる｡

一つは､妾仁求氏などのいわれるように中国南朝の影響による噂築境の系譜の中でとら

えようとする考え方で､この論からするとその出現は公州(熊津時代)に限定され､早く

ても6世紀の前半以降あるいは6世紀後半以降というものである｡いま一つ､金元龍氏な

どのように高句麗にその系譜を求めるものであり､公州に都が移った頃より築かれ始めた

と考えられ､ 5世紀末葉頃あるいは6世紀以降にはその出現を考えることができるもので

ある｡

いずれにしても､現在の韓国での調査･研究成果では善光寺平の合掌形石室との関連を

直接的に語ることには限界があるといえよう｡
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③善光寺平の合掌形石室

これまでみてきた善光寺平の資料や朝

鮮半島の資料を参考に､資料的な制約か

ら限界はあるが､現時点での考察をおこ

なってみたい｡

近年､平成15年の飯島哲也氏(文献

123)や平成20年の草野潤平氏(文献

124)の研究により善光寺平における合掌

形石重-の詳細な分析･検討がおこなわ

れたが､ここでは平成8年に筆者の試み

た考えを前提としつつ､不適切であった

と考えられる箇所について若干手を加え

た分類案を示すこととする｡

ここでまずいえることは､これまで先

学によりいわれてきた`合掌形石室'とい

う用語の問題である｡

古墳時代における埋葬施設の用語の中

には､ (石)棺･(石)榔･(石)室の用語

がある｡これらについての規模･構造面

での簡単な説明を加えるならば､

○ (石)棺-直接遺骸を納めるもの｡

○ (石)榔-棺を納めるものであるが､

基本的には棺が納まる空

間しかない｡

○ (石)室-棺を納めるものであるが､

梯とちがい人間が出入り

でき､身動きする空間が

あり､棺を置いた部分以

外に副葬品などを置いた

りする空間が確保されて

いる｡

と考える｡

これらの定義からすると､これまでに

知られてきた合掌形の埋葬施設には､石

棺状のものと石室状のものとがあるとい

I 1

ト■≡≡!
ト一一一rl-.･･､

桑根井空塚古墳

lEi

†

I

竹原笹塚古墳

第21図　横穴式石室状合掌形石室(文献139)

1 -桑横井空塚古墳(文献117)

2-竹原笹塚古墳(文献117)

第22図　竹原笹塚古墳　筆者撮影

シナノの積石塚古墳と合掌形石室　95



千
Ll.t ll.一･･ヽヽ1.I.･辞...t･-.,

@域紛
@一亀有

和栗古墳1

I.ll -.I.---+"..--

金鎧山古墳　3
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t

大量古墳群
225号墳　5

地附山古墳群上池ノ平1号墳

1号石室　2

草
書古墳群31号墳1号石畳　6

0 4m

第23回　竪穴系横口式石室状合掌形石室(文献139)

図中参考文献1=文献14　2-文献118　3=文献13

4=文献55　5-文献52　6と=文献115

96　1章　シナノの古墳文化二相

引

判

じ

罰

旧

現

れ

噌

I

 

A

I

1

　

　

4

t



える｡この二形態を基本にしながら分類をおこなってみたい｡しかし上記した埋葬空間･

施設についての分類は､空間･施設内に棺があったのか､なかったのか､どのような埋葬

がされたのかなど､調査成果を確認しえなければ､単純にその評価を与えられるものでは

ないことから､以下の分類については埋葬施設の規模･構造面に重点をおいた分類とした｡

A　横穴式石室状合掌形石室(第21図･第22囲)

○山梨王壕型=石室構造的には金鎧山古墳(金鎧山型)と同形と考えられ､側壁があり

ゃや内傾する｡天井石は大きな板石で内傾した側壁にたてかけるようにしてあ

る｡石室の規模は本格的な竪穴式石室､あるいは横穴式石室を思わせるほどに

大きいものである｡これは山梨県王塚古墳のみを例とする竪穴式石室の類型で

ある｡

例･山梨王壕(大塚)古墳(文献75) (帆立貝形前方後円墳)

長さ5.45m･幅1.9m･高さ(推定1m)

○笹塚型-羨道部と玄室部にわかれ､横穴式石室構造となっている｡側石は1段あるい

は2段に横積みし､その上に大きな板石の天井石をのせ中央部で合掌状に組合

わせている｡この横穴式石室型の中には羨道がつくもの､つかないものがある

とは考えられるが､遺存状態によってはその有無の確認が不確かなものもある｡

ここでは羨道の有無は問わず､山梨王壕塑以外の横穴式石室構造のものを一括

して含めるものとする｡

例･竹原笹塚古墳(文献104) (積石塚古墳)

長さ6.8m･幅2.0m･高さ1.9m

桑根井空塚古墳(文献104) (積石塚古墳)

長さ6.1m･幅1.45m･高さ1.17m

菅間王塚古墳(文献104) (積石塚古墳)

長さ3.5m･幅1.25m･高さ不明

B　竪穴系横口式石室状合掌形石室(第23図･第24図)

○和栗塑-和栗古墳のみでしか確認されていない｡側壁はなく大きな板石を二等辺三角

形状に天井石を組みあわせたもので､平面形は長方形となっている｡

例･和栗古墳(文献114) (墳丘は不明)

長さ3.7m･幅1.5m･高さ0.85m

O金鎧山型-側壁がありゃや内傾する｡大きな牧石の天井石は内傾した側壁にたてかけ

るようにしてある｡平面形が長方形の箱形石棺状であり､竪穴系横口式石室状

の中では大きいものである｡

例･金鎧山古墳(文献130) (土石混合墳)

長さ2.43m･幅0.69m･高さ不明

○大童Ⅰ型-平面形が長方形の箱形石棺状であるが､金鎧山型とちがい側壁は直立し高

い｡大きな牧石の天井石は側壁直上にのり､中央部で合掌状に組合っている｡
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この型式には､両小口壁

の高さのちがうものがあ

り､一方の高さの高い小

口壁は小口壁(奥壁)と

充分に考えられるが､高

さの低い小口壁について

は､その意識に多少のち

がいが見受けられ入口的

構造を意識しているもの

と考えられる｡この構造

のものを両小口壁の高い

ものと別と考えるのなら

ば新たなる-型式を考え

なくてはいけないが､現

段階では同一型式のもの

と理解しておく｡

例･大童168号墳(文献74) (積石

塚古墳)

長さ1.82m･幅0.84m･高さ

0.94 m

O大童Ⅱ型-大童Ⅰ型に類似する

工　　1-

0　　　　　　　(- 80)　　　　　　21m

第24図　大童古墳群168号墳(文献74)

が､側壁はやや内傾気味である｡大童Ⅰ型にくらべ奥小口が発達し､石棺自身

の高さが低く､小型で租形化している｡この型式も大童Ⅰ型式同様に竪穴系横

口式石室状構造を意図している｡

例･大童165号墳第2主体部(文献124) (積石塚古墳)

長さ1.48m･幅0.54m ･高さ0.68m

O大星山塑-大童Ⅰ型に類似し､箱形石棺状であるが､合掌形をつくる天井石が､他型

の天井石と異なり､小形の板石を多く重ねて合掌形天井をつくっている｡

例･大星山2号墳(文献55) (方墳)

長さ2ユm･幅0.7m･高さ不明

以上類型を設定したが､これをもとに朝鮮半島との関連や､その系譜などについて考え

てみたい｡

まず善光寺平における合掌形石室の出現年代については､これまで古くても6世紀初頭

頃と考えられていたが､ここ数年来の明治大学による大童古墳群の調査において､大童

225号古墳が5世紀末葉から6世紀初頭頃､大童168号古墳が須恵器TK23形式期とされ

5世紀後半､さらに大童156号古墳は出土土器から5世紀前半のものであろうとした(文
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献74 ･ 123)0

また大星山2号古墳について

は､石棺内からの出土資料より

5世紀第2四半期とする年代が

与えられ､合掌形石室の中で最

も古いものと位置づけられるこ

とがわかった(文献55)｡

さらに森将軍塚古墳の調査で

は､墳丘をとりまくように小型

石棺墓群がみつかり､この中に

も合掌形石室であろうと考えら

れるものが含まれていることが

わかった｡しかし天井石がす

でになくなっているものが多く､

天井構造については不明な部分

が多いが､石棺の小口壁の形状

から､ 3号組合式箱形石棺や38

号組合式箱形石棺の天井構造に

ついて合掌形の可能性も考えら

れる(文献131) (第25図)｡

しかし｢組合式箱形石棺群の

まとめ｣をおこなった宇賀神誠

ri　　　　　　卜

第25図　森将軍塚古墳裾部

上-3号組合式箱形石棺　下= 38号組合式籍形石棺

(文献131 ･ 132)

司氏は､ ｢38号石棺のように三角形の小口石ではあるが､側壁構造からは屋根形天井と考

えられないものもある｡前方部東側隅角付近の石棺群は､総じて粗雑な造りである｡こう

したことから､三角形の小口は､石棺構造の租略さによるものと理解した方がいいように

考えられるものである｡この墓石の屋根形天井に構架することについては､なお慎重な検

討を要するが､ここでは構造の粗略さを指摘しておきたい｡｣としている(文献132) (第

25囲)0

さて合掌形石室の系譜であるが､これまでの調査研究から竪穴系横口式石室タイプから

横穴式石室タイプへと移行することは間違いなく､その意識や基本的な合掌技術において

その一連性がうかがえる｡

これらの系譜はどこに求められるのであろうか｡大塚初重民が指摘するように家形石棺

との関係では､その系譜を求められるものではない｡それでは斉藤忠氏が朝鮮半島での合

掌形天井石室の事例を紹介して以来の朝鮮半島への系譜を求められるのであろうか｡現在

我々が知りうる資料は､百済の都公州に5例､そして高句麗の地高山里に1例があるのみ

である｡その石室の構造について図面や写真､あるいは実際に見学をしてきた所見から､
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たとえば公州柿木洞1号墳･ 2号境の斜天井石室をみると､ `合掌形石室'とするよりは

むしろ､日本でいう`家形石棺'式の横口式石室とでも表現した方がよいような構造をし

ており､善光寺平での合掌形石室への系譜を直接たどることは非常に危険な部分があろう

と考えられ､もしあえてその系譜を求めるとするならば写真･図面からで詳細はわからな

いが､公州錦町1号境や公州枚村里6号墳(文献106)に､より類似性が求められるよう

にも思われる｡

さらに高山里7号境の石室の構造をみると､束側室に三角持ち送り天井を用いながらも､

西側室を斜天井(屋根形)天井にしている(文献127)0

百済の都公州での斜天井石室については､武寧王陵でのトンネル形石室からの構造上の

系譜をたどる考えがあるが､これが事実であるならば､斜天井(屋根形)を構築するにあ

たっての意識とは異なり､その系譜はまったく異なったものとなる｡また年代的にも公州

に都がおかれ､トンネル形の石室が構築されて以降ということから､早く考えても6世紀

前半以降であり､さらには石室構造上の変遷では6世紀後半以降という年代にもなり､善

光寺平の合掌形石室の年代よりも後出となる｡

また公州の柿木1号墳ほかの斜天井石室の系譜についても､高山里7号境の西側室を斜

天井(屋根形)石室との関連性があるかについては不明である｡

これまでの合掌形石室の研究史から､公州(朝鮮半島)での斜天井石室と善光寺平での

合掌形石室を関連づけるとすれば､以下の条件が必要と考える｡

1 -現在知られている公州での斜天井石室のみならず､今後発見されるであろう斜天井石

室の系譜が､構造上の変遷論のみで語られることなく､その年代も遺物静によって5

世紀前半以前にまで遡ること｡

2 -日本の初期須恵券に地方窯ごとのバラエティーがみられるのは､加耶や百済から来た

工人達の地域差に由来するものと考えるが､現在公州で発見されている斜天井石室以

外に善光寺平的な斜天井石室が発見されるか､あるいは百済の他地域か加耶地域で同

じ系譜の石室が求められること｡

以上のことを総括するならば､善光寺平の合掌形石室は徳島県丹田古墳や愛媛県妙見山

1号境など西日本の前期古墳にみられる合掌形の竪穴式石室や佐賀県谷口古墳束石室など

北九州でみられる合掌形の初期横穴式石室にそのルーツを求められるか否かは現時点では

難しい｡現時点で確認できたことは､大童Ⅰ型の竪穴系横口式石室タイプがしだいに租形

化し大童Ⅱ型となり､その後横穴式石室タイプへと推移することである｡竪穴系横口式石

室タイプである大星山型(大星山2号墳石室) ～大童Ⅰ型(大童156号噴石量～大童168

号噴石量) ～大童Ⅱ塑(大童165号墳第2石室) ～大童241号境と推移し､さらにこれに

笹塚型(笹塚古墳石室)の横穴式石室タイプが続くことである｡横穴式石室タイプの合掌

形石室の変遷については､今後の詳細な調査成果を待ち検討を進めたい｡

いずれにしても現在知られている資料から合掌形石室のルーツを朝鮮半島に求めること

には､上記の条件を満たさない限り無理があると言わざるをえないのが現在の研究レベル
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であると考える｡

4　善光寺平での積石塚古墳と合掌形石室

まずそれぞれの分布については､積石塚古墳は善光寺平､麻績盆地､粉本市域､大町市

域､茅野市域に分布し､特に善光寺平の石のみによって構築された純然たる積石塚古墳は､

小林氏(文献58)が指摘しているように､千曲川東岸の中央部､須坂･若穂･松代地区に

分布している｡また県内の総数であるが､土石混合境を含めると600基以上と考えられる｡

合掌形石室は善光寺平にのみ分布し､積石塚古墳の主体部になるものについては､小林

氏(文献59)が指摘しているように､千曲川東岸の中央部､須坂･若穂･桧代地区に分

布している｡また県内の総数であるが､ 46基以上と考えられる｡現在のところ､善光寺

平以外では､山梨県王壕(大塚)古墳､山形県松沢古墳群1号噴､同2号噴､福島県長井

前ノ山古墳の4例だけとなる｡

それぞれの出現はどうであろうか｡長野県内の積石塚古墳は､ 4世紀後半に円形積石塚

古墳の八丁鎧壕1号境が造られ､ 5世紀前半には方形積石塚古墳の大星山4号境や安坂将

軍壕1号境が造られる｡そしてこの後､長原古墳群や大童古墳群などで小形積石塚古墳が

現れるが､この古墳群の初期段階に合掌形石室が造られることとなる｡現在では5世紀前

半から中頃の時期に出現をみることとなる｡

それでは周辺地域での積石塚古墳群の様相はどのようなものであろうか｡群馬県高崎帯

剣崎長瀞西遺跡では､河原石を2段小口積みにして､一辺約4mの方形積右塚古墳他4基

と積石塚古墳的要素を含む方墳3基が調査されている｡方墳である10号墳からは垂飾付

耳飾や韓式系土器が出土していることからも､渡来系集団の墓の可能性が指摘され､築造

時期としては5世紀後半から6世紀初頭と考えられている(文献62･69･71)｡また静岡

県浜北市内野二本ケ谷積石塚古墳群では､須恵券TK208型式の時期に､盛土古墳の立地

とは異なる谷地形に積石塚古墳群の築造が開始されるが､その他について周辺盛土古墳と

は異なる様相がうかがえないとしたが(文献61 ･ 65 ･ 67)､ 5世紀後半に積石塚古墳群が

築造され､盛土古墳と積石塚古墳の立地がはっきりと区別されていることは事実である｡

また内野二本ケ谷積石塚古墳群の立地については､大童古墳群での大童谷弓ヒ谷支群での

立地に類似している｡

しかし山梨県甲府市横板･桜井積石塚古墳群については､今のところ5世紀後半に築造

が開始されたとする所見は得られていないようであり､渡来系集団との関わりについても

否定的である(文献49)0

横根･桜井積石塚古墳群以外の剣崎長瀞西遺跡や内野二本ケ谷積石塚古墳群については､

それぞれに墳丘形態に違いをみせながらも確実に5世紀後半の時期に築造が開始されてい

ることは､単なる偶然とは思えない｡

また合掌形石室については､山形県南陽市の松沢古墳群1号墳･ 2号境で確認され(文

献54)､また福島県河沼郡会津坂下町の前方後円墳である長井前ノ山古墳の石室で確認さ
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れている(文献121)｡

5世紀後半､特に須恵券TK208型式の時期は､東国では､ TK208型式以前の初期須恵

器の集落内への持ち込みが増加し､その分布の広まりを見せる時期である｡善光寺平でも

同様な状況となるが､千曲川西岸の長野市本村東沖遺跡のように､集落によってはこの時

期の多くの竪穴住居に初期須恵器が持ち込まれ､カマドが付設される状況が見られ､あわ

せての竪穴住居が間仕切り構造となり､その特異性も見られる(文献133)｡また千曲川

東岸の長野市榎田遺跡では､ 5世紀後半に木製黒漆塗り壷鐙や木製鞍(後輪)が製作･保

有されていたことが確認されている(文献134)0

これら須恵器の所持やカマドの付設､そして馬具の製作･保有という乗馬の風習など新

たな生活習慣への変化は､渡来人あるいは渡来系の人々など｢新来文化の担い手｣により

西日本や東日本同様に新来文化が善光寺平に伝えられ､また新たな文化をいち早く受け入

れ｢新来文化の担い手｣に成長した在地の人々の存在による結果と考えられる｡

それではこの｢新来文化の担い手｣達は我々に何を残したのであろうか｡渡来人あるい

渡来系の人々は朝鮮半島あるいは畿内から善光寺平に来るにあったて多くの生活必需品や

装飾品を持参して来るであろうか｡たとえば彼らは陶質土器については須恵器が代用でき

たし､韓質系土器については土師券が代用できた｡だからこそ陶質土器や韓質系土器が出

土することの意味は大きく､逆に渡来系遺物が少なくてもそれは在地集団や社会に抵抗な

く同化したものと理解できるものではあるまいか｡

このようなことから､善光寺平では本村東沖遺跡での早い段階でのカマド構築や須恵

器使用､また榎田遺跡での木製馬具出土の事例からもわかるように､ ｢渡来人｣あるいは

｢渡来系｣の人々による朝鮮半島文化をいち早く受け入れた在地の｢新来文化の担い手｣

の存在がうかがえ､ ｢渡来人｣イ渡来系｣の人々･在地の｢新来文化の担い手｣らにより

新たな墓制として積石塚古墳である鎧壕1号噴､大星山4号墳あるいは安坂将軍壕1号境

が築造され､この後長原古墳群でのニカゴ塚古墳や大童古墳群大童谷支群･北谷支群で初

現的積石塚古墳が築造されたと考えられる｡また積石塚古墳同様に｢渡来人｣ I r渡来系｣

の人々･在地の｢新来文化の担い手｣らにより､新たな埋葬施設として大星山2号境の合

掌形石室が考案され｢善光寺型合掌形石室｣が構築されたものと考えるが､その系譜につ

いては現状では不明である｡

八丁鎧塚1号境や2号境の被葬者について考えてみると､ 4世紀後半に善光寺平に到達

した｢渡来人｣あるいは｢渡来系｣の人々は､八丁鎧壕1号境の被葬者のように在地に融

合しながら成長し､周辺の前方後円墳に副葬される品々を持つほどに成長しながらあえて

積石塚古墳を造ったものと考えられる｡そしてその100年後､血縁･地縁で結ばれた鎧壕

2号境の被葬者はあえて同じ墳丘を造り､また独自のルートで朝鮮半島からもたらされた

ベルト飾りを入手したと考えられる｡

また突然現れた合掌形石室について､現時点ではその系譜は不明であるが､ ｢渡来人｣

あるいは｢渡来系｣の人々により何らかの情報の中で造り出されたものと考えられる｡
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このような社会状況が在地の人々に影響を与えた結果､在地の人々が｢新来文化の担い

手｣として成長し､千曲川東岸地域の積石塚古墳を造り､埋葬主体として採用された合掌

形は､この後積石塚古墳のみならず盛土古墳の埋葬施設として用いられることとなる｡

積石塚古墳については､韓国東岸の皆陵島積石塚群が加耶の墓制の影響を受けていたり

(文献135)､福岡県糟屋郡新宮町相島積石塚群は､高句麗積石塚の影響が見られるなどの

こと(文献63)をふまえるならば､前回の論考(文献4)でも述べたように､時代の変

化とともに新たな形態の積石塚を受け入れながら､シナノにおいては善光寺平あるいはシ

ナノ的な積石塚古墳を築造し､また合掌形石室は独自の変化を遂げていくこととなる｡

大童古墳群と剣崎長瀞西遺跡や内野二本ケ谷積石塚古墳群とは､横石塚古墳の形態に大

きな違いを見せているが､この違いはそれらを築造した｢渡来人｣ ･ ｢渡来系｣の人々のル

ーツや在地の人々の受け入れ方の違いと考える｡

朝鮮半島における斜天井石室のあり方をみるならば､公州においても高山里においても

現在のところ積石塚との関連はなく､すべて盛土古墳につくられている｡このことからす

れば､善光寺平の大童古墳群でのあり方に特異性がみられる｡

また積石塚古墳である松沢古墳群1号墳･ 2号墳(文献54)や福島県会津坂下町の盛

土古墳の前方後円墳である長井前ノ山古墳については(文献121)､千曲川東岸の合掌形

石室をもつ初期積石塚古墳を構築した善光寺平の｢新来文化の担い手｣達の一派が新来文

化伝播のために移動した結果であると考えるが､前方後円墳である長井前ノ山古墳になぜ

合掌形石室が採用されたかについては､今後検討する必要があると考える｡

積石塚古墳や合掌形石室が造られ始めた4世紀後半から5世紀代の善光寺平の様相はど

のようなものであったのか｡陶質土器や初期須恵器の用いられ方や須恵器生産､さらには

馬具の出土状況などから(文献136)､朝鮮半島での地域文化が｢渡来人｣ ･ ｢渡来系｣の

人々により新たな文化として持ち込まれ､在来の善光寺平の人々が新たな文化を受け入れ

ることにより｢新来文化の担い手｣に成長し､ ｢渡来人｣･r渡来系｣の人々や持ち込まれ

た新たな文化が､善光寺平南域の人々や文化の中に同化していったものと考えられる｡

まとめにかえていま一度整理し終わりにしたい｡

八丁鎧壕1号古墳や安坂将軍壕古墳群､そして大童古墳群での4世紀後半から6世紀前

半にかけての積石塚古墳は､盛土古墳が造られた地域にあえて積石による墳墓を構築して

いる意識を考えれば､初期積石塚古墳については在地の人々とは異なった意識をもった

人々､ ｢渡来人｣あるいは｢渡来系｣の人々の墓と考えられる｡

合掌形石室については､善光寺平に合掌形石室が造られる素地は見あたらず突然新たな

石室として造られる｡また突然出現し､限られた時期や地域に構築されたことを考えれば､

在来の人々による構築ではなく､ ｢渡来人｣や｢渡来系｣の人々のような新たな情報を持

った人々の発想による墓であったことが想定される｡また6世紀代の横穴式石室構造の合

掌形石室が特定地域に構築されることを考えれば､天井を｢合掌形｣にすることに味い意

味があったことはまちがいない｡
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このように積石塚古墳と合掌形石室はそれぞれの理由により善光寺平で採用されること

となる｡初現期の合掌形石室である大星山2号境が盛土古墳であり､また初現期の積石塚

古墳である八丁鎧壕1号境や安坂将軍壕1号境は合掌形石室を採用していないことからも

わかるように､本来積石塚古墳と合掌形石室は墳墓形態として直接関係があったものでは

ない｡

しかし大童古墳群での5世紀中頃から6世紀前半にかけて構築された初現期の合掌形石

室を埋葬主体とする積石塚古墳は､大童第168号境から鳥形土製品が出土しているように､

馬匹生産に関わるなど新来文化を伝えた｢渡来人｣あるいは｢渡来系｣の人々の墓であり､

徐々に在地の新来文化を受け入れた人々を含めた墓となっていったと考えられる｡その現

れが書古墳群などにみられる盛土古墳への合掌形石室の採用であったと考えられる｡

4世紀後半から6世紀前半の善光寺平は､他地域同様朝鮮半島からの新来文化を受け入

れ新たな生活様式へと変化をみせる｡決して特別な地域ではない｡しかし､大壷古墳群を

中心とする合掌形石室を埋葬施設とする積石塚古墳の出現は､特定の限られた地域と時期

に造られ､他地域には見られない特異な景観を形成したことは事実である｡

最後に積石塚古墳や合掌形石室すべてを｢渡来人｣の墓とする必要はないが､構築され

た4世紀後半から6世紀前半の時代背景を考慮すれば､ ｢渡来人｣の存在をを否定する理

由は何もないと考える｡
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103　桐原　健｢安坂古墳群｣ 『長野県史　考古資料編　全1巻(3)主要遺跡(中･南信)』長野県史

刊行会1983年

104　小林秀夫｢竹原笹塚古墳･菅間王塚古墳･桑根井空塚古墳｣ 『長野県史　考古資料編　全1巻(2)

主要遺跡(北･来信)』長野県史刊行会1982年

105　永峯光一｢八丁鎧壕1 ･ 2号墳｣ 『長野県史　考古資料編　全1巻(2)主要遺跡(北･東信)』

長野県史刊行会1982年

106　大塚初重･小林三郎編『信濃大童　積石塚古墳群の研究』 Ⅱ　東京堂出版　2006年

107　樋畑雪湖｢信濃国埴科部大童古墳群についての一考察｣ 『考古学雑誌』第16巻第1号　日本考古

学会1928年

108　斉藤　忠｢屋根形天井を有する石室境について｣ 『考古学雑誌』第34巻第3号　日本考古学会

1944年

109　家田淳一他『史跡谷口古墳保存修理事業報告書』佐賀県浜玉町教育委員会1991年

110　森　浩一他『丹田古墳調査報告』同志社大学文学部文化学科1971年

111河上邦彦他『黒塚古墳現地説明会資料』大和古墳群調査委員会1998年

檀原考古学研究所(垢) 『大和の前期古墳　黒塚古墳調査概報』学生社1999年

112　軽部慈恩｢公州に於ける百済古墳｣ 『考古学雑誌』第26巻第3号　日本考古学会1936年

113　米山-政『長野市上松池ノ平古墳』プリント1956年

米山-政｢地附山古墳･上池ノ平1号古墳｣ 『長野県史　考古資料編　全1巻(2)主要遺跡(北･

来信)』長野県史刊行会1982年

114　米山-政･下平秀夫｢長野県長野市若槻書3号古墳調査概報一合掌形石室の諸問題-｣ 『信濃』

第Ⅲ次第19巻第4号　信濃史学会1967年

115　米山-政｢第1偏第4章第3節上水内郡の古墳｣ 『長野県上水内部誌歴史漏』上水内部誌編集会

1976年

116　小林秀夫｢合掌形石室の諸問題｣ 『中部高地の考古学』長野県考古学会1978年

117　米山-政｢第2編第1章第3節更埴地方の古墳｣ 『更級埴科地方誌』第2巻原始古代中世編　更

級埴科地方誌刊行会1978年

118　青木和明他『地附山古墳群　一上池ノ平1-5号古墳緊急発掘調査報告書-』長野市教育委員

会他1988年

119　土生田純之｢信濃における横穴式石室の受容｣ 『信濃』第49巻第4･ 5号　信濃史学会1997年

120　風間栄一｢長野市地附山古墳群上池ノ平2号墳出土の須恵器｣ 『信濃』第50巻第7号　信濃史学

会1998年

121菊池芳朗｢福島県会津坂下町長井前ノ山古墳　- ``合掌形石室"をもつ前方後円墳の調査-｣ 『考

古学ジャーナル』 No.492号　ニュー･サイエンス社　2002年

福島県立博物館『長井前ノ山(銚子ケ森)古墳　現地説明会　資料』 2001年

122　風間栄一｢信濃善光寺平における後期古墳の様相｣ 『東海の後期古墳を考える』東海考古学フォ
ーラム三河大会実行委員会　2001年

123　飯島哲也｢合掌形天井の塩葬施設について　-いわゆる合掌形石室についての再整理-｣ 『帝京大

学山梨文化財研究所研究報告』第11集　帝京大学山梨文化財研究所　2003年

124　草野潤平｢大童古墳群における合掌形石室の変遷について｣ 『信濃大童　積石塚古墳群の研究』 Ⅲ

明治大学文学部考古学研究室他　2008年

125　長野市教育委員会他｢大童241号境の発掘調査｣ 『史跡大童古墳群　平成22年度　発掘調査見学

会　資料』 2010年

※　長野市教育委員会風間栄一氏のご教示による｡

126　金　元龍『韓国考古学概論』東出版1972年

127　金　元龍｢高山里7号墳｣ 『昭和12年度古鏡調査報告』朝鮮総督府1938年
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朝鮮遺跡遺物図鑑編纂委員会｢高山洞第7号墳｣ 『朝鮮遺跡遺物図鑑　高句麗篇』 (3) 1990年

この朝鮮遺跡遺物図鑑においては､高山洞(盟) 7号境の年代を4世紀未から5世紀初としている｡

128　安　蘇周｢公州地方の百済古墳｣ 『百済の考古学　雄山閣考古学選書』 5　雄山閣1972年

129　妾　仁求『百済古墳研究』 1977年

妻　仁求『百済古墳研究』 (岡内三寅訳)学生社1984年

130　土屋　積｢金鎧山古墳｣ 『長野県史　考古資料編　全1巻(2)主要遺跡(北･来信)』長野県史

刊行会1982年

131青木一男｢3号組合式箱形石棺｣ 『史跡森将軍塚古墳』更埴市教育委員会1992年

132　宇賀神誠司｢38号組合式箱形石棺｣ 『史跡森将軍塚古墳』更埴市教育委員会1992年

133　飯島哲也他『本村東沖遺跡』長野市教育委員会1993年

134　簾田和穂･賀田　明他『榎田遺跡』長野県塩蔵文化財センター他1999年

135　金　元龍『替陵島』国立博物館1963年

136　西山克己｢信濃国で須恵器が用いられ始めた噴｣ 『信濃』第40巻第4号　信濃史学会1988年

西山克己｢信州における須恵券出現の頃｣ 『考古学ジャーナル』 No.316　ニュー･サイエンス社

1990年

137　矢口忠良他｢長礼山古墳群｣ 『長野市の文化財』第10集　長野市教育委員会1981年

138　長野市教育委員会社会教育課文化財係『史跡大童古墳群』 (プリント)長野市教育委員会1997年

139　西山克己｢中部高地における新来文化の受容｣ 『第46回塩蔵文化財研究集会　渡来文化の受容と

展開』塩蔵文化財研究会他1999年
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シナノの古墳時代中期を中心とする北と南

1　はじめに

長野県内における古墳時代中期を前後する前方後円墳を中核とした古墳群の分布につい

ては､特に北の善光寺平と南の伊那谷南域の下伊那地域に集中を見せている｡しかし､そ

の分布の背景には大きな違いがある｡

北の善光寺平では､弥生時代以来の経済力の蓄えによる古墳時代前期からの前方後方墳

や前方後円墳を中核とする古墳群形成から､ 5世紀代における前方後円墳築造の継続が見

られるものの､ 5世紀中頃からの前方後円墳の縮小化と衰退､長野市の大童古墳群に見ら

れる積石塚古墳を中核とする古墳群形成の開始と言う状況がうかがえる｡

南の下伊那地域では､ 4世紀代に前方後方墳である代田狐塚古墳が築造されるものの善

光寺平のように継続的な前方後円墳の築造はなく､ 5世紀中頃からの大形円墳や帆立貝形

古墳の築造以降､前方後円墳が築造され､ 6世紀初頭と言う早い段階で前方後円墳に横穴

式石室が導入されることとなる｡

上記の違いの背景を前方後円墳の築造や古墳群形成の推移､合掌形石室と横穴式石室の

導入､積石塚古墳の分布､集落形成の状況､炉からカマド構築への移行､さらには馬の殉

葬と馬具などの様相を踏まえながら比較検討をしてみることとする｡

2　前方後円墳を中核とした古墳群形成

南北約50血の善光寺平では4世紀前半頃､千曲市の森将軍塚古墳や中野市高遠山古墳

が築造され､ 4世紀代から6世紀代にかけて24基の前方後方墳(4基)や前方後円墳

(20基)が築造される｡この中で最大規模を誇るのが千曲市の森将軍塚古墳であり約100

mを測る｡この善光寺平では､血縁や地縁を基にした一系列による前方後円墳築造と言う

よりも､弥生時代後半以来の地域的統合による集団関係を示すものとして､前方後方墳や

前方後円墳を中核とするいくつかの地域集団が寄り合う状況となり､やがて善光寺平南城

の集団が善光寺平のみならず､シナノを治める家族層として成長し､大和政権に認知され

て行く過程がよみとれる｡しかしそれは弥生時代以来の在地家族層達の政治的､経済的蓄

積によるものである｡善光寺平北域には4世紀代の前方後方墳と考えられている全長35

mの飯山市勘助山古墳や(文献1)､全長40mの中野市蟹沢古墳(文献2)があり､前方

後円墳には全長55mの中野市高遠山古墳がある｡また長野市東山古墳群では1号墳･ 3

号墳･ 4号境と一つの尾根上に3基の前方後円墳が築造されるが(文献3)､しかしその

中心勢力は川柳将軍塚古墳や森将軍塚古墳が集中する善光寺平南城に集約される状況とな

る｡そして遅くとも5世紀後半には森将軍塚古墳～川柳将軍塚古墳･倉科将軍塚古墳～有

明山将軍塚古墳～土口将軍塚古墳(文献4)のような系統的な前方後円墳の築造は途絶え､

110　1章　シナノの古墳文化二相



第1囲　長野県内の前方後方墳･前方後円墳
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一変して畿内大和政権と政治的に密接的な関係を示す地域は現在の飯田市を中心とする下

伊那地域へと移行することとなる(第1表･第2表･第1図)0

それでは下伊那地域での前方後円墳を中核とする古墳群形成はどのようなものであろうか｡

下伊那地域は善光寺平地域とは対象的に南北約10血の中に前方後方墳1基､帆立貝形

古墳を含めた前方後円墳が30基確認されている(文献5､ 6､ 7)｡これらは天竜川東岸

の郭1号古墳を除いてすべてが天竜川西岸に分布し､天竜川東岸の郭1号境を考慮すると

立地状況などから前方後円墳を中核とする古墳群は7群に地域分けすることができる｡

7群とは､天竜川西岸を北から座光寺地域･上郷地域･松尾地域･駄科地域･桐林地

城･川路地域､そして郭1号境のある天竜川東岸の阿島地域である(第2表･第2図)0

これらの古墳群形成にあたって核となるのが筆者が以前に示した(文献8)以下の5点

である｡

0 5世紀中頃から在地豪族連が武人的地域統括者として成長し始めるが､そのあらわれ

が､大形円墳や帆立貝形古墳への甲常の副葬化である｡

o前方後円墳が古墳群構成の中核をなすこと｡

o中核となる古墳の石室は竪穴式石室から横穴式石室に移行し､横穴式石室は当初から

有力在地豪族達の埋葬施設として採用される｡

o馬の生産･管理による畿内家族層との紐帯関係が背景となる｡

o馬の生産･管理などの新来文化の受容に渡来人あるいは渡来系の人々が見え隠れして

いる｡

以上5点から､下伊那地域での5世紀後半からの前方後円墳の築造､さらには6世紀初

頭以降の前方後円墳への横穴式石室の採用は､大和政権における東国支配の拠点づくりに

よる結果であり､この拠点づくりには､畿内豪族層が競って独自ルートによる在地豪族達

との紐帯関係を模索した結果､成長した在地家族達､あるいは5世紀中頃から後半代以降

の馬匹生産を中核とした畿内家族層との紐帯関係によって力を蓄えてきた在地家族達､さ

らには馬生産に直接関わった渡来人･渡来系の人々によるものであることは言うまでもな

く､当地域の今後の成り立ち､すなわち7世紀中頃以降の東国地域への律令体制整備の拠

点ともなりうる伊那郡衛が置かれた座光寺地域を中心とする下伊那地域を考える上で非常

に大きな意味を示している(文献9)｡

これらの様相を踏まえて､下伊那地域の前方後円墳を中核とする7古墳群の様相につい

て､簡単に触れてみることとする｡

座光寺地域の特徴は､甲宵が副葬された全長25mの帆立貝形古墳である新井原12号

境の築造を発端とする5世紀後半代からの古墳群形成と(文献10)､ 6世紀初頭から前半

頃の前方後円墳で下段(腰石)に平石を立て､上段には平石を1 ･ 2段平積みにした横

穴式石室が構築された北本城古墳や､若干後出と考えられるが同様の石室をもつ円墳の

畦地1号境や前方後円墳の高岡1号境が近接して築造されたことである｡また5世紀中

頃(TK78-216頃)の大形円墳である新井原2号墳からは木芯鉄地張輪鐙が出土してお
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第1表　善光寺平の前方後方墳･前方後円墳

図No. 侘9Zﾙkﾂ所在 亢ｹlﾒ石室 倬隸｢文献 儖Xﾖﾂ����

ー 冲ﾉOcﾘb飯山市飯山 ZCﾒ? 尼1､85 ｸﾎ8鈴Zﾓ���������

2 亂飲X飯山市静間 ZCﾒ? 泥31､85 ｸﾎ9_ｹZﾒ���������

3 俘(中野市小田中 鉄ZCﾒ木炭榔 泥82183 僞97假x*.���������

4 俯Y9,ｲ中野市七瀬新井 田ﾒ? 典9(b85､86 ����������

5 丶"中野市蟹沢 鼎ﾒ? 泥8ﾎ22､85 ｸﾎ9_ｹZﾒ����������

6 儘ﾙﾉ,ｲ飯綱町平出 鼎ZCﾒ? 典9(c85､101 ������

7 刎698ﾈﾘb長野市若穂保科 鼎Cﾒ? 泥23､85 ���������

8 刎698ﾈ8ﾘb長野市若穂保科 鼎海ﾒ竪穴式石室 泥8ﾎ23､85 �������

9 刎698ﾈHﾘb長野市若穂保科 鼎Cﾒ? 典93､85 ����������

10 倅ｳﾘb長野市古里 鼎ZCﾒ? 典8ﾎ285 �������

ll 餽ﾘ長野市上松 咾ﾒ? 典8ﾎ266､85 ��������

12 ﾈﾏﾉ,ｲ長野市高田 鼎zCVﾒ? 典8ﾎ385 �����

13 Ydﾃ畏b長野市松代町大量 鉄ZCVﾒ? 典985 �������

14 僥ｲ長野市小缶切 CVﾒ? 電985 ���������

15 俛｣ﾘb長野市篠ノ井小松原 鼎:Cﾒ竪穴式石室 電885､88 ��������

16 兀-#(ﾘb長野市松代町西条 jCVﾒ竪穴式石樹 典8ﾎ285､89 �������

17 儷,ｲ長野市篠ノ井石川 *Cﾒ? 泥9(b85､90 ｸﾎ9_ｹZﾒ���������

18 ﾉoh弴ﾅ),ｲ長野市篠ノ井石川 涛3ﾒ竪穴式石室 泥8ﾎ285､90 ｹ}hｫｸ*.���������

19 hｻﾒ長野市篠ノ井四野営 鉄:Cﾒ? 典8ﾎ285､91 ������

20 9nﾈﾏｹY,ｲ長野市信更町 鼎Cﾒ? 尼85 ｸﾎ9_ｹZﾒ����������

21 佰ｸ弴ﾅ),ｲ干曲市土口 田jCvﾒ竪穴式石樹 典9(b85､92 �����

22 怦弴ﾅ),ｲ干曲市倉科 塔:Cﾒ竪穴式石室 典94､85 xﾈｩ靹3(,"����������

23 冲ﾉk韃(弴ﾅ),ｲ千曲市小島 jCVﾒ竪穴式石室 泥8ﾎ8T84､85 ��������

24 淫ｸﾅ),ｲ干曲市森 涛咾ﾒ竪穴式石室 泥9(b51､85 ������

り､さらに5世紀中頃から後半代の古墳は竪穴式石室を持つ全長約60mの溝口の塚古墳

が造られ､石室内には衝角付群形成と期を一にして､馬の殉葬が行われるようになる(文

献11)0

上郷地域の特徴は､ 5世紀後半に常や横矧板鋲留短甲･三角板鋲留短甲などが副葬され

ていた(文献12､ 13)｡溝口の塚古墳築造以降､前方後円墳である雲彩寺古墳や番神塚古墳

が散発的に造られることとなる｡また5世紀後半代からの前方後円墳築造と期を一にして､

宮垣外遺跡(文献14) SMO3内SK64馬墓からは5世紀後半(TK208)の木芯鉄地張輪鐙他
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第2表　下伊那地域の前方後方墳･前方後円墳

囲No. 侘9Zﾙkﾂ所在 亢ｹlﾒ石室 倬隸｢文献 儖Xﾖﾂ����

25 俘(團ﾘb飯田市座光寺 都*C6ﾒ横穴式石室 電96､7､85 ������

26 h皐ﾋC(ﾘb飯田市座光寺 jCﾒ竪穴武石皇 典9(b6､7､85 僵xﾊ佝����������

27 冉ｹgｸ飯田市座光寺 海ﾒ横穴式石畳 電86､7､85 ��������

28 凭ﾈﾜｨ魎飯田市上郷飯沼 都JCVﾒ横穴式石室 電96､7､85 �����

29 儁Iｲ飯田市上郷別府 賑ﾒ? 電36､7､85 ｸlR����������

30 俟ﾏｸ,ﾉ,ｲ飯田市上郷別府 鉄Cﾒ竪穴式石室 典2靜26L7113､85 �������

31 佩H,ｲ飯田市松尾 田:Cﾒ竪穴武石榔 電96､7､85 ����������

32 9[#8ﾘb飯田市松尾 砺ﾒ横穴武石童 電37､85 ������

33 價ｩJh飯田市松尾 海Vﾒ横穴武石皇 典9j(d86､7､85 僵xﾊ佝�����������

34 968ﾌｲ飯田市松尾 鼎*Cﾒ横穴武石皇 泥8ﾎ26､7.85 ｸﾎ9_ｹZﾒ����������

35 ,ｲ飯田市松尾 鼎C横穴式石畳 電8ﾎ26､7､85 ����������

36 8ﾖ5iｲ飯臼市松尾 鼎ZCﾒ横穴式石室 電96､7､85 ����������

37 儷,ｲ飯田市松尾 ZCﾒ横穴式石室 典9j(d86､7､85 ����������

38 ｨ,ｲ飯田市松尾 鼎JC6ﾒ横穴式石室 電36､7､85 ��������

39 9F#ﾘb飯田市松尾 田Cﾒ横穴式石室 電96､7､85 ���������

40 X倩(,ｲ飯臼市松尾 鉄Cﾒ? 電96､7､85 ����������

41 ｸ離ﾘb鉱田市駄科 都*Cvﾒ横穴式石室 電8ﾎ26､7､85 ������

42 侈ﾋｹ;6xﾘb飯田市駄科 田Cﾒ? 典9j(d86､7､85 �����������

43 亊ｸ飯田市桐林 ZCﾒ? 典8ﾎ26､7､85 �������

44 Y,ｲ飯臼市桐林 鉄jCﾒ? 典8ｸ6.7185 ������

45 佶9I,ｲ飯田市桐林 田:Cfﾒ竪穴石櫛? 典9(b6､7､85 �����

46 ｸﾋI?,ｲ飯田市桐林 田zCVﾒ? 典8ﾎ26､7､85 �������

47 ｸﾋC8ﾘb飯田市桐林 柎竪穴武石梯 典8ﾎ26､7､85 僵xﾊ佝���������

48 仆ｲ飯田市桐林 :Cﾒ横穴石室? 典9j(d86.7､85 僵xﾊ佝������������

49 丼ｩ,ｲ飯田市桐林 鉄Cﾒ竪穴武石榔 典8ｸ6､7､85 僵xﾊ佝��������

50 仞?,ｲ飯田市桐林 佩8励#ﾓ横穴式石室 電96､7､85 ����������

51 僥飄y,ｲ飯田市上川路 鼎jCFﾒ横穴武石皇 電96､7､85 ﾈｩ齏｣(,"��������

52 佩H倬;飯田市上川路 田jCFﾒ横穴武石皇 電96､7､85 ������

53 9H魎飯田市上川路 冩cCﾒ横穴式石畳 電8617L24､85 ����������

54 乂3ﾘb蕎木村阿島 枹&ﾒ横穴武石皇 電96､7､85 �������
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第3表　その他の地域の前方後方墳･前方後円墳

囲No. 侘9Zﾙkﾂ所在 亢ｹlﾒ石室 倬隸｢文献 儖Xﾖﾂ����

55 ｸ,ﾉ_Sﾘb佐久市根岸 海ﾒ? 泥985､94 ｸﾎ9_ｹZﾓ�����������

56 ｸ,ﾉ_S(ﾘb佐久市根岸 海6ﾒ木棺 泥985､94 ｸﾎ9_ｹZﾓ���������

57 ,ｲ上田市上田 鼎海ﾒ横穴式石室 電9(b85､95 ��������

58 H,ｲ上田市西塩田 鉄C? 典8ﾎ8d996 僵xﾊ佝�������������

59 儘松本市出川 田jCﾒ竪穴式石室 泥985､97 ｸﾎ9_ｹZﾒ�����������

60 ),ｲ下熟読町横町 鉄sﾒ横穴式石室 電9(b85､98 �������

61 傴ﾉ8yY|｢箕輪町松島 鉄Cﾒ横穴式石室 電9(b85､99 �������

が出土し､この頃以降後半代にかけて馬の殉葬が行われるようになる(文献11､ 14)0

松尾地域の特徴は､ 4世紀代に全長42 mの前方後方墳である代田山狐塚古墳が築造さ

れるが､以後継続して前方後円墳が造られる状況とはならず､ 5世紀中頃に眉庇付常が副

葬されていた径29.5 mの大形円墳である妙前大塚古墳が畿内勢力との関係を示す初現的

古墳とて築造され(文献15)､ 6世紀代に入り姫塚古墳や上溝天神塚古墳などの横穴式石

室を持つ前方後円墳が継続的に多く造られることとなる｡この地域でも妙前大塚古墳築造

以降､寺所遺跡(文献16)や茶柄山古墳群(文献17) ･物見塚古墳(文献18)などで馬

の殉葬が行われるようになり､これを受けて､以後前方後円墳が6世紀代を通して継続的

に築造され続けることとなる｡前方後円墳の築造数では､南隣の竜丘地域と二分すること

となる｡

竜丘地域は本来､駄科地域･桐林地域でのそれぞれの在地豪族の存在を示していたが､

桐林地城が上川路地区へ拡張展開し､さらには駄科地域を吸収することによって成立する｡

駄科地域では､当地域の在地勢力と畿内勢力との繋がりの中で､ 5世紀末葉から6世紀

初頭頃に全長約55 mの権現堂1号境が築造されが､以後畿内家族層との紐帯関係が継続

せず､ 6世紀前半には桐林地域の在地勢力に吸収され､その後北域の松尾地域を牽制する

ように大形石室を持つ塚越1号境が6世紀後半に築造される｡

桐林地城では5世紀中頃以降の畿内家族層との関係の中で､ようやく5世紀後半になっ

て竪穴式石室に横矧板鋲留短甲が副葬されていた全長約50 mの鎧塚古墳などの帆立貝形

古墳が築造され(文献19)､この経過の中で竪穴式石室に斜線式二神二獣鏡･変形四神四

獣鏡変形･四獣鏡･内行花文鏡他が副葬されていた全長63.6 mの前方後円墳である兼清

塚古墳が畿内勢力との関係を示す古墳として築造される(文献20)｡以後6世紀代に入り

横穴式石室を持つ前方後円墳が造られるようになる｡ 6世紀前半以降､南隣の上川路地区

に畿内の影響を受けた東波型大形横穴式石室を持ち四仏四獣鏡が副葬されていたとされる

全長66.4mの御猿堂古墳(文献21)や後円部と前方部にそれぞれ一基ずつ大形横穴式石

室を持つ全長46.4mの馬背塚古墳が続く(文献22)0 6世紀代に入り大形の横穴式石室が
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A=畦地1号墳

B-一武陸地1号噴

第2図　下伊那地域天竜川右岸の前方後方墳･前方後円墳(帆立貝形含む)分布図
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前方後円墳に継続的に造られる状況は､畿内中枢部での動向に類似している｡このように

前方後円墳は桐林地域のみならず､川路地域を意識して南隣の上川路地区に､松尾地域を

意識して北隣の駄科地域に展開することとなり､竜丘地域では桐林地域や駄科地域での5

世紀後半から6世紀初頭にかけての古墳群形成期と､竜丘地域として成長する6世紀前半

以降の古墳群拡張期が見られる｡この結果前方後円墳の築造数では､北に隣接する松尾地

域と二分することとなる｡竜丘地域では座光寺地域､上郷地域､松尾地域とは異なり､こ

れまで馬の殉葬例は確認されていない｡

川路地域では､ 5世紀後半に地域南端に位置する円墳の月の木1号境が築造される｡月

の木1号境には横矧板鋲留短甲他が木棺直葬内に副葬され(文献23)､武人的な地域在地

豪族の存在を示し､この系譜の中で前方後円墳の正晴寺古墳が築造されることとなる｡正

晴寺古墳は5世紀末葉から6世紀初頭頃に集落を移動させてまでも墓城が設定され築造さ

れたもので､二重の周堀に造出しを持つ全長約60mを測る古墳である｡周堀を含めると

全長約90m以上の規模を有することとなる｡二重の周堀も何らかの都合で､造り替えら

れたことが調査で判明している｡以後6世紀後半まで正晴寺古墳を中心に古墳祭紀が行わ

れ､ 6世紀後半に至っては北に隣接する径約26.0 mの大形円墳である閣魔王塚古墳が築

造され､祭紀域が拡大するものの竜丘地域に吸収されて行く過程が想定される(文献24､

25)0

阿島地域は唯一の天竜川東岸の前方後円墳が構築された地域である｡郭1号境は全長

46.4mで6世紀中頃?の築造と考えられるが､以降前方後円墳は築造されず､対岸の松尾

地域に吸収されていったのであろうか｡

3　5世紀中頃以降の集落形成

東国古墳時代の大陸や朝鮮半島からの新来文化の受容の画期は､大きく2時期に分ける

ことができる｡その1つは5世紀中頃から6世紀前半にかけてのことであり､その内容は

カマドの構築と使用および住居構造の変化･馬の飼育と活用･須恵器生産と使用･日常使

用する土器組成の変化･金銅製品の使用･横穴式石室の受容と埋葬観念の変化等があげら

れ､生活習慣の大きな変革期となる｡もう1つは7世紀代における律令国家誕生前夜の頃

と考えられる｡

5世紀中頃から6世紀代にかけての竪穴住居構造について､特にシナノ(長野県内)で

のカマドの出現については､すでに筆者が明らかにしているが(文献26､ 27､ 28､ 29)､

あらためてその具体例を見てみたい｡

善光寺平において5世紀中頃から後半にかけて多くのカマドを付設した集落は長野市本

村東沖遺跡である(文献30)｡また､炉からカマドへと移行を示す良好な資料が千曲市屋

代遺跡群SB5136号竪穴住居跡で確認されている｡ SB5136号竪穴住居跡では同一床面に

炉とカマドが併設されていた(第3図) (文献31)｡また､集落と古墳群との係わりにつ

いては長野市本村東沖遺跡での5世紀後半の集落と､西に近接する長野市地附山古墳群と
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第3囲　屋代遺跡群SB5136竪穴住居と出土遺物

(文献31より)

第4図　龍江大平3号竪穴住居跡と出土造物

(文献38より)

の関連が指摘されている｡地附山古墳群上池ノ平2号境や3号境の周港内からは須恵券

(TK23-TK47)が多量に出土し､また5号古墳の合掌形石室からは銀轡が出土してい

る(文献32)｡また､ 5世紀第2四半期頃の木製鞍(後輪)や5世紀第3から第4四半期

頃の木製壷鐙(黒漆塗り)が出土した長野市榎田遺跡での5世紀中頃から後半にかけての

集落については(文献33)､早い時期での木製馬具などの出土から､新来文化を早々に取

り入れた集団の集落とも考えられ､ 5世紀中頃に古墳群形成が開始される積石塚古墳を中

核とする長原古墳群や大童古墳群との関連が考えられる｡さらに､千曲市森将軍塚古墳を

中心とする森古墳群との関わりを示す5世紀代の集落跡が古墳群直下の屋代清水遺跡で確

認されている(文献34)0

下伊那地域でカマドを早い段階に多く取り入れた遺跡としては､飯田市鼎地域の切石遺
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跡群の中核となる天伯B遺跡(文献

35)や山岸遺跡(文献36)をあげる

ことができる｡両遺跡の遺跡名は異な

るものの､松川右岸沿いに細長く続く

同一段丘上に位置する集落である｡こ

こではカマドが付設された竪穴住居跡

が63件(天伯B-30件･山岸=33

件)確認され､このうち5世紀後半の

時期と考えられる竪穴住居跡は45件

ほど見られる｡集落全体に早い段階で

カマドが付設された特筆すべき遺跡で

あり､当地域における5世紀後半から

6世紀前半にかけての拠点集落と考え

られるが､前方後円墳を中核とする古

墳群との関係については今のところ確

認されていない｡下伊那地域における

天伯B ･山岸遺跡以外でのカマドの初

現例としては､飯田市伊賀良小垣外遺

跡の25号竪穴住居跡や26号竪穴住居

跡(文献37)､飯田市龍江大平遺跡3

号竪穴住居跡などがあげられ､龍江大

平遺跡3号竪穴住居跡では2枚の床面

が確認され､初めの床には炉が付設さ

れ､作り替えられた後の床にはカマド

が付設されていた｡下伊那地域での炉

からカマドへと移行する良好な資料と

なっている(第4図) (文献38)0

このように善光寺平南域や下伊那地

域の5世紀後半から6世紀前半にかけ

0　　　　　　　　　2nl

E■_　■一･一･ ･　　･｣

9　　　　1Pcm

第5図　本村東沖遺跡SB27号竪穴住居跡と出土遣物

(文献30より)

ての先進文化を積極的に受け入れたい

わゆる拠点集落と考えられるムラでは､須恵器TK208型式､年代的には5世紀第3四半

期から第4四半期の移行期頃には確実にカマドが付設され始めている｡シナノの集落全体

にカマドが波及するには6世紀に人らねば実現しないことを考えれば､善光寺平南域や下

伊那地域の先進性をうかがうことができよう｡

カマドの付設と同様に住居内構造の変化として､間仕切り構造を持つ住居があらわれる｡

ここで言う間仕切り構造とは､住居床面に壁から柱穴にかけて浅い溝を掘り､その溝に間
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仕切り材を据えたと考えられるものである｡

この間仕切り遺構については､善光寺平における長野市本村東沖遺跡において多くみら

れる(第5囲) (文献30)｡本村東沖遺跡では5世紀後半と考えられる多くの竪穴住居に

カマドが付設され､これらの竪穴住居跡からは地元で生産されたとも考えられる須恵器

(TK216-TK208移行期～TK47)が出土し(文献32､ 39)､また調査された竪穴住居跡

の約半数から間仕切り遺構が確認されている｡

下伊那地域でも点々といくつか確認されているが､その中でも特に良好な資料として5

世紀末葉頃と考えられる飯田市伊賀良殿原遺跡88号竪穴住居跡(文献40)や飯田市桐林

前の原26号竪穴住居跡(文献41)をあげることができる｡このようなことから渡来系の

人々やその末商､あるいは新来文化を積極的に摂取した在地豪族達の集落とも考えられ､

このような例は善光寺平での本村東沖遺跡を含む浅川扇状地遺跡群や下伊那の殿原遺跡や

前の原遺跡などの数例以外ではほとんど確認されていない｡

このように間仕切り構造はカマドとともに家屋構造の一つとして同じ頃に伝えられたも

のと考えられる｡

下伊那地域での集落と古墳群との関連はどうであろうか｡

下伊那地域では桐林地域に位置する前の原遺跡での集落跡が､前方後円墳を中核とする

古墳群形成との関わりを直接的に示し､また井戸下遺跡でも甲常が出土した円墳の月ノ木

1号境を中核とする古墳群との係わりを示す集落跡が確認されている(文献42)｡しかし

天伯B ･山岸遺跡や殿原遺跡､さらには天竜川を挟んだ龍江地域にある5世紀後半から6

世紀代の集落が調査された細新遺跡での､カマドの付設や須恵券の搬入を考えれば(文

献43)､当地における先進集落と考えられるが､これらの集落が大形円墳や帆立貝形古墳､

さらには前方後円墳を中核とした古墳群に近接していないことを考えれば､ 5世紀後半以

降の座光寺地域､上郷地域､桧尾地域､桐林地城の在地豪族達は､かなり広い範囲を治め

ていたものとも考えられる｡

4　善光寺平型合掌形石室と横穴式石室の導入と積石塚古墳

善光寺平型合掌形石室(文献44)については長野県内では善光寺平での分布となる｡

積石塚古墳の主体部になるものについては､千曲川東岸の中央部､須坂･若穂･桧代地区

への分布となり､県内での総数は､ 56基以上と考えられる｡現在のところ､善光寺平以

外では､山梨県王塚古墳､山形県松沢古墳群1号噴､ 2号噴､福島県長井前ノ山(銚子ケ

蘇)古墳の4例だけとなる(第4表･第6囲)0

善光寺型合掌形石室の形態については､斎藤忠氏が朝鮮三国時代の百済古墳の斜天井石

室との関わりを示したことから(文献45)､百済地域の柿木洞古墳などとの関連が指摘さ

れてきたが､近年に至っては平成8年に筆者が合掌形石室の中に石棺状横穴式石室に類似

したものがあることを指摘し(文献46)､同年､土屋積氏が北九州地域での合掌天井や横

口構造が中間地域を妹介として善光寺平に影響を与えた結果､石棺塑合掌形石室最古の大
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第4表　シナノにおける積石塚古墳一覧(文献44より一部改変)
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星山2号境の石室を生み出したであろうとし(文献47)､また同年､土生田純之氏は石棺

系の合掌形石室を竪穴系横口石室とした(文献48)｡この土屋論文や土生田論文はこれま

での合掌形石室の系譜を探るものの中で一つの可能性を示したものとして評価したい｡

善光寺平型合掌形石室の型式分類については､平成8年に筆者が7分類し(文献46)､

平成11年に飯島哲也氏が詳細な分類をしているが(文献49)､いずれにしても､初期善

光寺平型合掌形石室は横穴式石室ではなく横口武石榔構造と考えることが妥当であろうと

考える｡

それでは横穴式石室についてはどうであろうか

善光寺平での横穴式石室については､岡林孝作氏の研究成果がある(文献50)｡岡林氏

の成果等によると､善光寺平における初現的横穴式石室は千曲市森3号境の横穴式石室

(文献51)と長野市布施塚1号境の横穴式石室(文献52)と考えられている｡森3号境は

径6mの円墳で6世紀前半から中頃と考えられ全長4.5mの無袖式横穴式石室である｡ま

た布施壕1号境は残存径9.5 mの円墳で6世紀前半から中頃と考えられ､石室の残存状況

はさらに悪いが残存規模は羨道と玄室をあわせて4.25mであり､無袖式横穴式石室であ
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った｡

いずれにしても小形の円

墳への石室として採用され

ている｡

それでは下伊那地域での

横穴式石室についてはどう

であろうか｡

下伊那地域の横穴式石室

の分類や系譜については白

石太一郎氏の研究成果を参

考にしてみたい｡

白石氏は石室を4分類し､

6世紀前半期においては美

濃(東濃)的な石室の影響

下によるものを含めて少な

くとも5系統の石室が導入

されたとしている｡また6

世紀中頃から後半にかけて

は畿内中枢部の影響によっ

て､畿内的な石室が構築さ

れていることを明らかにし

た｡これらについて異なる

系統の石室や技術集団の影

響によるものであるとし､

また畿内と関東を結ぶ束山

道ルートにおける拠点とし

ての重要性を論じた(文献

53)｡

l=軸受舌横　2=田変林畔1号唄　3=金鑓山古墳　4=雁EE山塊肯牌群　5二組I成城古墳群(鐙嘩lr2号

堵串含む) 6 =綿内･保科･長政･･†･T.山･大星山古墳群(こカゴ塚台地･城窪1号墳･十二Lll1号墳･大星山

2号塘含む) 7=大安古嘆群　8己皆神山周辺台糖群(菅闇羊塚古墳･蟹塚古墳･笹塚古嘆及び歯前山盲坊･長

礼山2号坊等含む1 9二秒山古墳群10盲前山古賛辞11-一昔LLL墳群12T地附山(上池ノ平)盲墳群13三三安

茂里占■墳群(萩平古墳含む) 14-安坂将軍塚･追沢･麻使古蚊群(療横塚'古墳含む) 15=小熊山麓盲嘆群16‡

水汲･松岡畠鎌欝17亡蒔町盲堀野(針塚古墳含む) 18=大塚古墳

第6図　シナノにおける積石塚古墳と合掌形石室の分布

(土石混合境も一部含む) (文献28より)

白石氏の分類(文献53)を参考に地域相や石室の地域的変遷をみてみたい｡

下伊那地域での初現的な横穴式石室は､川路地域の正晴寺古墳の横穴式石室であり､ 6

世紀初頭頃の構築と考えられる｡古墳の墳丘および周辺調査から下伊那地域における出現

期の横穴式石室であることはまちがいなさそうであるが､江戸時代に石室は破壊されたた

め詳細はわからない｡さらに座光寺地域での北本城古墳に下段(腰石)に平石を立て､上

段には平石を1 ･ 2段平積みにした横穴式石室が構築され(白石氏d類)､ 6世紀初頭か

ら前半頃と考えられている｡同様な石室は､ほぼ同時期あるいは継続的に円墳である畦地

1号境や前方後円墳である高岡1号境にも採用される｡また松尾地域でも､小形の河原石
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あるいは河原石に近い石材を用いた両袖式石室で平面的にも立面的にも羨道が区別され玄

室に対していちじるしく細い羨道をもつ横穴式石室(白石氏C類)が姫塚古墳に採用され､

6世紀初頭から前半頃の構築と考えられる｡

また､上記の古墳に遅れて6世紀前半から中頃以降､竜丘地域の上川路地区の御猿堂古

墳には玄室長さ10.25m､幅2.3m､高さ2.85m､羨道長さ2.7m､幅2.15m､玄室と羨

道の高さの差0.75mの横穴式石室や馬背塚古墳後円部には玄室長さ8.4m､幅2.1 m､高

さ2.7m､羨道長さ3.3m､幅1.8m､現状高さ1.4mの横穴式石室が構築され､これらは

大形の自然石を架構した無袖式の細長いもので､平面的には玄室と羨道の区別がなく､立

面的に羨道部の天井を下げて玄室区別している横穴式石室(白石氏a類)である｡また馬

背塚古墳前方部には玄室長さ6.4m､幅3.3m､高さ3.3m､羨道残存長さ5.5m､幅2.0m､

高さ1.6mの横穴式石室が構築され､これは大形の自然石を用い､両袖式で平面的にも立

面的にも玄室と羨道の区別が明確な横穴式石室(白石氏b類)である(文献53)｡ここに

見られる巨大な石室はほかでは見られず､畿内家族層との関係やこれらを構築しえた在地

豪族達の力量が想像されよう｡

いずれにしても､善光寺平とは異なり､初現的横穴式石室は前方後円墳への採用であり､

また石室規模についても､善光寺平での横穴式石室とは比較にならないほどの石室が構築

されている｡

土生田純之氏は､座光寺地域の北本城古墳､畦地1号噴､高岡1号境の石室の系譜につ

いて､竪穴武石廓をもち5世紀代と考えられる韓国漆谷郡の若木古墳や6世紀前半に下る

が板石を同様に隙間なく縦位に並べ､天井石との間に若干の平積み石材を置いたことが窺

える竪穴系横口式の石室をもつ金泉の帽岩洞古墳1号墳例をあげ､上記座光寺地域3古墳

石室の形状に近い事を指摘し､竪穴､横口を問わず板石をほとんど隙間なく縦位に並べた

構造が､大部周辺の古墳石室の特徴的構造であることから､その系譜を大部周辺の加耶古

墳に求められる可能性を指摘した(文献54)0

以上のことから､ 6世紀初頭以降の前方後円墳への横穴式石室の構築は､大和政権にお

ける東国支配の拠点づくりによる結果であり､この拠点づくりには､ 5世紀中頃から後半

代にかけての馬匹生産を中核とした畿内家族層との紐帯関係によって力を蓄えてきた下伊

那地域の在地家族達､さらには馬匹生産に直接関わった渡来人･渡来系の人々によるもの

であると考えられる｡

積石塚古墳についてはどうであろうか｡その分布は善光寺平､麻績盆地､松本市域､大

町市域､茅野市域を示し､下伊那地域には存在しない｡特に善光寺平での石のみによって

構築された純然たる積石塚古墳については､千曲川東岸の中央部､須坂･若穂･松代地区

に分布している｡また県内の総数であるが､土石混合境を含めると600基以上と考えられ

る(第4表･第6図) (文献44)｡

その初現は須坂市八丁鎧塚1号境と考えられ､ 4世紀後半の年代が与えられ(文献54)､

また5世紀前半には方形積石塚古墳の大星山4号境や安坂将軍壕1号境が他に先駆けて築
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造される｡しかしこの後､長原古墳群や大童古墳群などでは小形積石塚古墳による古墳群

形成が5世紀中頃から後半にかけての時期､おそらくは須恵券TK208型式(5世紀第3

四半期)頃に始まることとなる｡また現在確実に方形積石塚古墳として確認されているの

は､東筑摩郡坂北村安坂将軍塚古墳群1号･ 2号･ 3号･ 4号墳(文献56)と長野市大

星山古墳群4号墳(文献57)を代表例としてわずかにすぎない｡しかし方形積石塚古墳

が長野県内における初現的な積石塚古墳であることについては今後さらに検討を要する｡

また大童古墳群の調査から､大童谷支群の各単位支群では､最初に出現した古墳は皆積

石塚古墳であり､しかもそれらの石室は善光寺平型合掌形石室であることが明らかにされ

ている(文献58)0

いずれにしても､下伊那地域では積石塚古墳も善光寺平型合掌形石室はまったく無縁な

地域であったのである｡

5　馬の殉葬と馬具

それでは馬についてはどうであろうか｡

竪穴住居にカマドや間仕切り構造が採用された頃､すなわち5世紀中頃から後半代に下

伊那地域には馬の墓が集中して造られるようになる｡

現在､長野県における最も古い馬の存在は､長野市篠ノ井遺跡群SK6042土壌から出土

した4世紀後半の馬歯から考えられる馬の存在である(文献59､ 60)｡

篠ノ井遺跡群での発見と相前後して山梨県甲府市塩部遺跡の方形周溝墓からも同時期の

馬の歯が確認され(文献61)､中部高地における4世紀後半の馬の存在を示す資料となっ

ている｡しかしこの馬は荷物を運ぶため､あるいは乗馬のために利用された中型馬であっ

たかは不明であり､どのような目的で人間と接していたかについては今後の類似例の発見

に期待が寄せられる｡

それでは5世紀中頃から後半代にかけてのシナノの馬の存在はどのようなものなのであ

ろうか｡

シナノでは日本全国から出土している古墳時代馬具の2割以上が出土しており､またこ

の内の3割以上が飯田市を中心とする下伊那地域に集中している(文献62)｡このような

馬具の出土に注目し､東国舎人との関係で論じた岡安光彦氏の論考や(文献62､ 63)､科

野国造と馬の生産や管理を論じた桐原健氏の論考(文献64)は注目すべきものである｡

北の善光寺平では5世紀の第2四半期頃のものと考えられている木製敏や5世紀の第3

四半期から第4四半期頃の黒漆が塗られた壷鐙が長野市の榎田遺跡から出土している｡ま

た5世紀中頃の木芯鉄板張輪鐙や敏に取り付ける鉄製覆輪が長野市の飯綱社古墳から出土

し(文献65)､長野市地附山古墳群上池ノ平4号古墳からは5世紀後半の鍍轡が出土して

いる(文献66)｡これらの事例から5世紀の中頃以降には善光寺平においても乗馬の風習

があったことがうかがえる｡

南の下伊那地域での馬具の初現は5世紀第2四半期から第3四半期の移行期頃と考えら
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第5表　下伊那地域における5世紀中頃から後半にかけての殉葬馬

遺跡 (ﾕﾂ出土部位 傀ｨﾝﾙ&時期 兌hﾊ2読 ����

新井原遺跡 ﾉ^c歯 儁68ﾜﾏX魎5世紀後半 途RA �����������

4号土坑 倬R隰r飯田市座光寺 添(ｴ佩9Kﾂ7.ー05 ���

SK47 倬R飯田市座光寺 添(ｴ佩9Kﾂ7.69 ���

新井原2号墳 假ﾈﾖ>sﾘi7俔"歯 儁68ﾜﾏX魎5世紀中-級 途r ����������

周港内71号土坑 倬R飯田市座光寺 添(ｴbﾘｸ7.17 ����

周浅内72号土坑 倬R飯田市座光寺 添(ｴﾂﾘｸ7.17 ����

高岡4号境 假ﾈﾖ>ﾘi7儘"歯 儁68ﾜﾏX魎5世紀中-級 途縱" ���������

宮垣外遺跡 ｳ歯一骨 儁688ｻﾙ¥ｩWｲ5世紀後半 途Bら ����������

SKll 倬R飯田市上船別府 添(ｴ佩9Kﾂ7.14 ���

SK42 倬R飯田市上鍬別府 添(ｴ佩9Kﾂ7.14 ���

SK68 倬R飯B市上郷別府 添(ｴ佩9Kﾂ7.14 ���

SM15周溝 倬R飯田市上郷別府 添(ｴ佩9Kﾂ7.14 ���

sMO3内SK64 倬R隰s飯田市上払別府 添(ｴ佩9Kﾂ7.14 ���

物見塚古墳 假ﾈﾖ歯 儁68JｩJi*ﾂ5世紀後半 途C �������

寺所遺跡 ｴ歯 儁68鉑Oih撮5世紀後半 途ｳb ���������

sMO2周溝 倬R飯田市松尾新井 添(ｴ佩9Kﾂ7.16 ���

S;MO3周活 倬R飯田市松尾新井 添(ｴ佩9Kﾂ7.ー6 ���

sMOヰ周溝 倬R飯匝市松尾新井 添(ｴ佩9Kﾂ7.16 ���

茶柄山9号墳 假ﾉ9>Fﾉ^c歯.管 儁68鉑Oh8ﾖ5世紀後半 途r ������������

周溝内馬の墓2 定ｸ7ｺR飯田市松尾上溝 添(ｴ佩9Kﾂ7.17 ������

周幕内馬の墓3 倬R飯田市松尾上薄 添(ｴ佩9Kﾂ7.17 ���

周溝内馬の墓4 倬R飯田市松尾上溝 添(ｴ佩9Kﾂ7.17 ���

周溝内馬の墓5 倬R飯巳市松尾上溝 添(ｴ佩9Kﾂ7.17 ���

周溝内馬の墓6 倬R飯田市松尾上溝 添(ｴ佩9Kﾂ7.17 ���

馬の墓8 倬R飯田市松尾上溝 添(ｴ佩9Kﾂ7.17 ���

茶柄山古墳群 僥ﾈｮ縒歯.管 儁68鉑Oh8ﾖ5世紀後半 途rD ���������馬の墓9 倬R飯田市松鳥上溝 添(ｴ佩9Kﾂ7.17 ���

馬の墓10 倬R隰r飯甲市松尾上溝 添(ｴ佩9Kﾂ7.ー7 ���

北林5号墳 假ﾈﾖ>7ｲ歯 俘)ﾂ7世紀 田 ��������

北林5号境 假ﾈﾖﾖ"歯 俘)ﾂ7世紀 田������

註

A-馬具( f字形鏡板付せ▲剖菱形杏葉･鯖鋲･童金具)出土

B-馬具( f字形鏡板付轡･面乾金具･鞍･木芯鉄板張輪距･環状雲珠･剣菱形杏葉)出土

C-馬具(轡)出土

D-馬具(三環鈴)出土

※義の作成にあたっては､飯田市教育重点会溢谷恵美子氏･飯田市上線考古博物館長

岡田正彦氏･同学芸員山下誠一氏のご教示による｡
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れ､また特筆すべきことは5世紀後半代

に集中する馬の基が確認されていること

である(文献8､ 67)｡これら馬の墓は

座光寺地域･上郷地域･桧尾地域に集中

し3地域だけで28例もが確認されてい

る(文献7､ 11､ 68､ 69､ 70･71)0 (輿

5表･第7図)この馬の墓は殉葬された

ものであろうと考えられている｡これら

についての研究は､桃崎祐輔氏(文献

72､ 73)や桧井草･神谷正弘氏(文献

74)の業績があり､これらの研究を参考

に下伊那の馬の埋葬について簡単にふれ

てみたい｡これまで日本全国で確実に5

世紀中頃から後半代の馬の殉葬と考えら

れている資料数は60数例に過ぎず､下

伊那地域以外での発見例では熊本県に

20例ほどが集中し(文献75)､残りが他

地域に散在している状況である｡いずれ

にしても全国での発見例の半数近くが下

伊那地域に集中していることは非常に注

目しなければならないことである｡

この馬を埋葬する行為は5世紀初頭に

東北アジア諸民族から高句麗を経て､新

羅や加耶諸国に波及したことが､その分

布からうかがえる｡日本には5世紀中頃

から後半にかけて伝えられたと考えられ

ている(文献72､ 73､ 74)0

日本国内における古墳時代の馬の殉葬

例は､南は宮崎から北は青森にまでおよ

ぶが､ 5世紀後半代と言う限られた時

期に､一地域の古墳および周溝墓の周港

内･周港内土壌･周溝近接土壌などの限

られた類似方法で殉葬が行われ､さらに

は一部に馬具を装着したまま殉葬してい

る例が見られることは､熊本県でも類

似した傾向が見られるものの(文献75)､
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第7図　下伊那地域における5世紀中頃から後半

にかけての殉葬馬分布図(文献8より)



下伊那地域の特異性を示すものである｡この中で特に良好な資料としては新井原遺跡4号

土抗馬の骨･歯とともに5世紀第4四半期頃と考えられるf字形鏡板付轡･剣菱形杏葉･

飾鋲･貴金具が出土し(文献10､ 68､ 76)､宮垣外遺跡SMO3内SK64からは馬の骨や歯

とともにf字形鏡板付轡･面繋金具･木芯鉄板張輪鐙･環状雲珠･剣菱形杏葉が出土して

いる(文献14)｡さらに茶柄山古墳群･馬の墓10からは馬の下顎骨の下部より5世紀後

半頃の鉄製輪金具と三環鈴が出土し(文献68､ 76)､新井原2号墳周港内土壌3基からは

馬の歯が見つかり､同周港内から5世紀第3四半期頃のものと考えられる木芯鉄板張輪鐙

が出土している(文献68､ 76)｡また物見塚古墳周溝からは馬の歯と5世紀第3四半期頃

の銀轡が出土し､装着されていた状況が想定されている(文献68､ 76)｡

馬を殉葬する風習は朝鮮半島を経由して日本に伝えられたことは先にも述べたが､新羅

や加耶における殉葬例では馬具などは装着しない皆裸馬のままでの殉葬であることが確認

されていることを考えれば､下伊那地域の例を含め､馬具を装着した殉葬の在り方は殉葬

の日本化を示す大きな特色であると言える｡

当時､鉄と馬(中型馬以上)をより多く入手､保有することは､戦闘手段あるいは生産

手段や交通手段で優位な立場となることから､畿内大和政権にとっては非常に重要なこと

であったにちがいない｡軍馬の調達を目的とした大和政権の指示のもとに派遣された渡来

人あるいは渡来系の人々は､馬匹生産に秀でた人々であり､馬匹生産に関わることにより

下伊那地域の政治的･経済的効果の向上に大きく関わったものと考えられる｡そして新来

文化を積極的に摂取しようとした在地有力豪族達との密接な紐帯関係を保つことで､より

在地化し､在地有力家族達同様に政治的･経済的に力を蓄える結果となったと考えられる｡

以上のことから､当時軍備晶あるいは運搬手段として貴重品であった馬にあでやかな馬具

を装着させて殉葬されたことは､その主体墓に埋葬された人物との寵愛関係を示し､また

彼らの威信を示すための行為であったと考えられる｡いずれにせよ､馬の殉葬を伴う古墳

の埋葬者は､当地域の政治的･経済的効果を向上させる大きな手段となる馬匹生産に関わ

り､新来文化を積極的に摂取しようとした在地有力豪族達や､畿内大和政権の指示のもと､

当地に派遣され馬匹生産に積極的に関わってカを蓄えた渡来人あるいは渡来系の人々の墓

と考えられる｡

渡来人あるいは渡来系の人々については､倭人化することにより威信財としての馬具を

装着させたままでの殉葬を試みたとも考えられる｡またこの後商連の一部が馬匹生産に関

わる主導権を振ることにより新興在地豪族化し､本来の在地家族達とともに東国舎人の中

心的存在として成長していったものと考えられる｡

6　渡来系遺物

善光寺平についての渡来系遺物については風間栄一氏がすでにまとめている(文献77)0

それを参考に古墳時代における渡来系遺物をまとめてみた｡多くが古墳からの出土品であ

る｡帯金具や飾金具では､須坂市八丁鎧壕2号境から鍍銀製銅製獅噛紋帯金具が出土して
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第6表　渡来系遣物一覧(文献28より)

遺跡名 )Z洩ﾂ文献 ��

1.2.3 ｸﾞ(Jｩ)ｨ･ｩ,ｸﾌ9Zﾒ鍍銀製銅製獅噛紋帯金具 鉄R����

4 inﾈ}LﾘiZﾒ鍵轡 ���������

5 俔��ｸ�9��ﾘiZﾒ�複環式鏡横付轡 鉄��

6 ynﾈ&餽ﾘﾌ9ZﾘﾅXﾘiZﾒ鍵轡 田b������

7.8 9Y>ﾅ9kI~xｫ)n姐i]ｸﾌ9Zﾒ鋳造鉄斧 ���������

9.10 俔ｸ佰ｸ弴ﾅ),ｸﾌ9Zﾒ陶質土器 涛"�������

ll 俔��ｸ�8��6ﾙ>�$)�R�陶質土器 鉄��

12 ynﾈ+xﾋCxﾘiZﾒ百済系長頚壷 "������

13 儁68鉑Oh8ﾖ5iｸﾌ9Zﾒ金銅製帯金具垂飾品 途2����������

14 儁68g)&ﾘiZﾒ銀製垂飾付長鎖式耳飾 途B�������

いるが､この帯金具の類例は奈良県真

弓錐子塚古墳や岡山県牛文茶臼山古墳

から出土し､韓国宋山里古墳群2号古

墳や高霊池山洞39号古墳などからも

出土している(文献78)｡飯田市松尾

上溝天神塚古墳から金銅製帯金具垂飾

品､飯田市畦地1号古墳から銀製垂飾

付長鎖式耳飾が出土している｡馬具で

は中野市林釧畔1号境や長野市地附山

古墳群5号墳からは銀轡､千曲市森9

号墳からは複環式鏡板付轡が出土して

いる｡鉄製品では､上水内郡飯綱町鍛

治久保古墳から鋳造鉄斧が出土し､土

器類では､千曲市(伝)土口将軍塚古

墳や城ノ内遺跡から陶質土器が出土し､

長野市長原7号古墳から百済系長喪壷

が出土している｡現状では軟質の韓式

土器は確認されていない｡
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第8図　善光寺平の渡来系造物(文献28より)
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7　まとめにかえて

シナノにおける前方後円墳を中心と

する古墳築造や古墳群形成は､千曲川

水系の善光寺平では4世紀前半頃に開

始される｡そして5世紀中頃を境に天

竜川水系の伊那谷南域(下伊那地域)

に移行する｡このような5世紀中頃以

降の前方後円墳を中核とする古墳群形

成の地域的移行については､武蔵にお

ける南武蔵地域や比企地域から埼玉地

域へ､美濃･尾張地域での濃尾平野や

犬山扇状地地域から名古屋台地方面へ

の移行ほか､下野や三河などでもみう

けられる｡

それぞれの地域における様々な状況

第9図　伊那谷の渡来系造物(文献28より)

によるものと考えられるが､シナノにおいては大和政権が国造りを進めるにあたり､ `赤

い土器fに象徴される箱清水式土器文化圏の弥生時代以来の有力者達による大和政権への

自己主張的権威表現の結果､地域有力者達の高遠山古墳や森将軍塚古墳を初めとする善光

寺平の前方後円墳が築造され､さらにその在地有力者達の善光寺平南域への集約化により

順次前方後円墳が築造されたものと考える(文献8)｡そしてこの後､積石塚古墳と善光

寺平型合掌形石室は本来直接的な関係があった訳ではないが､ ｢新来文化の担い手｣達に

よって､結果的に千曲川東岸の初期積石塚古墳群において､合体したものと考える｡

高句麗では国都を集安に置いた4世紀代から5世紀前半頃に積石塚が構造的にも､規模

的にも､数的にも発展し､ 427年の平壌遷都以降､突如として積石塚の築造は衰退して行

く｡さらに積石塚が百済や新羅において一般的な墓制とはなり得なかったことは考慮しな

ければならない｡このことをふまえれば､鎧壕1号噴､後の鎧壕2号墳(文献55)､そし

て東筑摩郡坂北村安坂将軍塚古墳群1号･ 2号･ 3号･ 4号墳(文献56)と長野市大星

山古墳群4号境の積石塚古墳の築造方法や形態を考慮すると､ 4世紀後半から5世紀代の

善光寺平を中心とするシナノ北域は高句麗からの人々の渡来による新来文化の伝播があり､

この後百済や新羅からの影響を受けながら新来文化を受け入れ続けたものであったと考え

られる(文献79)｡また積石塚古墳については､韓国東岸の替陵島積石塚群が伽耶の墓刺

の影響を受けていたり(文献80)､福岡県糟屋郡新宮町相島積石塚群は､高句麗積石塚の

影響が見られるなどのこと(文献81)をふまえるならば､時代の変化とともに新たな形

態の積石塚を受け入れながら､善光寺平ではシナノ的な積石塚古墳を築造し､また合掌形

石室は独自の変化を遂げていくこととなると考えるのである｡
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須坂市八丁鎧壕1号境から大童古墳群の成立過程と群馬県高崎市剣崎長瀞西遺跡(文

献82)や静岡県浜桧市(旧浜北市)内野二本ケ谷積石塚古墳群(文献83)とは､積石塚

古墳の形態に大きな違いを見せているが､この違いはそれらを築造した｢新来文化の担い

手｣達のルーツや受け入れ方の違いと考えられる｡

また桧沢古墳群1号墳･ 2号境については(文献84)､千曲川東岸の初期積石塚古墳群

を築造した｢新来文化の担い手｣達の一派が新来文化伝播のために移動した結果であろう

と考える｡

しかし､ 5世紀中頃以降の下伊那地域での前方後円墳築造は､その前段階の大形円墳や

帆立貝形古墳の築造段階から､東国を視野に入れるための大和政権独自の地域有力者の創

出･擁立による結果であり(文献11)､大和政権が意図的に紐帯関係を結んだ在地豪族達

や馬匹生産に関わることにより政治的にも経済的にも成長した渡来人あるいは渡来系の

人々の墓であったと考えられる｡

さらに善光寺平では小形円墳への横穴式石室導入となり､下伊那地域では対象的に前方

後円墳への横穴式石室構築となり畿内中枢部的な様相を示す｡この横穴式石室の中には座

光寺地域での北本城古墳をはじめとする3古墳に百済地域あるいは加耶地域の影響を受け

た石室が採用され､また5世紀中頃から後半代の殉葬馬の在り方を考えるならば､同時期

の朝鮮半島における加耶地域や新羅地域での殉葬馬の実態から､特に加耶地域からの人々

の影響を受けた地域であったことが推察される｡

以上､前方後円墳を中核とした古墳群形成､ 5世紀中頃以降の集落形成､合掌形石室と

横穴式石室の導入と積石塚古墳､馬の殉葬と馬具への視点から古墳時代中期におけるシナ

ノの南北の地域性を見てきた｡

ここであらためて要点をまとめて静を終わりにしたい｡

前方後円墳の築造と前方後円墳を中核とする古墳群形成については､北の善光寺平では

大和政権が国造りを進めるにあたり､ `赤い土器'に象徴される箱清水武士券文化圏の弥

生時代以来の有力者達による大和政権への自己主張的権威表現の結果､地域有力者達の前

方後円墳が築造され､さらにその地域有力者達の善光寺平南域への集約化となるが､ 5世

紀後半以降には大和政権との関わりが希薄化していく｡しかし南の下伊那地域では､ 5世

紀中頃からの大形円墳や帆立貝形古墳の築造段階から､東国を視野に入れるための大和政

権独自の地域有力者の創出･擁立による結果により前方後円墳が築造されたと考えられる｡

横穴式石室の古墳への導入は､北の善光寺平では小形円墳への小親模な横穴式石室導入

となり､南の下伊那地域では畿内での状況同様に地域における在地豪族達の墓と考えられ

る前方後円墳への大規模な横穴式石室の導入となった｡

初期積石塚古墳の構造や特徴から北の善光寺平では4世紀後半から5世紀代にかけては

高句麗的な文化の影響が見られ､南の下伊那地域では殉葬馬が多く見られることなどから､

5世紀中頃以降の5世紀代には加耶地域的な文化の影響が見られる｡しかし大きな視野で

とらえるならば単純には言い切れない｡また北の善光寺平においても南の下伊那地域にお

130　1章　シナノの古墳文化二相



いても5世紀中頃以降には乗馬目的の中型馬の飼育(生産･管理)が行われ始めていたと

考えられる｡

北の善光寺平においても南の下伊那地域においても5世紀中頃以降の新来文化を積極的

に受け入れた各地域のムラには､ 5世紀中頃(TK208頃)以降には多くの須恵券が持ち

込まれ､また住居内にはカマドや間仕切り構造が導入された｡

以上を当論での要点としたい｡

シナノの古墳時代中期を語るにはさらに多くの遺物や遺構･遺跡の検討が必要であろう

と考える｡当論の内容だけでは当然古墳時代中期のシナノを語れた訳ではない｡しかし古

墳時代中期のシナノを考える上での一視点として参考にしていただけるならば幸いである｡
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会1983年

99　柴登己夫｢松島大量古墳｣ 『長野県史考古史料編』全1巻(3)主要遺跡(中･南信)長野県史

刊行会1983年

100　小野勝年･横山浩一｢林畔1 ･ 2号古墳･山の神古墳｣ 『長野県史考古資料編』全1巻(二)主

要遺跡(北･来信)長野県史刊行会1983年

101小柳義男｢第2章第2節2 (1)鍛冶久保古墳｣ 『庚申塚古墳発掘調査報告書』牟礼村教育委員

会1994年

102　大塚初重･小林三郎他『信濃長原古墳群一棟石塚の調査-』長野県考古学会1968年

103　渋谷恵美子｢口絵解説天神塚古墳出土帯金具垂飾品｣ 『伊那』第40巻6号　伊那史学会1999年

104　今村善興｢畦地1号古墳｣ 『長野県史考古資料編』全1巻(≡)主要遺跡(南信)長野県史刊行

会1983年

105　飯田市教育委員会『恒川遺跡群』 1986年

134　1章　シナノの古墳文化二相




